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ベルックスルーフウインドウは、すがすがし

い自然の光と風を、そのままあなたのお部屋

に運びます 。

同時に、建物の美 しさを引立て、インテリア

性に優れた モダンなデザインは、あらゆる用

途にご使用項けます。

- 取 付 工 事 が 簡 単で す 。く屋根葺材に制限されません〉

・雨 ・風 ・雪 な ど の 自 然 環 境 に 対 応 す る 設 計 は 万 全です 0

・180度反転する J ゲラス面は、室内か らの掃除が容易です。

( 中軸回転)

・ 断 熱 ・ 遮 音 効 果 に 優 れ て い ま す 。く べ ア ガ ラ ス標準装備〉

・雨天でも、窓を開けずに エ アフィノレターを通して換気ができます。

( 閉め切り換気)

・室 内の雰囲気を高めるス ウ ェ ー デ ン 松 の 内 枠 を使用しています 0

・お 求 め や す い 価 格 で す 。

￥ ＴＸ ， ｏｏｏｾ ￥ ＱＰＱ ， ｏｏｏＨ 雨押え含むＩ
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ベノレヅクスルーフウインドウは、

傾斜角度20度から 85度までご利用

いただけます。

{ 圃 》

〈ショールームのご案内〉

l レーフウインドウ専用のブラインドなどアクセサリーも豊富に取りそ

ろえ 、商品 をデ ィスプレイいたし ました。お気軽にお立 ち寄り下さい 。

凶 刑 制 日 本 ベ ル ッ ク ス 株 式 会 社

本 社 〒151 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 1 - 8ー14

ホアリーナヒツレ 3F  TEL03( 478) 8141 ( 代表)

〒532 大 阪 市 淀 川 区 西 中 島 3 ー 10- 13

物産ヒワレ 2F  T E L  06 (300) 5036 ( 代表)

F反大



日本建築協会会古

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

創 立70周 年 記 念 事 業 お 知 ら せ

本 会 は 大一JE 6 年 3 月 に ，没 ι さ れ て よ り 、 本 年 は tilJ 、工 70同 年 を 迎 え る こ と に な リ

つ き ま し て は こ の 立 義 あ る ぷ を 記 念 し て 記 念 式 典 ・ぷ 杉 式 、 品 ift( 会、ま し た 。

ｍＢ Ｇｦｾ 会など、 Ｍ Ｉ主の記念・ ｆ 業を ｦ ハ 、 ま す 。祝 fI 会、 l展 覧 会 、 記 念 出 版 、

な お 、 記 念 日 当 日 の 行 ・F に ご 参 加l ニー希望の Ji は、 i到、J- ず み の 山 l庁' ，' IIJ 込 z!? を 郵 送

た同体または個人に対して、その業対i を讃えると共に、わが国文化

の向上、公共の福祉に寄与することを目的とする 。 ( 作品を除く )

'it・令の総額は 300 万円とし、入選は賀状並びに記念品、副首とし

て賞金を nr : 呈する 。

この' L l は、当分の11¥] 、 5 年毎に 3 月に行う 。

昭 和 初 期 住 宅 作 五 瓦l

大正 11年 の 住 宅 改 造 博 覧 会 ( 箕 面 桜 ケ 丘 ) に 本 会 が 出 品 し た 住 宅

など、府下阪神間での秀れた住宅作品( 現存のもの多い ) のパネル

展 示 な ど に よ り 、 現 代 で の 町 づ く り へ の i'l!ll な ヒ ン ト と し て 広 〈 伴

袋する 。

F - いの絵本」の編集、

下 さ い ま す よ う お I，y，ti¥- 、 中 し 上 げ ま す 。
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只

会 長

必! :設 大 巨

大 阪 府 知 事

大 阪 市 長

日本位築学会会1 <

|1記 念 式 典 表 彰 式 、 講 演 会 、 祝 賀 会 |

昭 和 62年 3 月30 日( 月 ) 於 大 悶 悶

( 大阪市制1/::; 区制仏町 9 ー 10 T E L  06- 356- ]]]] )  

① 式 典 ・ 表 彰 式 ( 2 :3 0 - 3 :50)  

開 会 の 辞 ;た 行

物 故 会 貝 へ の 黙 蹄

式 符

祝 砕

委

I斗

時!

大阪市 r21世紀者11市Jt; ft イベント構想J ( 市制 100周年を目ざし、

60年 度 か ら 実 施 中 ) の一 環として、都市屑住の活性化の推進を図る

ため rl i の 企 両 に 基 づ く 「 住 ま い の 絵 本j の制集、出版に参画する 。

|5. r昭 和 生 ま れ 関 西 の 建 築 家 刊 」 の 出 版 |

「処築と社会J 昭 和57年 8 J - l 号より昭和61年 9 月号までシリーズ

として Ｑｾ ・ Ｑ 設された「関西の昭和生れの建築家 一 設計者のプロフィー

ル 」 を 全 収 録 し 、 あ わ せ て 閲 丙 の 主 要 設 計 組 織 概 要 情 報 、 系 譜 、 年

表 、 主 要 作 l守: 他峨( カラーマ ップ ・写 点 ・スケ ッチ ・設計主旨) 等

で、| 湖西建築界の状況を紹介する 。

|6. r建 築 と 社 会 」 の 記 念 号 会 員 名 簿 の 発 行 |

|7特 別 見 学 1 1
8プロのノウハウシリーズセット記念セール |

資

電 f皮 綜

彰 式

日 本 建 築 協 会 賞

協 会 .t';i IJ 立70周 年 記 念 表 彰

〔大阪府知 Ｇ ｊ Ｇ［ ぷ， Ｗｾ . 大|坂 diL長ぷ杉 ・協 会 表 杉 ( ! 必" 射状n竹i!. ) )  

閉 会 の 鮮 総 務 委 只 長 市 川 宏

① 講 演 会 ( 4 : 00 - 5  :00) 一一 聴 議 無 料一一

演 題 「 都 市 と 現 代J

講 師 大 阪 大 小 文 学 部 教 授 山 崎 正

③ 祝賀会 ＨＵ Ｚ ＱＰＭＶ Ｚ ＴＰＩ 一一合 Ｑｾ ￥ Ｑ Ｐ ， ＰＰ か 一一

ビュ ッフェ ・スタイルの立食ノ父ーティ

|2日本建築協会貨の創立 |

本 会 の 創 立70周 年 を 契 機 と し て 、 建 築 界 に お け る 総 令 間 休 と し て

の性格に基づき、建設に関わるあらゆる分野において社会に貢献し

氏手口

祝

表

(イ)

(ロ)

( 敏柏、略 O 印主先 ム印ワー キン グダループ)

L  
創 立 70周 年 記 念 事 業 特 別 委 員 会

住 宅 展 委 以 会 委員長 0 石 川 康 介 奥 { 愛信 国イ司; 純

片 倉 員r雄

三好府| 俺 下 ｦ 里 ｦ 巡 ｾｴ 0 山 形 政Uj3

dコ三h  長 佐 野 正 一 実 行 委 只 長 足 立 孝

ム ii III 高 F

募 金 委 只 会

委薬袋只長公明

大岡 昇 尾亀r，'i J1l.lJ!! 11 岡 本 行 普

「住まいの絵本」 委只長 安総 J克男 岩 本 尚 ニ ム 大 森 敏 江

川 岸 繁 夫

編 集 委 只 会

北浦かほる

奥 尾 光 イ 右 ム 北 山 砕 三 ム 国 紙 弘 一

副委村只長

小 林 四 自11 前野慶太郎

絵 雄二 八卜島健二

ム 高 閲 光 雄 高月 j皮子 西 口 勝 三

表 彩 委 只 会
委 H 民

引ニ k i晃 金 井 弘 次 金多 j紫

ム 細 川 彰 チ 本庄 誠 三 品 哲 夫

1 / 3 ，袋公印1

t.i lj 委μ bと 志11 修一 城口 1i lf平 武 田 恭 一

守 川 広 一

人: 1湖 } {-

「昭和生まれ限i 委只長 中白木 浩一 北村 ｩｬｾｬ＠ 駒 田 皆 男

八卜 ｽＺｾｉｽ 制 Ｕ ］ 松村 ｾＭ］＠ 4黄 山 誠一 渡 辺 古' 巳ρ

総 務 委 只 会 委只長 わj} 昔日 弧1

商のill 築家50J

加 藤 カ

I) 'i 水 修 平 下 前 裕 一 高田 11 
木 場 公 典 下 村 健 治

rnJl1 宏

寺 井 信 夫 原 見 昌 志 枚 田 祐 一

出 版 委 只 会 中井 進 西 川 純 一 広回 平日正

副委員長

0 三 品 哲 夫 宮内 宏

本 多 友 常 本 間 利 雄 総 村 孝 治

村 上 秀 夫

( 式典 ・表彰式 ) 奥村 進 川 村 民 次 酒 井 重 治
水 川 尚 彦 吉 羽 逸 自11

回村美ト平男 近 回 光 雄 O商 村 良 平 日本建築協会賞選考委員会

( 掛'iil 会 ・祝tt 会) 紙締 H召三 償地 釦l
委只長 Ｊｾｉｉｉ＠ ，謙二、委只は表彰委只会委員ほか

創 立70周 年 記 念 事 業 関 係 の 委 員 会日本建築協会社団法人

1  ｾ築 と 社 会 1987年 2 月サ



4 梅田センタービル新築工事の見学

( 多声音楽)

司令ポリフォニーへの軌跡砂

一 建 築 家 東 孝 光 ・ 都 市 住 居 の 空 間 論 を 語 る 一

一一一一一一 日本建築協会会告

も

大阪キタの玄関 ｉＱ ・悔聞に、まもなく、外ＱｩｉｉＮ総クリスタルの組 ｲｾｾ ，ｾ J許オフィスピ

ル「悔111センタービルJ が完成いたします

米るべき 21 世紀のニューメディア時代に対応すべ〈、総々なシステムが導入さ

れた本絡的なインテリジェントビルとして、住築弁界から( 1 : ｴｾ をあつめている「悔

悶センタービ J レ」、今回は、株式会社竹中不動産のこ ffl- 芯と株式会社竹中工務宿

のご協力により，完成 II[ 前のご繁忙，' ，ですが、とくに} どYこさせていただくことに

なりました 多数の) j のこ参加をお待ちいたします

日 時 3 )1 12日( 村集介 13: 30→解散 16:00

集 合 場 所 仰山センタービル ・人 r lljij 付近 日開会以

ただし、大阪傍旺I I阪 急 ri1't J，1i J 前より北京 }jli' J へ 徒 歩 '

5 分、新術11主筋を越えたところ。

40:Y， 

会以 500 円・会以外 800 1 ' ] ( 当日受付にていただきます)

往復策占にて氏名 ・勤務先: Y ，・所ゐ:1也 ・連絡屯話番号・

郵 便 番 号 ・1mし名林及び会以 ・会u外の純日I j をお知らせ

下さし、。申込締切は 3 月 5 臼( 村 申込者多数の場合は袖

せんにて決定の上、参)JII ，¥lEをお送りいたします。

Ｈ叫築協会川Ｚ干 Ｕ 山 ､ ， ｾｴｬ 州 Ｑ 1  3  2吋

大阪駅前市 3 ピル ・21附 f t 06 348 0633 

定 員

参 加 会 費

申 込

I I AS HI MOT O 

日AP T I S T C HUR C H 

1984 

「血も肉もかよった建築の作り万を学生i主に伝えたい」との抱負

をもって、大阪大学環境工学科教授として大阪へ帰ってこられて l

年、その* 孝光氏の向i'4IiI l会を、今新しいイベントスペースとして注

目をあびている扇町ミュージアム ・スクエアにて防1催することにな

りました。

塔の家( 自邸) 以来、住み手の生活感覚と設計者の創造とがどの

ようにからむか砂というテー? を、理論と実践で追いつづけている

氏の都市住居学を、 * ポリフォニー( 多声音楽) = 構成的空間述結

論 H を主題におきながら、作品を通じ語っていただく予定です。

なお、講演会当日、模型とドローイングなども展示する予定です

のて" 奮ってご参加下さい。

1987年 2 n 18 日制 18:00 - 20:  30 

当日 15時より会場にて模型とドローイングなどの展示

も予定しています。

扇町ミュージアム ・スクエア( フォーラム)

Ｈウメ地下 ｊ 止め ｊｴｾ 品 ｬ Ｇ る点へ Ｕ 分Ｉ 大 阪 市 北 区 神 山 町 1 ー 11

* 王子ー光氏 ( 建築家、大阪大学工学部教授)

180名

会貝 1，000 円 ・会 員 外 1，200 円( 作品展も含む)

屯話またはハガキにて、日本位築協会事業課へ。

T E L.  (06)  348ー 0633

干530 大阪市北区悔[ f I l

・* 苧 光 氏 ζ 軒i介

1933年 大阪に生まれる

1957年 大阪大学工学部構築工学千十字昆

1957- 60年郵政行建築部

1960- 67年坂合郁三ill 築研究所

1968- 85年 点字光生II 築研究所主事

こ町 ＱＱＱＱ 、ＧＡｵＩｪ Ｈｬ 立形大小、Ｑｉｬ京 Ｇｩ Ｑｌ火大守、東京大Ｇ下、大阪大Ｇ下町，［Ｏｉｩｲ，市を ｾｦ 壬‘

工学博上、大阪大，・J 教授 (m境工学科) 現イl 仁王る

港町家( 自邸) をはじめとする郎市引住宅、別荘、大阪万博三 JF館、さっき

保育問、御代田和1祉センタ一、 h'I f: 1早m朝、 W A T H O U S E 、日本パプ

テスト教会迎合セノタ一、ｩｉＧｦ心保 ｭ 判、 ｊｾｱＮｬ ｬ ｾ キリスト教会ｦ，ｲ， ｉｉ ｊＮｉん場会ＮＺＺＺｾ、僑

本パプテスト教会など.

・ 主要符 ｾ ｉ ｾ r住宅を 4・えなおす」実主之日本社 HI 本人の，t i ! 挺宅UIIJ 杉村H上

i  1"; ｲＮ ｡ は公 ｛ｾＱ だ恥の郎市 ｉｕｉＺＧＧｻＺｊ )LjY{ 問 ｩｲｬｩｬ ｩＧＱｯＧＺの空 ＱＱＱＱ 桃成鹿 ｨｔｾｴｈ 版会

来会誌発行の間ifTによリ、このnr しのご案内がj I i れましたことを深〈お必びいたします

会uの符線に li 先にお i五リ致しましたi I I i 常総会的I>>U!r illi 知に併記ご案内させていただい

ておリますのであしからず ζ T /f<下さいますようよろしくお曜日い巾しあげます

2100大阪駅前節 3 ピル ・21附

時

場

師

員

資

込

日

. 6.  

'" 

講

定

会

由

市

2. 109. 87m 1，¥'1陥

大阪 di 北[ メ中的内 2 Tl 144 得 l

十本式会社竹。l' 1; 助成

株 式 会 11 竹中 1 傍 J，lj

11. 606. 72m( ' ，地，3. 766. . 16m 也 会 80. 088. . 16m ｗＧｾ＠

I也ト 2 防 . )也1' .32附 t目以 11; 梓( 向き対向古11 134. 7m)  

地ド 2 附~地ド l 附鉄筋コノクリート j' ! l &ぴntJ-.iil

地上 1 階~焼以 l 階' 鉄竹i主

M:若吋r . ; . ，; . 3ールーム. J，li i.，1i イベントホール アートハウス

ｬ 昭千 ｾＱＶＰ 年 ＳＱＱＭＶＲ Ｑ ＱＳＱＱ

1年r {I. )也

ill 築 i

E仏H地 l

Ifli [o'i 

P官 数

桃 i主

1985年

・主要作品

1正

lUI  

11l 

2  



ぷ紙テサイン ・ ｾＡｉｔｉ 附ー

Ｈｊ ｒ 知 ｬｩｬｬｾ 事務所 Ｉ

大阪北浜界隈 ｬＡｬＺ 近 ｉｈ ［ｦｾた刈

1( 1 ビル町公| 制定地から、祁 ) j

ｪｊ ｕＨｾ が ＱｭＮ 、た「 ｩ 車燃 ｊ のニん

なｾｉＡ刊を、眺めることが Ｚｂ 米

るようになった 矧 :Hしゃ、

小，，1 1 . に: 1 ¥て〈るけくっきの物

| れか、ありし日 何人のれを

悠 ι させてくれる ここから

少し点に得った所にある. ，Ii

い木造二階ill の 今 L 1止われて

いる北浜干制l ピルを; 直黙の

ｉￌￎｪ まで引き［汗せて ｾＱ ｩＧ Ｑ "  、てみた

- 特集予告

3 月号/ 創立 70周年記念号

3 月号/ 保管 ・貯蔵施段

4 月号/ 室内の仕上床

出

a

d

志

枕

夫

会

宏

三

延

郎

剣

晃

皆

川

1

h

H

ニ

純

版

刷

降

ニ

リ

市

彦

副引

ι
弘

郎

一
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ホテルニューオータニ大阪

設計監理 日建設計

施 工 竹中工務庖

建 築 主 住 友 生 命

所 在 地 大 阪 市 東 区 域 見 1- 4

敷 地 面 積 47 .508.57m'  

建 築 面 積 11 . 082. 00m'  

延 床 面 積 74. 810. 00m'  

構 造 規模 S 、S RC、18F、P 2  ，s  2  

工 期 昭 和59年 10月一昭和51 年 7 月

t品; ぷ東出h ' i 'i車二

メ イ ン ア フ ロ ー チ

l  

'  





昨 年 科 ツ イ ン 21が 完 成 し て 以 米 . OBP もす っかり

大 阪 の 新 し い 阪 と な った 感 が あ る 。 初 心 に 近 い と

いう平IJ 使 怯 と 大 阪 を 代 表 す る 対 観 を 併 せ も った

OB Pの故 大 の 特 色 は . ス ー パ ー プ ロ ッ ク方式によ

る 開 発 て ヘ 今 も 泊 々 と そ の 街 づ く り が 進 行 9"であ

る。

昨 年 9 月 に オ ー プ ンした 「ホテノレニ ュー オ ー タ ニ

大 阪 」 も ， こうしたス ー パ ー ブ ロ ッ ク の 一 つ ，一

社 所 有 の 敷 地 と し て は OBP故 大 の 住 友 生 命 プ ロ

ッ クに . 総 合 設 計 制 度 で 得 た 総 容 積21万 m' の約y 3

を 使 って 建 設 さ れ た . 名 実 と も に 国 際 的 な コ ン ペ | 、

ンショナノレ ・シティリゾートホテノレである 。

客 室 は 30.げのツインノレームを主体に 610室 。4 ，000

人 が 収 容 で き る 西 日 本 故 大 の 大 宴 会 場 は じ め 合 計

20の 宴 会 場， 婚 礼地 誌 18の レ ス ト ラ ン ・パ ー .

テ ニ ス コ ー ト 4 而 や 屋 内 屋 外 プ ノレを備えたフ

イ γ トネスクラフ¥へノレスク リニ ッ ク. 36庖古I i か

ら な る 高 級 フ ァ ッション専 門1百 ビ ジ ネ ス セ ン タ

ー な ど . 長 期 滞 在 に も 対 応 で き る あ ら ゆ る 施 設 が

完 備 し て い て ， ホテノレを街づく り と し て と ら え る

ニ ュー オ ー タ ニ の コ ン セ プ ト が そ の ま ま 反 映 さ れ

ている 。

正 而 エ ン トランスを入 った 低 層 部 中 央 に は . 自然

光 を 採 り 入 れ た 4 層 分 吹 抜 け の ア トリウム を設け

て ， 時 間 ・天 候 ・季節J の 変 化 も 楽 し め る 空 間1とし .  

.  乞・h

全 体 の 婆 と し た 。 ホテノレ 1 1滑 に は 正 面 以 外 に も 歩

行 者 の た め の い く つ も の 入 口 を 設 け ， 面 的 な 人 の

lliJJ き を 図 っ た。

客 室 1I 皆には ， 災 害H寺の答室 2 方向i l l i ' 壁It の た め 全 周

にパノレコニーを巡らしたが， 7.1J s斤での不安! 惑が手1]

ら げ ら れ る 列J 巣 を 生 か し て . 低 い 窓 台 の 大 き な ガ

ラス: 容と ， 脱 出 用 を 兼 ね た換気: 容を設けた 。安 心

し て 眺 望 を 楽 し み 、 あ る い は 新 鮮 な 外気 を 採 り入

れるという従来の正:'1百ホテノレにはなか っ た貨がてを ，

ｾｾに閉まれた大阪城と淀 川 支流の 水而 を 一 望でき

る 絶 好 の ロ ケ ー シ ョ ン で 笑 現 す る こ と が で き た 。

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン で は ， こ れ ま で の 日 本 の ホ テ

ル に は な い . ｉｾ Ｚ ｬ るく ｩＡ さやかで近代Ａ慈賞Ｚにあふれた

ｾ ｉ 日 ｬ をつくり山したいと巧え Ｎ ，{け4 を生かした制11

やかなディテ ー ノレの表現 、 ｾ ｉｉｉｊ を際立たせるライ

テ イ ン グ， 似 し く さ り げ な い カ ラ ー ス キ ー ム な ど

を. let 成のホテノレテ'サゴイン一一一インテ リアテ' コレ

ー ン ヨン 作J デザイ ン一一ーに閃われることなく桜 I)，J

してみた 。 また ， ホテノレを街づ く り と し て 抱 え る

コ ンセ プ トからも，それぞれの筒戸斤に災な ったテ

ー マ を 掲 げ て ， 多 彩 な デ ザ イ ン を 試 み た 。 一帯11 を

デノレ ・ヶラ 一氏 ， ラン ・チ ャン 氏， 石井 幹-f - 氏が

j I I _ 当したカヘこれら の |王11;祭(1勺デザイナ と協埠1; し

た こ と で， 多 く の 刺 激 と 示 唆 を 与 え ら れ， このこ

と が. 1_1(11際色 泣 か な ホ テ J レfil J りにつなカずっ たこと

は何 よ り も 幸 い で あ った。( 俄川|均一 / 日必L-t主主1)





吉本ビルテ二ィング

[ 大阪ヒルトンインターナショナル・ヒ J レトンフ。ラザ]
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こ の .Ij 本 ビ ル テ イ ン グ は fEf 際r.! ldi 大 阪 の 発 岐 に 大

いにどI片! l : i I : . : f とること. また Ｒ ＱＱ 止 紀を卜分 ａＡＮＧ ，ｾＭした

インターナショナノレな坊にi J . ! j 川するピノレに. J.'i J 辺

卵焼と ｪｩｴ 仰を卜分行 ｬ 伍した光Ｎｩ Ｑｕｉｾｊ な外観と地自白人 Ｑ

3年 で あ る ニ と な ど . ハート ・オ ブ ・ザ ーシ 子 ィ ー

をテーマコンセフトに ｻｾｬｬ ｨｩＮ ｩＱ汁された

行Ildi . iJ-r 1丘 の オ ア シ ス と し て の 広 場. r.! ldj 情 1: りの

ドラマの ｩｾＨｉＧ ｉ ｊｊ の場としてのアトリウム 、 ＱＱ 欠ＱＩ，，Ｚ宅 ｉｉ ｜ ｊ

を』也ぷ全イ本の rl' 心 と す る こ と を 当 初 の j aL 本 コ ン セ

フ ト と し た 。 こ の 11欠j)，，:セ I¥¥J をWM本として 作 施 設2

I:l J を 挑 成‘ 百Ildili 血. { 止のダイナミ y クセi二と僚やかさ

とやすらさＧとを ｩｾｕ ｉ｜ するこ とかプロ ｹ タフラン決

定 め コ ン セ フ ト で あ る 。

当 リ ｉ ｊ ｪＨ ｊ 也は ｬｩ ｌｬ ツ附ＱｩＩ ｪ と大 Ｑ ＱＡｊｩｾ日＼ 1  iij J.i.;J必に l訂し JA状 lこjJi:

が っ て い る ホテ J レ，: ':， J MUi (341; 符) を 114 ';I .f¥ff，筋に

llii し. 大阪の ＱＱｩ の ｾＧＱ Ｑｩ線に令せ ｉｴｩ 北に自己 ｩｚｌ 手ゲセか

らの＿見出 ｌ を点 ｉ ｊｬｪ に目前 ｉｾ した 。 ｲｾＧｾ J村械の Jkl l11Jに ホ テ

ノレのハプ' ) ｹ ク ， ｾｉｉｉＢ ｊＮ 五会場等を円己iti ，以上を民主

1';'1 とテ ニ ス コ ー ト と し て い る 。 - ) i 駅 前 広 場 i川に

は山 ｾＱ Ｑ￬出Ｈ ＹＱＺ 符Ｉを配 ｴ 位 、 将米のｾＢＱ一生命ピノレの

ill 変 え に 対 応 さ せ て い る 。 こ の 2 つ の 憾 の II¥J に ki

状 に ア ト リ ウ ム (J -1< lfii f!'! 800m'， XJI:/.' :，さ 4001 ) を

配 iit. ビ ル 全 体 の エ ン ト ラ ン ス ホ - 1レの役' ，' IIJ を 持

たせると Ｉ Ｑ ＼ に各地ぷへの ｬＮｉＡｦ， 体ｾＺＡＯｬ ｜ｊ としている 。 地

下 111 との後続については， ビノレ地下附の IILJ ツ 僑 筋

と 駅 前 広 場flllJ に I(II し. サ ン ク ン ガ ー デ ン と し た 公

共 歩 路 を ，却 す ， 双 ) i の 防 災 ヒ の 安 全 と 平IJJTJ . /守の平IJ

使を仰ｻ以し 句 地下街桜絞の新しい ｊｾｉｾ 体をＡＡＭ税化し

た。 ホテノレロビーはアトリウムに隔桜， 3 層 11久抜

としアトリウムと: 1 : : 11日 的 に 一 体 感 を な す よ う 配 iE

した 。 こ の 吹 抜 を rl' 心にホテノレの飲食古11門 を 配 置

すると) 1 . ，に宿泊lii11 との凶i l l : を巧 l志した 。 作 室1: 皆に

は Ｑｪ Ｑ ＶＰ｣ ｉＱＱの ｩｬｬ￯ 世ｦｉノ〈ノレコニーを， Ｇ Ｚ ｾｪｊ Ｐ ホテルでは初め

て ｩ 設 ｩ 丘病」ヒの才、り ｾｉｊ ｩｬｬｩＧ餓ｼ格段へと述結している 。

附布I i はアトリウムにパノレコニーで抜絞句 J)fJ欣 (1勺な

多JMI¥'! O / ヨッビングコンプレックスを巡り上げて

いる 。 エスカレーターをアトリウム ｦｬｬｬｊ に設ｾし ，

名|併のノ、ブリッ 7 油 断 を 口 の' 上にレイアウトし ，

一 部 に ドI 弧を採川， 1111遊 性 を よ り 也 か な も の と し

イ

~。
(，ト川治ー / 竹 rf' 工 務 府 )

所 在 地 大 阪 市 北 区 梅 田 1- 8 - 16

敷地面積 7，004. 52m'  

建築面積 5，314 .64m'  

延床面積 88 ，028. 88m'  

構造規模 S、SRC、 RC、34F、P 2 、84

工 期 昭 和58年 12月ー昭和611手9 月





大同生命大山ロッジ

設計施工 清水建設

ラ ウ ン ジ ステンドグラス 三 浦 伴 (-f1'

大山 llil 丘公 i品l付に{ 立山する当地は，般向車' )7001'.1，

北 JUfI!リに人ー LU， 1哲IJ( j f l ! リに* {- 市街と眺望12か で司

米円 山 及び桝水， ＺＧｾ IJ;( スキ _ ' J-J)j をはじめ， ゴルフ場，

放牧場， キャンプ場などが| 隣接し ， i'I r!.i の "'， IJq 

予三を感じながら年 IIll j J J j してのレジャーを栄しめる

広1境内にある 。

‘ILfff i MIl比はノ、ブリ ンクスペースであるラウンジ ・

食立 パーコーナーを ". 1 心に，点iJ!l Iに』百 /(1 ゾーン

(  1 階 研修 ・厚生ゾーン ，2 階ー宿泊室，31; 皆ー

冬JUIπl スキーヤーズベ ッ ドルーム ) ，西iWI に) j ・思ゾ

ーンと分離して いる 。

立 1(11桃 成は H析を JrP':';'u(J に扱って肉然; j J J日1 とし ，

2 附より上官11は凶| 孜の木造住宅機式であるハーフ

ティンパーをイメージし ， n然に i存け込みやすく，

R C 泣を感じさせないやわらかな外観としている 。

使川材料には木村 イi .f，j等，極力現地産のドl 然材

料を選定し ， 外部の樹木や芝に| 見j しでも現地に 7

ッチしたものを多〈円己出した 。 さらに ， ラウンジ ・

食立にも ，内外部の倣令部と巧え ，外日空材を内部

にまでとり込んでおり，テラス デ ッキとの一体

Ａ必を作り ｮｾ している 。

夕陽がラウンジのステンドクラスを通して， If主炉

組りにやわらかなイルミネーションを注ぎ，なこ

やかな同然の場になるであろうと考える 。

( 下( 崎宗久/ i，'i水建設)

所 在 地 鳥取県日野郡溝口町金屋谷字桝水高原

793ー 79. 80

敷 地 面 積 4. 355m'  

建築面積 587m'  

延 床 面 積 1. 129m'  

構造規模 RC、B 1、 3 F

工 期 昭 和61年 4 月一昭和61年 11 月

最 寄 駅 国 鉄 伯 備 線 伯 脅 ， 湾 口 駅

撮 影 納 崎 雄 二

2 階平面図





西 船 場 辰 巳 ビ ル

施 主 辰 巳興業

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1- 12- 1

敷地面積 675. 70m'  

建築面積 526. 36m'  

延床面積 3. 218. 64 m' 

構造規模 SRC、 6 F  

工 期 昭 和60年 12月一昭和61年 11月

最寄駅地下鉄四ツ橋線肥後矯駅

撮 影 島 修 一

気・給排水 ・冷 暖 房 大 阪 電 気 暖 房 エレベーター大阪目立工レベ- 7ー販売

左 官 亀 井 組 立 体 駐 車 設 備 新 明 和 工 業

塗 装 三 木 塗 装 庖 フリーアクセスニチアス大阪支社

内 装 大 建 工 業 空 調 機 ダ イ キ ン 工 業

タイル日陶i R < 業 生 コ ン 甲 南 建 材 興

造 作 甲 南 木 材 工 業 防水・外装材大関化学工業大阪支庖

サ ッ シ 三 協 ア ル ミ ニ ュ ー ム 工 業 機 械警備 コスモ警備保障

間 仕 切 コ 7 ヨ 反 射 ガ ラ ス ? ミヤ製作所

この建物が位世する江戸沼地区は ，大阪中の白地

区の隣接徒歩図にありながら ，旧 来 の 民 家 学 校 -

ｲｾＱ 小ビル等が ｩｬ ｩＺなする地区である。近年市街化の

波は西区方市へと延び，とりわけ四つ稲mi ' なに

わ目前を中心に新しい情報産業の業務ビルが多くみ

られる 。 このような立地と展望のもとに西船場辰

巳ビルは全館n事務室 として計画されたテナント

ビルである 。

前回道路よりｾ，Ｇ￬Ｚ而を ＴＮＵｍ セ ｹ トパ ッ ク，させ、ファ

サード釜山lにゆとりをもたせ，また独立型のタワ

ーノ マーキ ング を内包させたプランニングとし ， コ

ア音11分をその後方にまとめて整形な事務室空間を

石例呆している 。

内容的にはいわゆるインテリジェントビルを目差

しており，光ファイパーによる LANの た め の ゆ

とりある E PS を設け，全事務室を 2 重床の OA フ

ロアーとし. OA化に対応出来る P S，E PS等の予

備が施されている 。又， ビル管理システムとして ，

無入管理ができるセキュリティーシステムにより

共用部照明とドアロ ックの述動，個別空調機のH寺

附l外予約システム等が可能で ，熱回収設備の導入

とあわせて省エネルギー化をも目指している 。以

上の如〈華庁しいオフィスビルJ l IJ ち:インテリジェン

トビルへの指向がダ- 7 グレーの端正なビルの表

わ? にもうヵ、がえるのではなかろうヵ、

(遠藤良介/ Jl叫11建築・1' ，. 務所 )

l 階平面図 1: 400 
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松 江 生 協 病 院

設 計 監 理 昭 和 設 計

施 工 大成建設 ・幸陽建設 ・林 谷工業 ・東建設共同企業体

信 網. .  

1 階 平 面 図 1  :  1000 H 首平面図



病院 ｩｬｬｾ における究似の課題はフレキシビリティ

とえjt制ii ＱＱｉｾｊ｛の製品への対応である 。 ＮｦＺｌＮ ｊ 七は今 ＱＱＱＱ こ

の二つの課題に対して，フレキ y ブルフラ ンの可

能な，従来 Ｈ ｉ Ｈｊｈ は始んどない大スハ ン 匁椛の往ｾ

システムを従来した 。 fjf せて大スハ ンをム; えるト

ラス Ｑ 誌のスへ ー スを利 ｊｉｉｉ して ， 設やｲＡｩｩ機株 ， 同 ｇｫｾ ，

円己 ｾￎ ・， ダクト等を納める 15 5 ( I N T E R 5 T I TI  

A L  5 P A C E  ］ 設備附 Ｉの 設 ［ ｩＨ ｻ を ＱＩｴｾ した 。 ＱＵＵ

は，設備 の ｾｉｴ 持Ｇ￯￬Ｇ｟ｅｬｪ ｕ 止び将［ｦｩ［の変ｊ，ｽＡ ， . w: 設に作kJ )

に対応 ，LB米る，すなわち ill 築フランに刈して IDi il 1H

カ ず ｩＧｬ ｬ ｬｊ で Ｑｾ｜ 立した刈 ｬ ［ ｴ カ 〈 可古 ｅ なシステムである

ｾＧＡ｟ＭｩｾＨＱ 甘には ＱＱＺ 符から ＶＱＺ 符までの各ｼ［＿＿のＱＯ｜Ｑ Ｑ こ ＱＵＵ を

設 i丘し，特に1J : l ' i と 21府 ( 外来，診療百11門及び rl' 央

診療部 ＱＢＱ Ｉ の ｬ ＺＮ ｬｾ Ｑ ＱＱＵ 5 は，決 Jj)(; 220cmを，その他は

Ｑ ＵＰ ｣ ｭ を隊 ｩｾ した 。 ヂ ｉｦｬｪＨｉＨｊ には ， J，H I スハン 10 mX  

(14 m- 17m) を-tAi JTJ し， ，川百11にヂfi んどれ のない ，'，

ｌｉｉ ｊ Ｚｩｴの ｩｉ ｅ ｊＱ い ｾ ｉ￯ｬｨｩ とした 。

τl'  I而il l'ii!i iの料 徴は， 外来診療古III "J においては当病

院のモ ッ トーである即時返しシステム (.m-ri をK

〈待たせない ，忠1' i ' I j i : { 立の診療， 検1 d本i!i ll ) の: J f

践として ，外; f i ; 診療古11門 の " ，央 に外米検千t Ｑｾ Ｑ Ｑ＠ 1"1 

( X*車 検 i年) を配 ii'e し， ＡＡ Ｇ ，、ｦ［の到 ｾ ｫＩｖ 立び検体の ｩｦｩ｣

i. l の世u. 紛i化を] 2( 1った。11)，l Wf f llてすまれのない特徴を

卜分生かし . れナースステ- ; / ョンをオープンカ

ウンタ一万式にすると共に Ｎ 病室の廊下 ｦ ｬＡｬ ｊ のｉｩ，ｾに

全て窓を おtけ， 1内{保全体としてオ ー プンで1り] るく

安心感が持てると共に 司 ｾ Ｎ 議しやすい計開 ｉｊ とした 。

今後. 病院がこれらの特色を卜分生かし ， 地域医

療の" ，絞病院として山猷されることを願 っている。

( 松 山 治/ 11!HII 設計 )

所 在 地 松 江 市 西 津 田 8 8  8  

敷 地 面 積 8，928. 37m'  

建 築 面 積 4，389. 46m'  

延 床 面 積 12 ，268. 45m'  

構造規模 S( 一部RC) 、B 1、 6 F、P 1  

工 期 昭 和60年 12月 一 昭 和61年 11月

最 苦 手 駅 山陰本線松江駅

j量影 島 修一 ( 一部を除く)



|…ブ Y ク|
d  

- 写aと| 筑裂をどしどしお送リ下さい 。

凡WIJ : a. 所 代 地 b.  ｾＮ阪地面 ｦ ｴＧＨ c .  ill 築 l耐 1'(

2001 昭和アルミニウム彦根箔加工工場

設 計 昭 和 設 計

施 工 大 成 建 設

a .  l銭f'i ｶ［ｾ 彦 ｦ ｬｻ市 ｲ 山崎町 ｦＶＰ

b .  233 .  193. 00m'  

c .  5，546. 17m'  

d .  6，320. 41m'  

e .  S、2F

f. l1(l 平1160年 6 F1 - 1昭和61if ' .6 H  

g .  lfi lt!dlt i!lt i且ノド線河瀬駅

2000 鐘 紡 繊 維 美 術 館

設 計 ・竹中工務庖

施 工 ・竹中工務庖

a  大阪 di ｭｬＡＺ ，｜区友 ｩｾ｡ 田 ｉ ト Ｘ Ｍ Ｑ

b . l05 ，718 .31m'  

c .  417. 99m'  

d .  563. 02m'  

e .  R C、2F

f .  11(H1160年 8 J I - 昭和61年 3 JJ 

g  地下鉄谷町線部品駅

向 日 市 民 体 育 館

設 計 田 中 正 造 建 築 事 務 所

施 工 松 村 組 ・安井杢工務庖 J V

a .  IIoJ  n  ，ti 成本町I小柳23- 1

b .  9 ，406. 88111'  

c . 5，344. 66m'  

d.  6，694. 00m'  

e .  RC、屋H { S立体トラス、 2F 、2l 車

f. 11(l .f 1160年 9 J I-11! H1161年 9 JJ 

g .  阪ｾＮ， ［ ｜ｭｬ ｩｊｪＡ￯ｊ ｇｉＢｊ 日駅

1999 

2004 六甲グランドヒルズ 3号 館

設 計 住 友 不 動 産 ・大林 組

施 工 . 大林組

a . や1') i  ､ ￭ 灘区篠 ｊ ｲ， Ｈｪ ｩＧ Ｑ Ｑ 吐 ｾＧｦ 山田｛トト Ｓ

b .  10 ，290. 84m'  

c .  1，885. 27m'  

d .  13，141. 80m'  

e .  R C、 81 、 9F

f.  11(l .f 1159年 7 J J -11! H1161年 8 J J  

g .  Ｑ 坂 ｾ ｉ Ｎ 神 戸線Ｏ， ＧＱＧ 駅

2003 江戸川区立一之江コミュニティ会館

設 計 奥 野 建 築 設 計 事 務 所

施 工 . 第 一 興 業 建 設

a  点，;¥r.J li .1: 戸川 12<: 一之i.1: 2 6  15  

b.  1，259. 26111'  

c.  729. 54m'  

d .  1. 153. 79m'  

e .  R C、一 部SRC 、2F 、1' 1

f.  11! {.f 1160
i
手12 )J -11!，j.f 1161

i l
o 9  JJ 

g . 目11')'.' j也F欽一之1. [ 駅

千趣会甲子園物流センター

設 計 : 昭和設 計

施 工 : 竹中工務庖 ・東洋 建 設J V

a.  jJ G'/:'; di  lI.[l L6 ｩｊｾ＠ 1- 3- 1  1  

b.  15，116.00111'  

c .  5，892. 14m'  

d .  18，988. 892111'  

e .  S、5F

f. 11!{ .f 1160{J'. 2  J I - l1(l 制J61.{p 7  JJ 

E ・阪神 IJI (-J 車|期t

2002 

コープP野村ウィンテイ北千里

計 : 大林組

エ ・大林組

大阪 J{.f n; IfI j  di 大' { : 小野/ i ; (2391

2.363. 92111'  

1，033.33111'  

4 .569.09111'  

RC 、 5F 、 81

l1(l 利60年 12J J -11!l .fl 161年 8 J J  

阪急千里総 ｾｴ 干Ｇｬ ｬ 駅

設

施

a

b

e

d

e

f

E

2007 
2006 神 戸 学 院 女 子 短 期 大 学 林 山 学 舎

設 計' レ ック建築設計事務所

施 工 。 戸 田 建 設 大 阪 支 底

a .  N'ri rli :ll lll 区林山町27- 1

b .  17 ，864.  22111'  

c  .  2  .  265 .  31  m'  

d .  6 ，746 .61111'  

e .  R C、4F 、1' 1

[  昭和60年 3 JJ ＭＱＱｾ ＮｦＱｬ Ｖ Ｑ＠ {f. 4  J  1  

ｧ 神 ｊ ｩ Ｇｬ 丘 ｾｈｗｉ 駅

2005 益田地域医療センター医師会病院

設 計 ・ 久 米 建 築 事 務 所

施 工 ・ 大 成 建 設 ・豊国建設J V

a .  ｉＺ ， ｜ｈｻｾ ，｜鋒 ＱＱＱ 市 注 目 町3721

b .  22. 177. 13111'  

c .  3.689. 684m'  

d .  7.538. 88901'  

e .  RC 、4F 、1' 1

f. 11(l .f 1160iJ三 4 JJ -11! {.f 1161年 3 JJ 

g .  1111: 2; . . j>:線山 U 線 餓 IJI 駅



会員クループの頁

…4 名

3 名

.. 7 名

- 神戸市会員アンケート集計 ( 回収13名)

. 5 年未満

・5 - 10年未満

・10年以上

1  . 会只J l I ll 問

- 上司 ・先識のすすめ 4 名

・友人のすすめ 3 名

・学生時代の先生のすすめ 2 名

・自主的に 3 名

・見附l をひ ろめたい l 名

2  入会の動機

園会員グループの発足

神戸市役所内における建築協会の会貝は、現在

13名おりますが、会只ク' ループは結成されておら

ず、自佐が協会の会只なのかもわからない状態でし

た。 そこへ「会長ク" ループの頁J の話があり、こ

の機会をとらえて会貝グループの発足を行い、会

貝聞の親i墜をはかると共に、このページの原稿の

ネタをきがす目的で企食会を企画しました 。

市一戸神

名

名

名

名

q

u

R

J

v

a

υ

氏

u

- 見学会

・編集委員会

・投 稿

・な し

協会の活動

に参加した
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- 一通り tftむ

・ざっと目を通す

・ほとんど見ない

「建築と 社

会J を毎月

とＧめ程度 ｾｈ￫

みますか
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- 特 集

・作品作風

・建築の 11且

・この人

. ttl 評、会員グループ、

新建材、設備、構造、

法令コーナー

5  興味ある記

IJi. は

Ｍ ＭＭ 三三ｾ ｾ ・ ｅ

ｾ ｾ ｾ三三 i  

-- -=- - てー -

ＭＭ己［［［ｾ三［
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- 特集的編集に重点を入れる方が利

周{而{ 直が高まるのではないか。

・一般商業Z志とは逃った戸i 度から、

また建築士会近畿支部の「ひろば」

のような地域特集的な内容とは異

にしながら、関西を 中心とした特

色を出すこと 。

・特集テーマは、とても良い企画が

多いが、出来れば「官公庁営純行

政の在り方」について取り上げて

欲しい。

・グラビアの頁は厚紙で良いカヘイ也

の頁はもう少し薄紙にして欲しい。

保存場所をとるだけだ。[ "建築雑

誌J 経度が良い。

・維誌送付の封筒が下組IJ に切込みが

あり、再利用するのに不便である。

・特集を頑張って下さい。
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- 創刊当時のユニークさ、格調の高

さがなくなっている。[ " 建築と社

会」の社会のウエイトをもっと強

めて欲しい。

・建築専門外の人の阪を意識した幅

広い企画が求められる。

・昨年再入会し、学会の「建築雑t t . J

とは一味違った地元誌として、毎

月楽しみにしています。

・年間共通テー? を設定しては。

・7L!+1 . 北海道キ ャンペーンを して

は。

・大学生への入会案内を強める。

・事業活動を強める。

「建築と社

会」につい

ての意見

6  

神戸市新庁舎完成予想図

工期( 昭和62年 1 月- 64年 8 月)

- 初会合( 昼食会)

師走の土蹴の昼下がりにビール付の昼食会とい

うことで参加者をつのった ところ、会費の安さ( 原

稿料の先食いや寄付金による ) にひかれたのか、

13人中 9 人が出席しました。 st を見合わせて思う

ことは、他の会員グループでも言われているよう

に新入職貝などの若い人の加入がなく、最年少者

でも 30歳を館えるとい った高齢化が進んでいるこ

とて" した。

会合の方は、当初の予定通り、月額50円割引や

会授の自耳目J振込みなどいくつかのメリ ッ トのある

会只グループ結成の承認から始まりました。 ビー

ルも入 ったところで、事前に調査 ・集計しておい

たアンケート( 右掲) をもとにして、 「建築と社

会」誌の批判、建築協会への叱略激励など、言い

たい放題の意見が飛びかい、場は抜高I朝l を迎えま

した 。 そしていつの間にか話題は本旨をはずれて

神戸市役所内部の話が中心になり、仕事をはなれ

て自由奔放な意見がいろいろと出されました 。そ

の内の一つを紹介しますと、 神 戸市役所内部で作

品紹介や職場紹介などを掲載する季刊誌を発刊し

ようではないかという提案がなされました。と り

あえず第 1 号としては、 『有名公衆使所その後』

として、今注目されている公衆使所にスポ y トを

当てた企画がその席上で決められました 。 また取

り上げる範聞も、まず住宅局を 中心にして始め、

ひきつづき都市計図局の話題も，1&せるように枠を

広げたらどうか、四月になったら新規採用職員の

紹介もしたらどうか、最新の建築技術情報 (e x  

「建築雑誌」の冒頭に載っている 内容サマ リー)

を載せたら勉強にもなる、女性の建築職員特集も

考えられる等々のアイデアが続々と出てきました。

そしてこの季刊誌がある程度たまった段階で建

築協会に売りこみに行き、神戸市特集を組んでも

らい、人間都市神 戸の P R をすると共に、原稿料

をもとでに、昼食会ではなく一杯飲み会でもと、

取らぬタヌキの皮算用をしております。その節に

は建築協会様よろしくお願いいたします。

ill 築と社会/ 1987年 2 月号

次回の会合までには若い力を加入して、もっと

もっと盛り上がったものにしたいと思います。

最後に、こういったきっかけを作っていただい

た「建築と社会j 誌さんどうもありがとうござい

ました。 ( 文責 : 河野泰 ftl ]/神戸市 )

- 会員を増やそう

このページの企画をきっかけに、会貝グループ

が結成され、楽しい時を過ごすことが出来ました 。

会合を企画した時は、途中でしらけた雰囲気にな

ったらどうしようと心配していた幹事の予想を裏

切り、話が盛り上がったのですが、ったない幹事

の文章ではそれを表現出来なかったことを残念に

思います。



- 作品作風探訪

終 戦 の40年

ヒ ル ト ン と ニ ュ ー オ ー タ 二 、 二 つ の ホ テ ル に つ い て

加 藤 力

例えば、ヨーロ ッパに行〈 。速い地に来たのだという実感がわく

のはホテルに落着いてからである 。人の自に見える事象は、絵ハカ.. 

キであ ってもたいして変わらない 。舌の感触も相当に片田舎の西欧

料理法さえすでに日本て。紹介つくされている感があって、ピ ッピッ

とした実感がわかない 。音だ って 同じことが云える・。 ところが、ホ

テルのパーで腰掛に身を沈め一杯クビリとやる 。業巻の香りがほの

かに身体にまとわりついて、ああ今、西欧の地に在るのだと、しみ

じみと感じる 。深い影がホテルの室内のあちこちに楼みついて、苦11

屋の空気の. mき動きが身体になだれかかってくると、想、いは一層強

くなる。ここは遠い地な のだと 、ゆったりとした気分にとらわれる。

建物に泌みついた匂いの感触と、厚い壁を介在した光と空気の所在

とが体感、させるためである。空間の盟餓さは、身のいっとう確かな

苦11分でいたしかめることができる 。11寺の厚さや、空間の刻みの深さの

なせる技であろうか。

日本の情緒を l床わうには日本旅館にか ざるが、 面倒でお っくうと

くる。最近はへんに洋風ホテル化していただけない。それに、それ

なりのところに泊まるには相当な身銭を切る覚悟がいる 。会社持ち

ゃらご接待では半分、身は浮いてしま って 、充分味わうことなどか

なわない。 ここは一つ脊発してかからなければならない。旅のホテ

ルと街のホテルとでは当然、機子は違う 。が、ホテルもホスピタル

も、ホステルもホステスさえも元をたぐれば皆同じである 。終局、

よい気分にさせることが肝心である 。見栄、体裁を別とすれば、泊

まるところであれば何処でも泊まれる 。 ホテルに存まるのは良い気

分に佼る、このことに対しお金を払うことである 。客の気持ちを捉

えるにはサービスが第ーであるが、 ｾｬ ｪｦｊの成り立ちもサービスの内

に入る 。気分ょくすごせる空間を造るにはどうしたら良いか、ホテ

ルに| 浪らずこれは建築の永遠のテー? でh ある。 したがってホテルは

難しい。 このむずかしい課題に取り組みながらも、今日ホテルは日

本中あちこちに溢れるほど建てられている 。

*  *  *  

l仮にも 二つのホテルが昨秋完成した 。大阪ヒルトンインターナ

ショナルとニューオータニ大阪である 。大型のホテル、オープンの

日もたいして途わないことから、何かと対比されつつ注目を集めた。

ご承知の通りホテル系列のうちすでに全日空、日航など空港系のホ

テルは大阪進出を果たした。ヒル トンは外資系、ニューオータニは

民族派。大阪進出に際してはエモーショナルな意味合いも当然含ま

れる 。

ホテルは立地が全てといわれる 。 ヒルトンが大阪駅前のー当地を

占めれば、ニューオータニは今をときめく 0 8 P  (大阪ビジネス パ

ーク) 。いささかヒルトンに地の使で有利と思われる 。が、それはそ

れで‘ニューオータニは、 u B Pのスパーブロ ックを最大|浪に生かし

つつ、大阪ロイヤルをしのぐ西日本最大の大宴会場やら、 ZE聞のゆ

とりを設けて敷地の広さを味方に引き入れる 。両者が っちりと取り

組んで譲らない。建物内容も双方、大きな l吹き抜けのアトリウムを

20 也築と社会/ 凶87年 2 月号

ニューオータニ大阪 上遠景( 左はツイン 21 ) 下 ア トリウム

設けるものの、ヒルトンが 61増分の上に向かつて吹き上げ、なおか

つ外に開くのに対し、ニューオータニは平面を広〈設け、 411皆分の

ヒューマンスケールを造り、内に囲んで拡がるアトリウム。 ヒルト

ンが高さで勝負をかけ 、六甲から大阪港への広大なる大阪の眺望と

夜長をつかめは¥ニューオータニは横にぐんわりとスプロールして 、

泉南沖から大阪城の シルエ ット をがっちりと借景に取り込んでしま

う。両者、切礎琢磨してそれぞれに立地の特色を生かしつつ、競り

合つてなかなかの見ものである。

設計も片やヒルトンはセ・ネコンの代表、竹中工務庖の設計部。そ

して他方ニューオータニは設計界の頂点に立つ日建設計。否が応で

も興味をそそり、ここは写真週刊誌によせる想いと同じ 。つく る側

も、利用する側も意識しないといえばウソになる 。 そこで少し内幕

をばらせば、竹 中が設計担当者にホテルのベテランを配せば、日建

はホテルははじめてながらオ腕気鋭。この設計者、互いに当ホテルの

前の仕事が著名な美術館をそれぞれ担当して名を上げた二人である。

一方がじっくり 5 年間かけて設計を進めれば、他方は実力に物をい

わせて短期決戦。 ボルテージ、ポテンシャルはますます上がる 。

割りを喰 ったのは従来からある在阪ホテル。取り残されるか生き

ぬくか瀬戸際に立たされた 。鷹揚にかまえていたのでは商売はあが

ったりで、これが俗にいう大阪ホテル戦争である 。戦争とい っても、

これは平和時での平和なビジネス上の争いである 。

*  *  *  

しかし、考えてみればこの二つのホテルの建つ敷地は、実のとこ

ろずーと長いことほんとうの戦後を引きずってきた土地である。戦

後40年たって、空襲も焼聖子原も知らぬ存ぜぬの世代が過半数以上を



大阪ヒルトンインターナショナ J レ 左 外 観 右 ア ト リ ウ ム

占めた 。 こう舎〈私も実は戦後の生まれで、貧しさの感触は持ち続

けてはいるものの、飢え、混乱の記憶はない。

終戦の年、大阪は正月の 3 日から空襲にみまわれた 。幾度とない

爆撃によって、街は一面、赤い焼野原と化した 。故後の空襲は玉音

放送の前日、 8 月14 日て¥これは現在の O B P あたり、大阪城の眼

下、当時日本ーを誇る陸軍砲兵工廠がねらいで、徹頭徹尾、爆撃、

破壊された 。市内で戦火を逃れたのは 中之島の一昔[1 を含めわずか、

他はコンクリート造りの建物の残骸を残し、崩れ、焼け落ち、踊れ、

ι 4 せ人

黒〈毛宣毛敷きつめたかのように壊滅した 。40年前の大阪の街の姿で

ある 。 自失? と然、無化無力、虚無放心。

大阪の駅前には、しかし、戦争が終わるや否や、ムシロタタミ 一

枚だけを拡げただけの| 昔l市がワラワラと自然発生的にわき出した 。

げんそ令

街のあちこちで生きることへの喧l燥が始ま っていたのである 。ヤミ

市はやがてテントに姿を変え、バラ ックへと体裁をつけてはい った

が、如何せん、不法占拠、違法建築物であ った。終戦の次の年には

陪! 市は禁止されたものの、マーケ ッ トと名を換えただけで居すわり

続けてしま った。例えば、そこではメチルなどが混入されたあやし

げなドブロク ・マ ッカリ、はては得体の知れぬ肉の煮込みなどが、

空虚、空 j皮を誘うかのように、強い匂いを放 って売られていた 。

また一方、今の O B p . 大阪城公園あたりは、す っかりと現代の

風を学んだ土地に様変わりしているけれど、もとはといえば旧陸軍

砲兵工廠跡地。最後の爆撃で広大なる廃虚と化して、深いススキ野

原、にな っ ていた 。 この ｾ Ｇｴ ｩ 失たる荒地に、夜な夜な地中に埋もれた彪

大なる鉄屑の残骸求めて、アノ マッ チ族なるものが暗躍した。取り締

まる者との聞に、悲恰て¥可更!I 、滑稽たるいたちご っこのゲームが

続けられていたという 。生きるためのエネルギーと悲哀とに満ちて

いた土地であ った。終戦直後、大阪の街は不安と荒涼の極にあ った

が、生への活力がみなぎり始めていた 。飢渇とE l i l 無の果てにあ った

が、欲望への葛藤が生きづき始めていた 。極貧と凄惨の淵にちt み込

んではいたが、旺盛なる昂ぶ りの予兆があ った。

40年の時がすぎて、終戦を留保し続けてきた土地は鮮やかに、そ

の ま い

して股誌をおこすかのように様子を変えた 。平面の何もなか ったか

のような土地が、立体的な幻影かと思わせるような光彩を放つ土地

に変わ った。生きていくことに精

一杯であ った時代から、す っかり

と賛沢さを身にまとう時代にな っ

た。気分のよいことに金を払う時

代にな ったのだ。 li 攻後の l食うやく

わずの中で、焼野原を少年少女の

II E ! . 指でみつめてきた年代の人々の

息子や娘達が、今やこの豪華たる

ホテルの一室で、目も覚めるよう

な衣裳を身にまとい、華麗なる食

飯を自の前にして、結婚ノ f ーティ

ーやらの美酒に酔い痴れている 。

どのような思いでこの光景をみて

いるのだろうか? 陶然か、戸惑い

か、それとも愛想の咳やさか。

感傷に浸るのは焼け跡の年代に

まかせ、インテリアを見ょう 。何

分、ホテルはいい気分に浸るのが

第ーである 。 インテリアはしかし、共に外国人デザイナーが関与す

る。 ヒルト ンはボスト ン在住のインテリアデザイナ一、ジョン ・グ

ラハムとの共同設計。大阪ヒルトンが 203 個めのプロジェクトだと

いう大ベテラン 。 そして、ニューオータニはニューヨークの国際派 、

7 ニラホテルで名声を欲しいままにした、デール ・ケラーを一部に

まじえ、空間を分けての競合設計。 ヒルトンが落ち着いたアダル ト

調でまとめオーソド ックスで迫れば、ニューオータニは徹底的にコ

ンファタプルモダン。 日建設計特有の隅々まで自の行きとどいた肌

理細やかな配慮で応対。

ホテルで肝心なのは客室。 ともに国際的スタンダードの面積を確

保して、スタンダー ドツインで 30 M

2

と、従来の日本のホテル客室

に対し広めでゆ ったり 。異なる点はヒルトンが外資系のホテルの宿

命でキングサイズのダブルベ ッ ドを採用しているのに対し、ニュー

オータニはツインベ ッ ド。 ただし、プランがヒルトンとは決定的に

異なる 。ニューオータニはルームサービスのできる独立型のライテ

イングテーブルを持ち込んだ点。一般には小 さな工夫と思えるけれ

ど、相当思い切った試みで、研究の跡がある 。が、一方ヒルトンも

ワゴンサービスのホスピタ リティーでそれに対抗。

部屋のカラースキムも、ヒルトンがピンクとグレーの 2 色のコン

ビネーションでくれば、ニューオータニはベージユ、ローズ、エメ

ラルドのパステルカラーの配色で対抗。防災上も避難ノミ j
レコニーを

共に部屋外に設計、安全装置を取りつけて完備する 。

*  *  *  

一つひとつのインテリアの特色を取り上げてつづるには、紙面が

とても足りない。 ともにさまざまな豊かさがあり、おびただしい輿

脊がある 。いくつかの空間が、それぞれの表状を映し出し、いろい

ろな愉しみと冒険に包まれている 。

どちらのホテルがいい気分にさせてくれるか、これは当然、身銭

切 ってためすしか仕様のないことである 。 ともあれ終戦40年、日本

の豊かさはホテルの有様が如実に示してはくれようが、身体の芯の

ところで感じる豊かさはほんとうのところは来ているのだろうか。

気持ちのいいことだけに浸ってばかりではいられない。

( かとうっとむ/ 京都工芸繊維大学住環境学助教授)

一一一ー一作 品 は 巻 頭 カ ラ ー 頁 に 掲 載
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病院建築における

I SS と大スパン架構システム

一一松江生協病院一一

松島 清

はじめに

訟江生協病院では、今回、 1 5 5 ( l NT E R  

5 T I TI A L  5 P A C E =設備i階) と大スパン架構シ

ステムを採用したが、ここで改めて病院建築にお

ける 1 5 5 及び大スパン架椛システムの有用性を

述べると共に、過去の事例についてふれ、ついで

松江生協病院における計画内答を具体的に述べる。

1 . 病院建築の持つ課題

いま、病院建築には、厳しい医療競合環境下てe

将来に亘って長< 1病院として機能する建物J で

あることが求められている。そのためには具体的

に以下のような問題点の解決が要求される。

1  ) 建築躯体は60年程度は十分使えるのに比べて、

設備( 機様、配管、配線) は 15年経度で老朽化

し、その為に建物全体が使えなくなっているケ

ース。

2) 医療の進歩や需要の変化等によって、科目数が

地えたり、部内毎の重みづけが変わったり、又、

機器が変わった結果として、プランの変更を余

儀なくされているにもかかわらず、柱や壁が邪

魔になり、改造が困難にな っているケース。

3) 社会的価値! 惑の変化に伴う法律上の変化への対

応が難しくなっているケース。

これらをまとめると、病院建築に求められてい

る究極の謀題は、プランのフレキシビリティと、

設備更新の要務へのスムーズな対応であるといえ

る。

2  . 機能集約方式とオープンエンド方式

病院をとりまく医療情勢や、敷地条件を考慮し

た場合、上記の事長題に対する解決策として、建築

計画として流れのまま外へ外へと無限に拡仮出来

るオープンエンド方式よりも機能集約方式すなわ

ちコンパクトに計画しておき、時代の進歩発展、

展HiJ に応じて内部流動で対応するというフレキシ

プルな考え方が必要となる。

3.  I  5 5 と大スパン架構システム

上記二つの謀題に対する解決策として、 1 5 5

と大スパン架椛システムの併用が最も有効て" ある。

以下にそれぞれの特徴、メリットを記す。

1)  1  5 5  

機能| 滑 ( 1、2 階等の一般階) と配管、配総、ダ

クトなどを収める専用階( 設備| 増) を交互または

l 層おきに積み重ね一つの設備階を、 一つ又は二

つの機能| 稽から使う考え方である。| 貯という名の

如〈、人が立って作業出来る有効ｾｊｩを雑保するの

で、ダクト、徹送機、サブのさを調機などを収容可
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①仁= コ コJ クリート !l l i l l !l

@ 留窃富キャ ットウ考ーク

③ a 脇 田 温 音鐙

@  一一ー 防火区画及び外銀

工事写真 ( 鉄骨骨組完 了時)

図ー 1 2 - 1 5 5 平面図 1 ・800

図 - 2  断面図 1  :  600 

1- 1 5 5  ストレージタ ンク置場

能である。将来的な設備の変更や増設に対して最

もゆとりをもっシステムである。

具体的には、

(a) 日常ー的な設備機r . 号、配管、ダクト等の維持、点

検補修に対してスムーズな対応が可能である 。

(b) 建築プラン変更や医療的要請に伴う、設備機器、

配管、ダクト等の変更に対して、診療活動に殆

んど支障を来たさないで対応できる。即ち、将

来の釜の用途変更、設備補修あるいは設備更新

の際に 、それらに必要な作業を 1 5 5 内で行う

ことによって、建築の壁床、天井などの撤去、

祈り、補修などを最小限にとどめることが出来

2 - 1 5 5  キャ ッ トウオーク

る。

2) 大スノマン架椛システム

病院が本来備えるべきプランのフレキシビリテ

イへの対応が最も理想的に行えるよう 、内部空間

に従来的柱を殆んどなくした建築システムである 。

具体的には、柱を大スパンでとばすことにより 、

例えば人工透析室等の大きな部屋が無理なく計画

出来る 。又、刻々と変化する医療需要に伴うプラ

ンの変更にスムーズな対応が可能で与あり、かつス

ペースもより有効に使える。即ち標準スパン制

( E x . 6 mX 6 m) の場合に 比し て、間口寸法から

くる画一的な部屋割りによる無駄をなくすことが



1972 7 ックマスター健康科掌センター

日;11 11 

出来、省スペースプランが可能である 。文病棟階

においても、一般病室以外のまとまった大きさの

部屋 ( Ex. H  C  U  : 約90m') を比較的自由にレイ

アウトすることカぜできる 。

設備ンステム

口

④神戸市立中央市民病院 1981 

設備ンステム部: 構 y ステム設{ 輯ンステム架 栴 y ステム

口

1985 

g世俗i ンステム匁: 情システム
投f自: : ""7. . テム

1986 

16.8 14.0 14.0 17 .5  

架 綿 y ステム
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設{ 柑ンステム
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⑥松江生協病院
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4. 事例

上記二つの考え方を同時に採用し、病院建築と

してまとめあげた事例について以下に述べる。

①マックマスター健康科学セ ンター( 設計 : ザイ

ドラー ・ロパーツ ・パートナーシップ、 1972、カ

ナダ、ハミルトン) この方式を係用した最初の

病院の一つである。 4 隅のコアを欽骨の 4 本 位

で緋成した、 2 2 . 4 mX 2 2 . 4 mの大スパン架椛であ

る。 1 S  S は各階毎に設置しており、その梁成は

235 c mである。タテ動線と設備シャフトは 4 似の

コアで処理している。

②デトロイト外来病院 ・ウェイン州立大学診療所

( 設計 : ウ ィリアム ・ケスラー ・アソシエイツ他、

1981、アメリカ、デトロイト) 大スパン架構の

スパンをやや変形させ、 1 ウイングの中にもう一

組の柱を設けており、経済スパン導入の考え方が

うかがわれる。又、タテ動線と設備シャフ卜は、

中央コア形式である 。 1 S  S は各階毎に設置して

いる。

③アルパータ健康科学セ ンター( 設計 : ザイドラ

ー ・ロパーツ ・パートナーシップ他、 1982、カナ

ダ、アルパータ州) 構造的には完全にコア形式

から脱却した形となり、プラン的には自由にどの

方向へも増殖、あるいは、間仕切の変更が可能な

計画である 。設備シャフトは中央コア形式+ 独立

シャフト方式、タテ動線は外廻り独立タイプであ

る。 1 S  S は各階毎に設置している 。

④神戸市立中央市民病院( 設計: 伊藤喜三郎建築

研究所、 1981) 構造的には、①のマ ック マスタ

ーをベースにした 4 隅コア形式であるが、コスト

軽減等のためと思われるが、コアとコアの聞に一

方向( 長手方向) のみに 6 m間隔で柱を入れたプ

ランである。又、 1 S  S は低層部に 2 層設置して

おり、機能階 2 J習に対して 1 層の形であり、トー

タルで被サービス階は 4 層である 。又、梁成は285

cmで与ある。

⑤水島協同病院( 設計 : 昭和設計、 1985、倉敷)

: ④と同様構造的には 4 隅コア形式であるが、 こ

の場合はコア柱を S R C 造で構成し、コアとコア

の聞には一切柱を設けない、無柱空間の大スパン

架構システムである 。又、タテ到J 線と設備シャス

トは 4 隅のコアで処理している。 1 S  S は各階毎

に設置しており、梁成は病練階の一層の 150 cmを

除いて 220 cmでーある。

②デトロイト外来病院・ウェイン州立大学官舎療所 1981 

6.1 15.2 6.1 

③アルパータ健康科学センター

N  

m 

N  

m 

延床而:fJ' eにもt ) : 入きれないスペースである。)

また、建物全体としてローコスト化を図るため、

主な設備諸室は 地下に設けないで、別煉及び最上

| 滑に設け、それを 1 S  S 及び各病練の 4 隅に設け

た P S を駆使して病院全体へサービスしている。

又、タテ方向の P S に関しても、四周どこからで

もアクセスできる純鉄骨・造のメリットを生かし、

将来的な設備能力の変化に対応出来る余力を残し

た計画とした。
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的な整合性を検討の結果、 1 S  S として機能する

最小寸法と考えられる 150 c mとした。ローコスト

化を図るために、 1  S  S 内の床は基本的にはコ ン

クリートを打設しないで、メンテナンス等に対し

てはキャットウオークを設け対応している。ただ

し手術室の上部等、音が発生する設備機器を設置

している 1 S  S 部分は、遮音のためコ ンクリート

床と遮音壁で区画した 。 1 S  S の梁成はコスト面

での制約があ ったため、今回は上記寸法としたが、

1  S  S 内の作業性、設イml 機株等の納まりの点から

言えばあと 30cm高 くして 250 c mとすれば、より有

効に機能すると考えられる 。

( ※尚、 1 S  S 内は設備機器等を全て上| 渚のスラ

プにアンカーした吊り材で支持しているため、法

的には天井哀の解釈である 。一一建築基準法上も、

消防法上も階の解釈に該当しないーーしたがって、

5.  松江生協病院

図ー 3 からわかるように、構造的には四隅コア

形式ではなく、②や③の形式に近い。プラン的に

1 ウイ ングの長 さが伸びたこともあり、経済性を

考慮して中間に l 対の柱を入れた。又、タテ動線

と設備シャフトは 4 隅に設置した。

1  S  S は 1 階から 6 階までの各階に設置した 。

特に 1 階と 2 階( 外来診療部門及び中央診療部門)

の上部 1 S  S は、梁成を 220 cm硲保し、その中に

建築設備系統( 空調、電気、給排水) はもちろん、

医療ガスをはじめとする医療設備関係、さらに将

来的には診療部門のカルテ、検体の搬送機が納ま

るよう設計した。 3 階以上( 病棟部門) について

は、求められる機能とコストのバランス及び構造 きよし/ 昭和設計)
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東海ルネサンス・対談

中 部 新 国 際 空 港 を

21世 紀 初 頭 に 開 港

佐藤秀男

( 財) 中部空港調査会

常務理事 ・事務局長

国際空港は中部発展の核

vs 
中島

東海支部長 ・愛知工大教授

中島 中古11圏の今後を考えると、一つは、国土庁の四金総 (第四次

全国総合開発計画) にもあるように 、モ ノをつくる、生産の拠点 ・

中枢圏としてこれからのあり方を考えなければならない。モノをつ

くるというのは、ただ手仕事か機械でつくるかといったことだけで

なく、創造性 ・クリエイトに重要なポイントを置いて考えなければ

いけない。そういった意味からも、この地域では最近さまざまなビ

ッグイベントが計画されています。仔IJ えば世界デザイン博だとかあ

るいは未来博のように夢のある博覧会など盛りだくさんあります。

そこでもう一つ、中音11圏のこれからを考えると、国際化をはかる

べきだという声が非常に高ま ってきています。外から人がたくさん

米ていただけるようにする 。 また中音11の人は外に向かつて目を開い

てゆく 。 そういった意味からも、これから 21世紀にかけて重要な時

機を迎え、なかでも中部新国際空港は一つの大きな発展への核とし

てあると思われます。そこで今日は 、中部新国際空港についてお話

しを伺いたいと思います。

まず開港のスケジュールて‘ すが、今のところ何年を目指している

のでしょうか。

佐藤 側中部空港調査会の三毛重光理事長は常々、遅くとも 21世紀

初頭には ー と申しております。私ども事務局もその辺をいつも念

頭におきながら調査を進めております。

中島 東京は政治経済の中心、大阪は商いの町、名古屋はモノをつ

くる産業の町とい った位置づけがあります。東京には国際空港が羽

田と成田に、大阪には伊丹のほかに関西新国際空港がこれから泉州|

沖に つくられる。その東京と大阪の聞に名古屋があるわけですが、

中部新国際空港の位置づけといっか、東京、大阪との役割分担はど

ういうふうに考えられているのでしょうか。

佐藤 昭和68年 3 月に関西新国際空港は開港予定ですし、またその

頃までには、羽田の沖合展開、成凹の 2 期工事も完成きれるのでは

ないでしょうか。 しかし今後21世紀に向け、日本全体に国際化が加

速度的に進み、ヒト、モノ、カネの交流がますます増えてくるでし

ょうから、国際空港が東京、大阪以外にも必要になってくるのでは

ないか。では 、 どこにつくるのがいいのかとなると、日本の地理的

中央に位置し、産業の集積が高い中部地域が最も適しているのでは

ないか、と考えて進めているのが現状です。だから、日本の中で中

部新国際空港がどのような役割 ・機能を担っていくのかといった位
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佐藤秀 9J

置づけの問題は、今後の研究課題だと考えており、現在、空港構想

部会で調査 ・研究しているところです。

ここで、( 財) 中部空港調査会の組織を簡単に説明させていただき

ます。まず、理事会、評議員会があるわけですが、実際の調査 ・研

究は専門委員会の先生方にやっていただいており、その専門委員会

の下に、空港桃担il音11会、空港立地部会、航空技術部会の三つの部会

があるわけです。 t務先日部会は、空港の必要性、役割、機能を考える。

立地苦11会は、候補地の選定を行っていく。技術部会は、例えば立地

選定するにも航空機材等の発展を考慮しなければできないことなの

で、機材そのものやレーダーなど航空機支援システム等の技術の発

展を調査 ・研究しています。

このように私ども調査会は新空港について調査 ・研究を行 って お

りますが、このほかに推進団体として① 中部新国際空港建設促進議

員連盟( 会長 ・江崎真澄衆議員議員) ②中部新国際空港建設促進期

成同卸会 (会長 ・鈴木礼治愛知県知事) があります。

中島 立地場所の候補地について、以前に新聞か何かで見たのです

が、 ＱＱｾＧ 消れＢだとか四日市だとか ｦ Ｑｩ ａ いてあったのですが、今現在は、

立地についてどう考えておられるのでしょうか。

佐藤 調査会では現在、陸上と海上の両方を調査の対象にしており

まして、陸上では愛知、岐阜、三重の三県下を、海上は伊勢湾全域

を調査しているところですが、まだ具体的な案づくりにまでは至っ

ていません 。

空港という発信基地を核に新しい都市づくりを

中島 空港というのは、ただ滑走路があってターミナルビルがある

だけではなくて、空港を岐に新しい者11市づく りがなされていくべき

だと思うのです。そうなると中音11図の産業にも大いに寄与すること

になるでしょう 。ところが、例えばシカゴのオへア 空港にしても 、

ロンドンの ヒースロー空港にしても、ぽつんと空港だけがあ って 、

周辺は広 っぱになって いる 。外国の空港は 、そういうのが多い。騒

音の ために、隔離したように空港を存在させているのでしょうが、

どうも残念に思えてくるのです。せ っかく空港という発信基地があ

るのだから、それを生かす道があるんじゃないかという 気がするの

です。その点、| 謝西新国際空港の場合、空港自体は海の上にあって

空港まで長いアプローチがつくわけですが、泉州| 地域はそれを絞に

して大規模な住宅や情報基地をつくろうとしていますん。
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佐 藤 空港本島と同時に、対岸の泉州側も少し埋め立てて前島をつ

くり、空港関連の諸施設をつくり、さらに臨空都市と申しますか、

周辺の都市開発を進めると聞いており、大変注目しているところで

す。

私ども調査会も海外の国際空港の現状、そして以上のような空港

を核とする臨空都市等を調査するため、去る 1 月16 日- 2 8日に 「ア

ジア ・オセアニア主要国際空港現地調査団 J ( 団長・牛嶋正名古屋

市立大学教授 ) を派逃したところです。

中島 世界のいろいろな空港を見ていると、まだまだ空港周辺の開

発までい っていないようですが、わが国のように土地が少ないとこ

ろで、産業の高度化をはかるためには、空港及びその周辺開発が重

要な意味をもってくるでしょうね。

そのように空港というのは、単に空港ができるということだけで

はなくて、その役割j を考えると広〈社会の文化・生活情報にまでか

かわ ってきますし、また自然環境の問題もあ って、非常に大きな影

響をも っていますからね。

ところで国際化というのは、日本人が外国へ出ていく国際化と、

外から入 ってくる国際化とがあるわけですが、回全総ていは、これか

ら先の日本は、外国から人が入 ってくる方が日本人が外国へ出てい

くよりはるかに多くな っていくだろうとい っています。それは、こ

れから先ますます日本が諸外国から見て魅力的にな っていくと予想

しているのでしょう 。 ところが中部圏はどうかと考えてみると、つ

くられたモノは出す一方、おまけにヒトもどんどん外に出てい って

しまう傾向にあると思います。例えば姉妹都市として、愛知県と中

国の江蘇省、名古屋市と南京市が提携を結んでいるわけですが、こ

れすらまだ航路が聞かれていないというのは、愛知 ・名古屋に魅力

がないということなんでしょうか。

佐 藤 魅力がないというよりも、正確な言い方をすれば知られてい

ないということではないでしょうか。

名古屋をもっと世界に知ってもらおう

中島 たしかにそうかもしれませんね。外国へ行 ったときによく経

験するのですが、残念なことに「名古屋 ってどこにあるのですか? J  

と質問されるのです。豊田( トヨタ ) の隣りだと 言 うと、ょうやく

理解してもらえる 。 この現状をなんとかしなければいけない。 まず、

愛知 ・名古屋をも っ と世界に知 ってもらわないといけませんね。てー

中部新国際空港イメージコンセプ卜

中部新国際空港建設促進期成同盟会

きれば国際空港ができるまでに、いろんな手を打 って・・ 。

佐 藤 たしかに名古屋を、中部をも っと外国に P R していく必要が

あるでしょうね。

ただ中音[1空港調査会としては、まだスタートして約 1 年がようや

く経過したところでして、新国際空港がなぜ必要なのか、どんな役

割を担える空港にするのか、立地はどうか、とい ったいろいろな基

礎的な問題を盤避するために調査 研究している段階というのが現

状です。

三宅理事長がいつも 言われていることですが、 21世紀には世ー界の

中で日本の役割が今よりも っとも っと大きくな っていくことでしょ

う。 したがってより国際化していく中で人の交流の拠点として国際

空港を強備しておくことが、近い将来に日本がより世界に貢献し得

る道具だての一つになるだろうと考えているのです。成田、関西新

国際空港だけで本当に対応可能なのかどうか、そのときのために、

中部圏の地域性、経済力を考えた計画をたて、調査 ・研究している

ところです。

中島 鉄道が道路の延長であるのと同じように、飛行機も道路の延

長であります。 そこには人の営みがあり、人と人との出会いがある

はずです。 ところが鉄道の駅の楽しき、気楽さに比べて、空港に行

くときにはまだまだどこかかまえてしまうところがあるようです。

もっ と楽しく気軽に行ける空港をこれからは考えなければいけない

んじゃないでしょうか。

佐 藤 そのへんは、中島先生のような建築の専門の方に、伊IJ えばタ

ーミナルビルのあり方を、外観や入りやすさ、楽しさを考えてつく

っていただく必要があると思いますが ・・ ー-。

中島 ター ミナルビル及びその周辺の開発計画を十分に行い、楽し

く人が出会える空港ができればいいですね。それに、建物 ・町づ く

りとともに、空港のネーミングも考えてほしいものですね。例えば

外国の空港にはいろんなニ ックネームがついていますね。 ところが

日本の場合は、新東京国際空港となる 。 ローマだとレオナルド ・ダ・

ヴインチ空港とか、パりではシャルル ・ドゴール空港とい って、そ

れだけでも何か楽しさがありますよね。 まずそのへんのイメージづ‘

くりから親しみのある空港計画をしてい っていただきたいと思いま

す。

今日はいろいろお話しいただきありがとうございました 。
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フォルムと機能。掛け合わせれば表情1000種。

ごらんのような6つのフオルム。フランジ・プラグ・パイプユニ汁.， {イス・ダウンボ、ノタスの引曜の

パーツ。12Vとl OOVの出 JJ .それにオフホワイトとプラ y クのカラー. これがOAZZ( ダッズ) の

全貌です 。 その組合せ敬、［Ｑｦ ｴ こｬＨ削以 ｊ ｾ スポットライトをコンポーネント思考と時代のス Ｙ イ

ルで見In : して生まれた画期的なシステムです。

- 各界が求戸Iインテリアド時代の職能

コーディネーター

通産省認定資格試験取得対策講座

- インテリアデザインコース

インテリアコーディネーター資格試験取得対策講座

| ・住居デザインコース

2 級建築士をめさ。す方の資格取得対策講座

| ・パース・ドローイングコース

住居・庖舗等のパース実務

- 監修/ 愛知工業大学工学部建築学科教授

中島 ーとインテリアスタディーグループ

CBCラジオ( ライフスケッチ) 出演中

- 協 力/ 松下電工側・側サンゲツ

ド コ又D -J IJ

名古屋市千種区今池 4 丁目 16番 13号 干464 ft<052>  7  3  2  - 5  0  2  0 案内書郵送( 干140円同封)



中京テレビ放送新館

所 在 地 名 古 屋 市 昭 和 区 高 峯 町 154 番

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 大 林 組

敷地面積 1  2， 768.  00 m' 

建築面積 1，654.52m'  

延床面積 5，286.43m'  

規 模 地 下 |階 地上 3 階 塔 屋 |階

構造鉄筋コンクリート造

一部鉄骨鉄筋コンクリート造

竣工 1979年 5 月

名古屋東部の大緑地帯「八事j の中心

地にこの建物はある。この地帯は住居専

用地域内の文教のまちとしての発展が顕

ミ重:な 地区の東西に細長い三角形の敷地に、 ている 。カーブを持つ斜面の道路に配慮、

南北を道路に固まれ、この高低差は最も し、解体した緑地を再びもとに戻し自然

大きいところで約1 4 mという地形のとこ を創出する行為に深〈留意し、自然環境

ろに立地している 。 の破壊を阻止することに努め、あらゆる

この建物は 、 自然環境について、これ テクノロジーを駆使した建物である 。

ほどまでに大切に考え，人びとに不快感 本山から八事に抜ける道筋は、ア ップ

を与えず、なお存在感があり、ここに文 ダウンの坂があり、大変心地よいふちを

化環境を創出するためには、どうある べ 散索のみちすがら、赤松の小枝の向こう

きかということを深〈掘り下げ、建物の に見えかくれするこの建物は生きいきと

もつ圧迫感にきめ細かい気配りがなされ して私どもを迎えてくれるのである。

東 海 の 建 築 マ ッ プ 一 一東海支部建築マップ小委員会一 一
景観としての建築

名古屋学院大学チャペル

所 在 地 瀬 戸 市 上 品 野 町 1350

設 計 圏 分 設 計

施工 大成 建 設

建築面積 540. 00m'  

延床面積 600. 00m' 

規 模 地 上 2 階

構造鉄筋コンクリー卜造一部鉄骨造

竣工 1982年 9 月

小高い丘の真ん中に比較的広〈 平らな台地とな って

いる 。 これを囲むかのよっに松の緑が柔らかく包んで

いる 。ここに建つ白亜の低層の建物は創立20周年を迎

えた名古屋学院で、形態と色彩は緑とほどよく調和し

ている 。 この建築群のモニュメントとしての存在がチ

ャペルである。教育の場として活用され親しまれてい

るこの建物は、伝統的教会建築のもつ左右シンメトリ

ーを尊重はされているものの、平面上も空間の面にお

いても、見えがくれの美を求めようとした心のゆとり

を創り出そうとした新しい感覚の教会建築である 。 ま

たわが国最大のジング j レベルを有する高い銭楼は、一

層キャンパスのモニュメント的建築としての位置を確

立している 。
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書 評

「建築とは何か」を問う人へ
加藤邦男

建築にかかわる者はすべて、多かれ少なか や宗教などに通底する原体験を見つめようと ではない。矛盾対立の緊張そのものを行持す

れ「建築とは何かJ という聞いを問わない者 して、それが何故に現代世界の「平癒の哲学」 る決意にもとずく、半ば論理をこえた論理で

はいないであろう 。 しかしながら、しばしば とH乎ばれるのかが、理解されるようにな って なければならない。 人倫としての、信頼と希

言葉と論理に導かれてこれを問うことは、敬 いる 。 ボルノウの思想の道標となる、信頼、 望の徳の哲学といわれる所以である。( 論理E

遠されたり、また建築することにおいては有 希望、安らぎ、の指示するところが、始めの については、 「又裂の二重の顔」、森田孝訳、

害とまではいわないにしても、かならずしも 各章であかされ、その根拠が故郷の掌で示さ 理想社、昭和53年を参照)

必要ではないという者も少なくない。 しかし れる 。現代人の故郷喪失に関して、ボルノウ サルトル、ハイデ ッガーそ してポルノウ

考えてみると、だれでもより良い建築を求め のいう故郷、つまり人聞の本質としての理性 大著たる「人間と空間」と本警は、併せ読

ているにはi Mいない 。 その聞い方はいかよう 一一ーそれも対象化し、対象の把握をめざして まれるべきものである 。 しかしコンサイスな

であっても、そのためのきっかけと手立てが 概念的に組み立てる技術的な悟性verst andて‘ 本書から読み始めることも良い。ポルノウの

なければならない。 またその自党も伴わなけ はなく、人間の共向性の媒介を意味する理性 全体的な展望をまず手にいれて、それから、

ればならない。 vernunf t ( 互いに耳をかたむけあい話し合う われわれの生きられている空間の具体相が見

しかし 一方 、建築への問いは、近代建築や 理性) ーー へ の 注 目は意味深い。この理性の られうるからである。サルトルとは対照的な

ポスト ・モダン建築をめぐる論議のなかで、 本質は、人倫の徳、節度という尺度の原理、 ポルノウはまた、実存の究極に震憾し恐悔し

真剣に問われているといわれるかも知れない。 あるいはまた包摂してゆく共同性の原理とし ながら深〈静かに詩的に思索するハイテ ッガ

現代社会は絶望的な人間疎外を招いていると

いわれてきた。 自然保育袋、歴史的遺産保全、

伝統的町並み修長などがそれを克服する手段

であると恩われている 。 また近代建築が地方

的伝統的個別性を一般化して、抽象化、普遍

化してしま ったことを反省して、現代の建築

はそれに対して特殊的側有性を重視する、と

いうような単純な主張をする建築家もいる 。

一方、ノルウェーの建築学者ノルベルグ= シ

ユルツ氏は、ポスト ・モダン運動が、人間的

意味の王手泣をめざして「具象的j 建築を展開

『・》・ヲ・ー 'tt. l ! A/ ' I

人 1111の 後 家

人間の棲家

オ ッ ト・フレードリヒ

ボルノウ著

小島威彦編訳

明星大学出版部刊

1，2∞円

ーとも立場が違う。むしろ G ・7 ) レセルに近

く、問題を問い、対話しながら、現代人をそ

の本来の故郷 ・楼み家へと連れ戻す可能性を

探る 。教育学的、笑践的なのてある 。ハ イテ

ッカーの思索は魅惑に満ちて人をその詩的世

界へと誘いこむ。 ポルノウは、記述し、解釈

し、説得する散文の世界である。現代を代表

する哲学の、こうした二つの方向をともに含

んだ、第三の道を夢想することに誘われるが、

いまはとりあえずわれわれはこうした哲学に

刺激されて、工工望草刈こ建築することに専念する

していると見る 。 これらは総じて、なにか世 て、人間自身の本質と同居する、ヒューマン ことから始めるほかはないのである。

紀末的な l喧l喋が、いかにも明るい道を未来へ な故郷として特徴づけられている 。其の人間

聞いているかに思わせる 。 的中心たる故郷 ・理性を道襟にして、人間の

「人間と空間」と「人間の棲家」 空間性と l時間性を、ただ閉ざされてあること

このような状況のなかで、建築への聞いを から、固まれて聞かれた、つまり実践 ・論理

自ら問うてみようとする者にと って、ポルノ ( 倫 ・理 ) としての 、真に関かれた空間と時

ウは、まずも っ とも親しみやすい導き手であ 聞についての二つの設で本書は終わる 。

る。建築ということを、既製の観念からでは ポルノウの立場は、 「生の劇的なものをし

なくて、さしあた って 始源からあらわれいで て、そのまま記述的に誇らしめようとする J

くる空間的現象として注視することから始め ドイツ近代哲学のテソレタイの生の哲学やフ ッ

るのが良い。こ れには多数の日本語訳が出き サールの現象学の系認s を継ぐものである 。 そ

れているポルノウの著書のなかで、 「人間と れはサルトルらに代表される実存主義的ニヒ

空間J ( 大塚、池川、中村共訳、せりか嘗房、 リズムとは対照的に、むしろニヒリズムに向

昭和53年 ) が、まず参照されるべきであろう。 かう現代の絶望的な現象を具体的に自にみえ

それは、広範閤にわたる詳細な空間的現象の るように顕にし、そのそこから人聞の実存を

記述を体系的に示しつつその人間学的な意味 可能ならしめる「解釈学的人間学の構築」へ

解釈をしている 。 そこで、住環境について、 向かうといわれる 。詩、精神医学、民俗学、

とくに地域、都市、住居の空間性を、具体的 地理学、動物学などの諸学の知見に依拠しな

に教えてくれる 。 しかしこれらの具体的な諸 がら、もっとも根源的な生の始源一一脈打つ

局面を総べる全体的なスコープを与えるのは、 心のおののきとか、直接的な感覚のようなーー

むしろこの「人聞の楼家」の方である 。 へと目を向ける。それは、実存的不安と人間

本書は、 1959年に日本の諸大学で「希望の が本来的に憧れる安らぎへの願望との両義的

哲学j という表題で行われた講義を、 C . 7 緊張のなかに己が身を持しつつ、そこに「安

ルセンやノ、イデ ッカーらの訳者としても知ら 心立命、泰然自若J たるものを打ち立てる道

れる小島威彦教授によ って編集、制訳された を切り開こうとするのである。

ものである 。 ここでは簡潔にポルノウ自身の ポルノウの哲学を導〈論理は、線的な弁証

言葉によって、彼の哲学が 、形而上学的哲学 法的克服すなわち解消、もしくは超越の論理
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本書は最新刊で' はないが、現在のわれわれ

の切笑な知的要望に応えてくれる。それは難

解な警ではない。 もし難解だと言うならば¥

素朴に生の現実を注視することを忘れた者の

方に、その原因がある 。学問的ではないと 言

うならば、それは自然科学的見方に捕らわれ

過ぎているのかも知れない。根源的な意味て¥

己が内からも外からも、発想、の転換が迫られ

ている今、価値のある一冊ではある 。

尚、本主主は、 1976年初版、 1979年再版発行

後、発行を中』としていますので、入手の困難

が予想されます。図住館か日本建築協会て。も

貸出を受付けていますので、せいぜいご利用

下さい。

伊藤郁郎 ( 日建設計)

伊従 勉( 京都大学教養部助教授)

太田隆信( 坂倉建築研究所大阪事務所長)

加藤邦男 ( 京都大学建築学科助教授)

総本敏子( 生活環境文化研究所所長)

増榊l昌平IJ (神戸市営繕謀)

山形政昭 ( 大阪芸術大学建築学科談師)

‘・ ・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ E ・..ーーーー..白白白' ーー匂....・ E ・E ・E ・・・・・ ・・...



ｾ｡ｭ･ｳ＠ Cl avel l の作品

この冬は大陸高気圧の勢いがつよい。この

傾向は昨秋、随分とはやくからあらわれてい

た。強い偏西風は太平洋線の航空機の飛行時

間に影響を与える。その日、 U A 1l 5 サンフ

ランシスコ大阪直行使は 141時聞の飛行時聞が

予想されていた。 フライト ・スケジュールよ

り2 時間、早いときにくらべると 4 時間も余

計にかかる計r r - になる 。

長かった飛行もそろそろ終 りにちかづき 、

あと 1 時間くらいにな ったころ、スチュワー

テスの ひとり が「本を読むのが好きか」 と声

をかけてきた 。サンフランシスコをたってか

らずっと本を読み続けていたのが眼にとまっ

たのだと思う 。

全米大ベストセラー r Whi r l wi ndJ

その時読んでいたのは、 J ames C l avell の

最新作で、ホメイニによる政変直後のイラン

の 1 カ月を扱 ったW hi r l wi nd だ った。彼の作

品は常に大作であることで知 られて おり、旅

行に持ち歩くにはいささか勇気がいる 。 その

最新作 Whi r l w ind もハードパックス、 A 5 版

で 1，100 ページ以上にもなり、大変重〈、か

っかさば り、機内持込用のバッグに詰め込む

ためにわざわざカメラをスーツケースに移し

かえたほどであ った。

Whi r l w ind はそ の頃全米で大ベストセラー

とな って いた。行く先々の各都市の書庖で庖

頭にうずたかく積み上げられ、新聞の書評に

もしばしば登場していたから、最初に見付け

たときから何度も買おうと思った。 しかし 2

週間の聞に全米の 6 都市をこの大部な本をか

かえて移動することを考えるといささか気が

重〈、やっと最終の訪 問地であるサ ンフラン

シスコで手に入れたばか りであ った。

J ames C l avell はその最初の作品、 Tai -

P a n 以来、 アジアを舞台にした大作を次々と

発表し 、しか もそれらがすべてベストセラー

とな ったことで知られている 。 なかでも S h -

ogunは舞台が日本であること 、テレビ映画化

されたことなどで、 我が国でもよく知られて

いる 。

水 辺 と 都 市 カ ラ ツポ の 復権

上回篤十世界都市研究会箸

水網都市 ・ホタル狩り ・ザリガニつり ・ジョギ

ングコース ・デートの穴場 ・草ラグビー ・河川敷

公園 ・劫日緋艇 ・海辺のマンション・ 。水辺を生

活空間として取りもどそうという、とってもロマ

ンチックな本だ。ウォーターフ ロン トの室長備が叫

ばれ、 f;ll. 7K機能の主主{i!il 4: j，;似j が報道される今回、近

畿圏に於ける水辺と都市の関わりを考えるのに絶

私が読んだ本

S hogun を統んだのは 8 年ほど前のことにな

る。ぺーパパ ックス版で 1，200 ページにもな

る大作で、当時のニューヨーク ・タイムスの

書評にあ ったように 『一度読みはじめたら止

められない』くら い面白く、スケールの大き

い舞台の設定の中でまさに 『読者は自分が誰

で、どこにいるのかわからなくなる j くら い

に輿有した。一度読んだだけではもの足らな

くて、読み終わるとすぐにもう一度読み返し

たのを党えている 。

C l ave l l  はイギリス人の作家である。そし

て S hogun は、 16世紀に 日本に流れ着いた一

人のイギリス人の船乗り、後の三浦按針、の

話である。そこでは当時めヨーロッパ文化と

日本文化 との決定的な違いがことこまかに主

人公の眼を通して語られる 。簡単に 言ってし

まうと、この作品は二つの文化の余りの違い

に当惑するばかりであ った主人公が次第に異

文化 に共感するようになり、最終的には 日本

人よりもはるかに日本人らしい日本人にな っ

てゆく過程をあつかっている。そして、日本

人よりもはるかに日本人らしいという主人公

の像が、 じつはイギリス人である C l avel l に

よってつくられているところに、この作品の

日本人にとっての特別の面白さがある。

新刊寸評

好の - j l せといえよう 。

あえて注文をつければ、依然として河川改修工

事の主流と思える治水機能一本給の河川行政への

アプローチが不十分な点だ。

.tl':榊l酎 IJ ( 学芸出版社干'1 1. 200同)

縁 の 都 市学 どない しまひ ょー京のま ち

久保道・波多野進・三輪泰司・吉村元男著

京都のまちの良いところは、 H寺Vi eにとらわれず

笹 田 剛 史 ( 大阪大学環境工学科助教授 )

Shogun と Ki ng R a t  

r Clavell では何より S hogun が一番面白か

った。J と言うと、そのスチ ュワーデスは「違

う違う、 C l avell の最高の傑作は K ing Rat  

である 。j と断言 した 。

「何 をいうか。 S hogun が最高て梢ある。 J

「途う。 J

「そう言うところをみると、君は 中国系アメ

リカ人にｾぃ無い 。 ｊ

「そのとおり。私の先祖は 中国人である。

そして Shogun の好きなあなたの祖先は日本

人であろう 。」

「笑に見事な推理である。確かに私は日系

日本人だ。とき に、君はこの Whi r l windを読

んだか。 J

「残念ながら買ったは、かりでまだ読んでい

ない 。今 もフライト ・バッグの中に入ってい

る。私はそれを商白いと期待してよいであろ

うか。」

「いままで読んだところは、大変而白い。

しかし 、君は あまり期待しないほうが良いと

思 う。なぜなら我々は二人 ともイラン 人の先

祖を持 っていないようだから 。」

「それは 言 える 。 うれしいことに我々は初

めて意見の一致をみたようだ。」

などと話しているうちに飛行機は大阪国際

空港への最終アプローチに入 った。窓、の外に

見える大阪は完全に夜にな っていた 。

きさ だ っよし

1941年広山市生まれ

1964年 京都大学工学部建築学科卒業

大学院修士、博士過桜を経て

1968年京都大学工学部建築学科助手

1970年大阪大学工学部環境工学州こ転出、講師を経て

1973年大阪大学助教授、現在に至る

c悶97η3持伴年ト刊…~叶lω97刊4年 カ川山リけフオドJル山レ

ロサンジエ jルレス校 ( UC  LA) 答只 j

専門 C  A  D( 計3幻算市平: 機扱周Z芯設;生t計)

王宮=主} Ref1ecti ons on Comput er Ai ds to Desi gn and 

Archi tecture， ed.  N.  Negroponte， Pet rocel  i  

& Charter ， N.  Y.  

自由|潟逮な活動の中で、文化 ・伝統 ・学問 ・歴史

といったものが独自の流れの中で守り ・発展しつ

づけてきた事にあると思う。少なくとも 70年前半

までは東京に対抗し、それを凌ぐ情報発信の基地

であったのも事実である 。地方復権がいわれる 中

で地盤沈下を起こしているかにみえ、その京都か

ら最近は何も起こ らないことに危機感を抱き 、京

都を盛りあげようと議論されまとめられたこの本

は、その題名からしてユニークで興味を惹くもの

である。 伊 藤1m自[1 ( 都市文化社干'1 1. 5∞円)
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一 体 成 型 大型 A L Cパ ネ ル

ヘーベルグランデ

1 . は じめ に

へーベルグランデは、これまでの A L Cパネル

を単に組み合わせた大型ノマネルとは呉なり、新し

い製法による 『一体成型の大型 A L Cパネルj で

す。 パネルの特性は、従来のへーベル素材がもっ

諸特性をそのまま有しており、建築の質の向上を

はじめ、デザイン性 ・施工性 ・経済性など、 P C

版を超える素材として注目をあびています。

2  特徴

・デザイン性

これまでの A しC 建築の 600 モデュールを一新

し、大型化によるダイナミ ックな壁面織成で、イ

メージアップを 計ることができます。 また仕上げ

は従来のへーベルパネルと同様の幅広い仕上げが

可能で、創造意欲に十分お応えします。

・耐渓性

パネルに埋め込まれたアンカーと 、免民性が考

慮された特殊なファスナー( イナズマ金物) を用

いて取りやl けるカーテンウオール工法です。前内

の変形追随性が高〈、すぐれた耐展性があります。

・施工性・工期lの短縮

取り付け精度が高〈、現場施工は簡単 ・安全

路実で管理I l も容易です。 また施工の機械化も計れ、

工:1¥11を大l隔に短縮することができます。

・省エネルギー性

へーベルグランデは多孔質で断熱性は極めて高

〈、熱伝導率はコンクリートの約3 . ( 0 です。 R Cや

ｐｃ 版の建築にくらべ、外気温度の Ｉｾ ｪ 響が少ない

快適な空間を創り、かつ冷暖房費を低減する省エ

ネH寺代に 7 ッチした建築材料です。

・ 軽五Ｚｾ ，ドt

へーベルグランデは絶乾比重 0. 5 です。 これは

同じ大きさ の P C版の》ずの重きであり、耐渓構造

に必要な建築の軽量化に力を発揮します。

・耐火性・耐久性

無機質なので耐火桃造音11材として極めて良〈、

また品質はオートクレーブ養生により高い安定性

をもち、 R C同様、耐久性にもすぐれています。

. *li :斉性

軽量ですから建物重量を軽減でき、基礎や構造

躯体を節減できます。 また f最重機容iit や輸送トラ

y ク台数なども少なくてすみ、 P C版などにくら

べ経済性の向上を実現する特性をも っています。

3  . 設 計上の留 意点

①パネルは所定め風満重で設計されているカーテ

ンウオール( 帳壁) 部材です。したがって、

(a) 函内せん断力は、へーベルグランデ以外の椛

造音11分に負担させるようにします 。

(b) <へーベルグランデ関口付パネル〉 を使わな

い| 刻口膏11には構造金物が必要です。

30 挫 築 と社会/ 1987'1' 2  JJ 号

(c) 看板 ・樋 ・メンテナンス周丸環などの重量物

は、構造躯休に直接取り付けるようにします。

(d) 特に大きな衝舷を受ける場所での使用は避け

てください。

② パネルと躯体とのクリアランスは、パネル建込

みや取り 付けフ ァスナーの出入調態などのため、

タテ壁て- 40mm、ヨコ壁で 100 mmの逃げが必要てが

す。 これ以上の大きなクリアランスの場合には、

持ち出し金物が必要です。

③ パネル長さの最大笑寸法は 4180mmです。 したが

って、階高( ヨコ壁の場合は柱間隔) は、それ

以下の寸法で計画します。

④ パラペ ッ ト昔日のはね出し長さは、版厚の 6 倍以

下とします。これを超える場合には別途構造金

物が必要となります。

⑤ 下り壁のはね出しについては、別途構造金物が

必要です。

⑥ｾＱＮＮ時、土または水に接する苦 ｉＱ 分での使 用はでき

ません。布基礎は R C造とし、高さは G L より

300mm以上必要です。

⑦ パラペ ント等の最上音11防水立上りは、 別部材と

することが必要です。

③建込みについては、 P C と同機にすべてクレー

ン等による重機作業となります。

4  製品規格

幅 { 酬) I  思{ 叫 |  酎 同 | 岡 田 内ノ叫

- I  ，国 I I  2.000- . .200 I  

:: 1  1. 200 I  凹 1  ( 10 - ピッチ} |  四

.. 1  ， 蜘 | 曲 1 2.000- 4.' 00 1 醐

t 冊。 I I  ( 1 0 _ ピ y チ) I  

|  叶 脚 |  出 |1112Z71| 咽

志 I  (1 0 - ピッチ) 目

品 | 比 四 叫 棉01 r!i O  I  ｾＧｉｾｾｾ ｾ ［ ｾｾ＠ I  捌

l 也" " 荷量" ... 初. ( J ! 瑚} です

I O寸埠" 呼寸滋. 実寸i J : U 園地分と L て帽 にヲい τ 1120鋼、伎をについて' " 伽帽鐙害l

b主) 1  ｾ、にす 滋で製作され ｓ す

③ ａＧＢ 寸ｩＡＺｯ＾ ｊ 医 大 Ｑ ＱＮ Ｑ ・ ｆ 国圃ｾＢ釦鯛 1> ， 四 回 で l川 . . 開 t r.t l'J 1  T  

@ 長き 2 0 0 0 -来 通 の パ ネ ルについて u . Jl JiI; W網低下§ ‘ ・

③ 価 繍 " . 怜注品およ v・."にf. -t> U網 島 <" ηa マ

へーベルグランデ

一般ノ f ネ J レ

へーベルグランデ

関口付ノぐ才、 J レ

日本建築協会建材委員会

中 日 本 旭 化 成 建 材 株 式 会 社

大阪市北区: J i t b' .l 浜 1 - 2  - 6  T E L 0 6- 347- 3847 

-・・ ・・・・・・・・
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オグラン流通センター( 大阪府箕面市) 楠山設計/ フジ? 工業

5  . 標 準 詳 細 図 ( タテ壁工法)

建 材 委 員/ 轟 泰 輔( 熊谷組)
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日本スタッコ株式会社

本社滋賀県申' l U lI l石部町 TEL 0748ー 77- 3155

大阪 TEL06- 353- 6971  札帆 T E L 0 1ト 842- 1788

東京 T E  L03- 863- 6601  偏向 T E  L092- 572- 4528 

タ イ ル は 〈 落 防 止 工 法

スタッコ・ベースネッ ト工法

図 - 2 施 工手順

I 下地の繍修• E 下地の清婦

( 主I ! 研法)
接着試験

No. kgf j crn' 破 断 状 1m.

1  14 .6  ベースネ y トを含む材料破断

2  13. 8 11 

3  16. 0 11 

4  16 . 6  11 

5  14. 8 11 

平 均 15. 1 

表 - 1- 概要

ビルの外装仕上材にはタイルが古くから使用さ

れている。タイルは、装飾性、耐久性、そして建

築 物 の保護など優れた面が多〈、将来ますますそ

の需要が増大するものと考えられる 。 しかしなが

ら、いかに望ましい材料であっても、タイルが剥

落すると人命事故にもつながりかねないことから

社会問題化し、今までにも種々の対策が鱗じられ

てきた。

タイルの剥落事故防止対策として、

付工法J .  i型枠先イ寸工法J .  i タイル裏足の適

正化」 ・ 「伸縮目地の配置」など努力が続けられ

i p c板先

ｾ ｉ＠ ライトスタフト

ル正一-
Y レ-:.-_-.; L一一一一一

ウド I吹き付け

トI (or コテ塗)

タイルの創j費量と 変位の関係
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図 - 3

ているが、安全性、経済性、作業性など、まだ未

解決な部分が多く指摘されている。

ここに紹介するスタッコ ・ベースネ y ト工法は、

コンクリート壁面にベースネ ットを ポリマーセメ

ントで張り付け 、 これを下地としてタイルを張る

工法で、十分な接着耐久性を得ることができ、更

に万一張り付けモルタルを含めタイルが刺縦して

2- 3司"

2 ベースネ y 卜のイ反固定

〆、〈ース布、 γ ト

ラ

イ

ト

ス

タ

ウ

ト

加。100 200 30.0. 400 

タイル伺変位 ( x 10" . . )  

もベースネットの働きにより剥落を未然に防止す

ることができる 。また、 作業面では在来の後張り

工法のため意匠性 ・工授の節減 ・工期の短縮にも

3.  ｾ巨体および外的な歪みを ｬ 吸収緩和する 。

不織布は保水性が高いため、タイル張り付け4  

寄与できる画期的な工法である。

モルタルのオープンタイムを延長できる 。. 特徴

5  タイル裏面へのモルタル充填率が高まり、タ

イルがずれにくい。

6  タイル意匠性 ・工費の節減・工期の短縮が可

0  

0  

0  

o  j ' .  

r ~ • 
E ベースネットの貼り付け

1ーライトスタウ 卜の吹き付 け

(or コテ塗j

1  . タイル張り付けモ ルタルがコンクリート躯体

面より万一剥離しても、不織布の繊維がから

3. ベースネ y トの固定

能となる 。

ベースネット 耐アルカリ性繊維を素材とするポ

メントペースト

. 施工要領

施工手順は図ー 2 のとおりである 。

. 性能

接着強度は表 1 のとおりである 。

タイルの剥離と変位は図 - 3 のとおりであり、

ベースネット使用の場合争I j 落しない。

リプロピレン製不織布

ネ γ ト貼付材料 : S B R系混和液入りポリマーセ

. 材 料

んでいるため剥落しない。( 図 l 参照)

図ー 1
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建材委員/ 尾松一夫(大林組)

ベースネットの貼り付け材料がコンクリート

躯体と一体化しやすい。
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熱 式 無 指 向 セ ン サ ー を 用 い た 風 速 計

@ 財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 部 験 所

所 在 地 ・吹田市藤白台5 - 8ー1 干

電 話… ( 06) 872- 0391 F A X"' ( 06) 872- 0784 

業 務 時 間 平 日 : 9  :  00- 17 :  

土曜 : 9  :  00- 12 :  

1  . はじめに

風洞実験に使用される風速計は、それ自身が周聞の風を乱さない

程度に 小 さい必要があり、熱線風速計やサーミスタ風速計が用い ら

れる 。 いずれも、発熱体かも周囲空気に発散される熱量が風速と一

定の関係がある性質を利用しており、 雰 囲気温度の変化によ って出

力値が変化する可能性がある 。 温! 度支補イ俄筑のなされる風速計でで、あれば

較正をしな〈とも長 |時侍問の連統 il訓抑洲I1卵川11川lリ定が可能となな. る 。 また、 ビル風を

対象とした周辺気流の iRIJ 定では、通常の illi J定点付ー近の瓜は乱れてお

り、風速センサーは指向性のないものが望ましい 。以上の理由か ら、

白金巻線を使用した無指向性熱式風速計( 以下、熱式風速計と呼ぶ)

を周辺気流の isIJ 定に用いようと考え 、その性能を検討した ので以下

にご紹介する 。

使用した風速計は日本科学工業( 附製 MODE L 6141 て¥ 図ー 1 に

示す無指向センサーを接続したものである 。受感音[1は白金巻kJ i l 抵抗

素子で作られているが、ステンレスの保護管で守られているため取

扱いが容易である 。反面、応答速度が鈍くなるのは己むを得ず、約

2  Hz  以上の風速変動は illiJ 定できない 。 プロープの先端は直径 1 mmゆ

と小さいので、プロープ自体が周囲に与える影響は無視できる程度

と考えて差しっかえない 。

図ー 1 熱式風速計プロープ

2  . 風 速 計 の 性 能

2.  1  直線性

一様流中において風速を変化させ、ピトー古争圧管により検出され

る速度圧から風速を求め、熱式J i l 'ti 翠計の出力との比較を行な った。

illiJ 定結果を 図ー 2 に示す。 illi J定レ ンヂは 0 - 1  m/ s、 o- 10m/ s 、

o  - 5 0 m/ s の 3 段階が用意されているが、当試験所所有の風洞で制

御できる風速範囲は 2 - 3 0 m/sて、あるので、 o- 1 0 m/s 、o- 5 0m/sの

2 レンジ において測定した 。仕 i機傑普に示きれている淵抑測lリl定精度は i捌洲JI州川iドII Jリ定

レンヂヂ、フルスケ一ルの: t 5 % てで昨ある 。 illiJ 定結果によれば、 o- 10m/s  

レンヂにおける測定値は、ピト - j '{(t 圧管による値と 比較的良〈合 っ

ている 。 o- 5 0 m/ s レンヂでの illiJ 定値は土 5 % の精度 ( :t 2.5m/s )

内に入 ってはし、るが、 10m/ sの風速11寺で 1 m/ s 程度の誤差を党" 吾し

なければならない 。図 - 2 中の曲線は o- 5 0 m/ sレンヂの測定値を

テイラ ー近似したものである 。 o- 5 0 m/ s レンヂで測定した値を用

いる! 時はコ ン ビュータ内で近似値に誼換えると精度の良い値が得ら

れそうである 。

2 .  2  温度補償

風速約 8 m/ 色における、熱式風速計と乱流ifilJ 定用熱線風速計それ

ぞれの出力の経I侍変化を 図 - 3 に示す。古L流測定用熱線風速計は温

度補償回路が付ーいていないため 、雰囲気温度の変化に敏感であるが、

熱式風速計は出力値が温度補償されているために経時変化が少なく、

長 H寺間の連続測定が可能で、ある 。

2.  3  指向特性

熱式風速計無指向プロープの指向特性を 図 - 4 に示す。 プローブ

取hを鉛直の姿勢で使用する場合における、水平面内の風向角による

出力値の差は 一風向時の直線性と同程度の精度内にあり、この程度

の指向性は答認できるであろう 。 また、取hを含む鉛直面内では、プ

ロープ先端から線元に向けて風が当たる場合には出力は大きくなり、

逆にプロ ー プ様元から先端に向けて風が当たる場合には 出力 は小 さ

くなる 。気流に{ 与l きがあると思われる場合には注意を要するであろ

っ。

研 究 員 西 村 宏 昭
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図 - 2 風速計の直線性 図 - 3 風速計出力の経時変化
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. ニュース

第 18田 中 部 建 築 賞

昭和61年度 ( 第18回) 中部建築貨の入賞作品 ( 一

般音11門 B 点、住宅部門 1 点) および入選作品 ( 一

般部門 15点、住宅部門 2 点) が決ま った。 中音11建

築it は、昭和61年 3 月31 日までに中部圏で竣工し

た作品を対象とし、応募数は、 一般音I1門が91作品、

住宅音I1門が18作品 であった。

入 賞 作 品 ( 一般部門 8 点)

(住宅部門 1 点)

下畠野の ｾ 良野市地町 殴百十/ 渡辺明

入 選 作 品

(一般部門15点)
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都 市 生 活享 受 型 居 住 立 地 限 定 階 層

ニ ュ ー ヨ ー ク ・タ イ ム ズ ス ク ェ ア の 夕 方 は 、 ど こ か ら と も な く 現 わ れ た 正 装 の*'1'士 ・淑 女 達 で 華 や か な

賑 わ い を み せ る 。 淑女はロングドレス、 *'1' 士 の な か に は タ キ シ ー ド 姿 も 見 受 け ら れ る 。 こ れ ら の 紳 士 ・

淑女達も 8 1侍 ま で に は 街 路 上 か ら す っ か り 消 え て し ま う 。 ミュージカルゃなlu>>' iJ が 81侍にい っせ い に 拡 を

聞 け る か ら な の だ。正 装 し て 観 劇 す る の は ひ と つ の エ チ ケ ッ ト で あ る わ け だ が 、 服 装 を あ ら た め て 出 か

け る こ と 自 体 に 、 金 聞 の 仕 事 と は は っ きりと 一 線 を 画 し て レ ジ ャー を 心 か ら 楽 し も う と い う 姿 勢 が う か

カずえる 。

こ の 人 達 は い ったい 何処 に 住 ん で い る の だ ろ う か。仮 り に 5 1侍 に 仕 事 を 終 え た と し て 、 い った ん 帰 宅 し

て シ ャ ワ ー を 浴 び て 軽 い 食 事 を す ま せ て 8 時 ま で に 都心 に や って 来 よ う と す れ ば 、 通 勤 に 1 11寺Hlj 以よl二も

か か る 郊 外 に 居 住 で き る 筈 は な い 。 多 分 、 マ ン ハ ッタ ン の 市 街 地 に 、 し た が ってき っ と 都 市 型 集 合 住 宅

に 住 ん で い る の に 迩 い な い 。 こ う い う 人 達 こ そ ま さ に 「 都 市 生 活 写 受 : 型 居住 立 地 限 定 階 層 J な の だ /

わ た く し は い ま 、 こ の き わ め て 独 断 的 な 推 理 を ひ と り 楽 し ん で い る 。 (K . T)

現 場 の気 くばり

商庖街の散策は、7 ) 1] に 買 う あ て も な く 人 の 流 れ る ま ま に 足 の お も む く ま ま に ウ イ ン ドショ ッピ ン グ を楽

しむとい った 具 合 で あ る 。 ふ と 新 し い ピ ル の 出 現 に 出 合 う と 、 ど れ 位 の 単 価 の 材 料 だ ろ う か 、 ど こ の メ

ー カ ー だ ろ う か と か 、 い ら ぬ お せ っかいな司王が気になる場合があるが、これも職業柄数し方ないZJ: i -かも

知 れ な い 。建 設 現 場 に 出 く わ す と 、工事用の安全械が周聞にめぐらされて、J ! J ! ; 断されるが本来の目的は

通 行 人 の 危 害 防止や 、工 事 の 安 全 の た め の 仮 り 囲 い で あ る が 、 そ の 聞 い に 花 の 絵 や 烏 や 動 物 が 拙 か れ て

い る の に 出 く わ す と 、 そ の 建 設 業 者 の心 の H麦たかさを思わずにはおられない。

と に か く 殺 ぱ っ と し た 建 設 現 場 で あ る が 、 近 隣 住 民 へ の 騒 音 、 日 影 、 排 水 や 雨 水 の 処 理 、 工 事 用 車 柄 等

々の配慮、をしながら、小さくな って 第一 線 の 現 場 を 統 括 す る 現 場 の 所 長 の 気 概 を 思 う と き 、 周 辺 の 商 庖

に も あ ま り 逃和 感 を も た せ ず 、 明 る い ム ー ド を か も し 出 す 亭 は 、 だ れ一 人 反 対 す る も の は い な い で し ょ

う 。 宣 伝 ( P R ) の 世 の 中 に あ っ て 、 会 社 名 も 出 さ ず 、 街 並 み の 美 化 に 協 力 し て い る こ れ ら の 建 設 業 者

に拍手をおく りたい 。

学校

我 家 の 子 供 達 の 通 う 小 中 学 校 や 、 通 勤 途 上 で 見 か け る 校 舎 等 、私 達 の 身 近 か に あ る 学 校 施 設 に 接 し て 感

じ る こ と で あ る が 、 そ れ ら が あ ま り に 画 一 的 で こ れ と い ったテサr イ ン が 為 さ れ て い な い 様 で、気 が か り で

ある 。建 設 予 算 や 設 計 消化 虫 、 そ し て 何 よ り も 学 校 施 設 に 関 す る 規 準 、 標 準 等 、 多 く の 枠 組 に よ って が

ん じ が ら め に な って い る の が そ の 原 因 で あ ろ う 。建物は本来、 H寺間と さを問 と の か か わ り 合 い の 中 でつく

り あ げ ら れ る も の で は な か ろ う か 。 そ の 土 地 柄 や 敷 地 の 諸 条 件 、 建 物 を 使 う 人 々 の 様 々 な 希 望 、 創 る 人

々 の 思 い 入 れ な ど に よ っ て 。 学 校 は 子 供 達 が そ の 生 活 の 過 半 を 過 す 大 切 な 空 間 で あ る 。 学 校 で の 空 間 体

験は、将来彼等の人生観、美意識等に大きな彬等学を与えると思われる 。光と陰、 j孔 の 音 、 緑 、 形 、素 材

の 味 わ い 等 、 彼 等 の 生 活 や 感 性 に 語 り か け る よ う な 空 間 を 用 意 し て や り た い 。

昨 今 の 一 般 公 共 建 築 や 民 間 商 業 建 築 に か け ら れ る 建 設 コ ス ト や デ ザ イ ン に か け ら れ る エ ネ ル ギ ー に は 目

を 見 張 ら せ る も の が あ り 、 経 済 大 国 日 本 も こ こ ま で 来 た か と 驚 か さ れ る 。 こ の エ ネ ル ギ ー の一 端 を 是 非

子 供 達 の よ り 良 い 空 間 づ く り に ふ り 向 け た い も の で あ る 。 ( J .  T )  

ライフサイクル

あ ち こ ち と ゴ ル フ ク ラ ブ を 訪 れ て 、 感 じ た 事 で あ る 。 オ ー プ ン か ら 20年 に 近 い 年 月 を 経 る と 、 コ ー ス 内

の 植 樹 は 成 長 し 、 す で に 自 然 の 景 観 と し て 収 っ ており 、 そ れ ぞ れ 個 性 の あ る 件 い を 見 せ て い る 。 ハ ウ ス

えの進入路も 、並 木 が ト ン ネ ル 状 に 繁 り 、 す で に 在 る が 催 の 姿 で あ り 、 オ ー プ ン 当 時 、 添 え 木 の あ った

苗 木 の 面 影 は な い 。 時 を経た 、 自 然 の カ と 美 し さ が あ る 。 し か し 、 ハ ウ ス に 近 づ く と 卒 は 逆 転 す る ケ ー

ス が 多 い 。竣 工 当 時 の ピ カ ピ カ の 姿 の ま ま で 維 持 す る の は 無 理 な 話 だ が 、 建 物 と し て 時 を 経 た 持 味 と か 、

件いが感じられず、 外 壁 の 汚 れ と 、 く た び れ た 風 情 が 目立 つ 。 ラ イ フ サ イ ク ル の 迷 い が 決 定 的 な も の か

に と 調 べ て み る と グ リー ン の 芝 は 10年 前 後 で 貼 り 替 え ら れ て お り 、 フ ェ ア ー ウ ェ イ の 芝 の 寿 命 も 60年

ぐ ら い と い わ れ て い る 。 や は り 充 分 な 手 入 れ と 、 土地 の 環 境 に 合 せ た 配 慮 は 欠 か せ て い な い 。

建 物 に つ い て も 、 手 入 れ は 欠 か せ て い な い と 思 う が、 そ れ な り の 寿 命 は 美 し く ま っ とうさせたい 。 そ の

為 に も 手 入 れ の 出来 る 限 界 を わ き ま え た 、 自 然 環 境 に 追 随 で き る 、 素 材 と 構 造 ( デサ2 イン ) に し た い も

の で あ る 。 (Y .M)



暢 腐

プロ町ノウハウシリーズ

「衛生盤情的トラプ，時OJ 袋眠より

大字典によれば、 j腐 食 と は 「 腐 り て 形 の か く る る こ と 」 と あ る 。 しかしそのさま

は 、 今 の 表 記 に は な い 腐 蝕 と い う 字 が ピ ッタ リ している。

私 達 の 身 の 周 り に は 、 蝕 ま れ て い く と い つだ 腐 食 現 象 が 随 所 に 見 ら れ る よ う に な

った。 60年 は お ろ か 、 い う に 半 永 久 と 考 え ら れ て い た R C 造 の 躯 体 に し て も 、 鉄

筋 の 意 外 に 早 い 腐 食 速 度 で 、 築 後 4 年 に し て 梁 の 亀 裂 が 始 ま っ た 例 も あ る 。 設 備

に お い て も 例 外 で は な い 。

こ れ ら は 、 よ り 激 し く な っ た 大 気 環 境 ・土 壌 環 境 の 悪 化 や 、 水 質 の 変 化 に 起 因 し

て い る の か も 知 れ な い 。 そ し て 材 料 ・工 法 の 変 わ り ょ う も 一 役 員 っ て い る だ ろ う 。

そ れ で は 、 腐 食 に 対 し 今 後 、 ど う 対 処 し て い っ た ら よ い の だ ろ う か 。

や は り 、 難 し い こ と だ が 、 腐 食 の 生 ず る 原 因 を 知 り 、 そ れ に 合 っ た 予 防 手 段 を 取

る こ と が 、 最 も 賢 明 な 手 立 て だ ろ う 。

記 事 は 、 紙 数 の 制 約 も あ っ て 、 建 材 関 係 は 割 愛 し 、 設 備 に 焦 点 を 絞 っ た 。 設 備 を

専 門 と し て い る 方 々 以 外 に は 、 多 少 難 解 な 字 句 が あ る か も 知 れ な い 。 し か し 、 概

念は摘んでいただけると思う。

こ の 特 集 に よ り 、 計 画 時 点 や 施 工 時 点 て ¥ 少 し で も 適 確 な 予 防 措 置 が 可 能 に な れ

ば 、 企 画 を し た 甲 斐 が あ っ た と い う も の で あ る 。 ( 編 集 委 貝 ・河津隆之 )
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総 論.1

建 築 設 備 の 腐 食 ・ 防 食 概 論

一 金 属 材 料 の 腐 食 ・ 防 食 -

宮 瀬 ;享

建築設備の腐食となると、主に給排水管の腐食とその対策に

なるが、これらについては専門の方々が記述されるので、本稿

では建築物や機器 ・配管に使用される金属材料の腐食 ・防食の

一般的なことを、簡単な概論にまとめて述べる 。 したがって、

きわめて説明不足となることをお許し願いたい 。

腐 食 と 防 錆 防 食 の 必 要 性

現代にお作る人類の生活は、金属のすぐれた物理的 ・機械的

性質を利用して成り立 っているとい っても過言ではない 。

ところが、金 ・白金などの賞金属は別として、 一般に使用さ

れている金属は化学的に不安定で、安定な化合物に変化(腐食 )

しようとする欠点をも っている 。 これは、当然のことながら、

鉱物として安定であ った金属化合物を、強制的に還元して単体

としてっくり出した ( 精錬) ことによるものであり、もとの安

定な化合物に戻ろうとする自然現象である 。

すなわち、金属腐食は金属体の表面に接する環境中の物質と

の反応によ って、表面から変質して厚きが減り消耗していくこ

とをしっ 。 しかし、消耗の速い金属材料もあれば、きわめて遅

いものもある 。前者の代表は鉄鋼であり、後者の代表はステン

レス鋼などである 。大気中で、鉄鋼は、環境を遮断し得ない多

孔質の安定な化合物 ( 鉄さび ) 層を表面につ くるので腐食が進

行して消耗するのに対し、ステ ンレス鋼などは、表面にち密で

安定な化合物層ができて環境を遮断して腐食が進行しなくなる

のである 。 このような現象を不働態化したという 。

今日、各方面にイ変われている金属材料の中でも っとも多く使

用されているのは鉄鋼材料であり、全金属生産量の約96% を占

めている 。そして、このっち 70% までが大気中で用いられてい

る。鉄鋼はわずかな化学組成の変化や、熱処理、冷間加工など

で、硬さ、粘さ、強さなど必要とする機械的性質がたやすく得

られ、強度は数十kg/mm
2

以上もあ って、単位体積当たりの強度

は他の材料に 比べてきわめて大きく 、そして安価で、ある 。 した

が って、欽の生産が始ま った約3500年前から引き続いて、現代
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はまだ鉄器時代であるといえよう 。 しかし、この鉄鋼は、大気

中において何 らの防錆対策を施さずに使用すれは¥木村よりも

早〈腐 って、使いものにならなくなる 。厚さが 1%減ると、強

度は 5 - 10%減るほど、腐食は恐ろしいことを認識してもらい

たい。

腐食を防止する、いわゆる防食は、金属製品の使用期間を延

ばし、破かいの危険をさけ、時間的 ・経済的な損失を減じ、生

産性を向上するために必要であり、今日では、防食は設備技術

における重要な仕事の一つにな っている 。

設備技術を分けると、計画 ・製造 ・管理 ・保管 ・使用 ・実施

となるが、このうち計画 ・管理 ・保管がとくに防食に関係する 。

機械 ・装置 ・施設などの不良の原因として、設計 ・製作 ・組立

・据付ー ・調整 ・保全 ・取扱 ・異常 ・劣化 ・災害などがあげられ

るが、このうち異常 ・劣化は腐食によることが多い。 したが っ

て、設計の段階で取替 ・改造・補修などにおいて、防食の立場

から処理しやすくしておくべきである 。

寓 食 の 機 構 と 局 部 電 池 の 形 成

金属表面には、 図ー 1 に示すボルタ電池と同じ構成の電池が、

図 - 2 のような局部電池 ( 腐食電池 ) を形成し、アノードで金

属がイオ ン化 (M→Mn++ne-) して腐食が進行する 。図 - 1 の

ボルタ電池の H2S04水溶液を環境 ( 電解質水溶液、土壌など )

に置きかえ 、リ ー ド線を金属休とし、カソードを水素電極の還

元反応 ( 2  W +  2  e → H2) よりも酸素電極の還元反応、すなわ

ち溶存酸素の還元反応 ( 2 H2 0 + 0 2 +  4  e- → 4 0 W) に置きか

えると 、より実際的な局部電池ができ上がる 。

図 - 3 に示すように、清浄な大気中においても、相対湿度が

60- 70% になると、空気中の H20 が表面に水膜をつく って局部

電池のアノード ・カソードが活動し始めて腐食が進む。 したが

って大気中における腐食も 電解質水溶液中 と全〈同じ電気化

学的機構で腐食は進行する 。腐食が始まる点を臨界相 対湿度と

呼んでいるが、大気が汚染 ( 海塩粒子、炭素、じんあい、炭化
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水素のような有機物カス、 二酸化炭素のような無機物カスなど )

されるとどんどん下がり、相対湿度30% でも腐食した例がある 。

局部電池が形成される原因には、以下のものがある 。

①金属側における不均一性( 異種電極電池、たとえばマクロ的

には銅管と鉄管の直結接続、金属表面の酸化皮膜 ( カソード )

と亀裂 ・ピッ トなどの欠陥部( ア ノード) 、応力分布の不均一、

ミクロ的には不純物の介在、組織など〕

②溶液側の不均一性 〔酸素濃淡電池、たとえばすき間腐食 ( す

き聞がアノード ) 、さびこ ぶ( こぶ下がアノード ) 、孔食( ピッ ト

内がアノード ) 、イオン濃淡電池〕

腐食にともなう金属材料の機械的性質の劣化

(1)  加工硬化の影響

一般に、冷間加工によって硬化した金属は腐食速度を大きく

するが、それよりも、後述の ｾｊ れや脆性をおこしやすくするこ

とに対して大きく影響する 。

(2) 応力衝食割れ

金属や合金の種類によ って異なるが、特殊な環境、たとえば

欽鋼における炭酸塩 ・重炭酸塩 オーステナイトステ ンレス鋼

( たとえば 18 Cr - 8  Ni ステ ンレス鋼 ) における塩化物、賞銅

における NH4+ の存在する環境中で、引張応力 ( 外部応力でも

残留応力でもよい) によって応力腐食割れが発生し、破かいま

でに至ることが多い。圧縮応力下ではおこらない 。

(3)  局部禽食

局部腐食や孔食の程度は孔食倍数= ρ / dであらわすが、 図 -

4 に示す d の islJ 定は実際上困難であるから、実用上は、孔食倍

数= 最大侵食深さ / 平均侵食深さ、であらわす。数値が大きく

なるほど典型的な孔食となる 。 ピッ トが深いほどすなわち孔食

倍数が大きいほど、 図 - 5 に示すように、破かいに要するエネ

ルギー ( 斜線部の面積)

が小きくなる切欠脆性を |  腐食前の表面

おこして強靭性を失う 。

すなわち、延性 ・衝懲値

は大幅に低下して、延性

材料が脆性材料に変わる 。

(a) 切欠なし

( 平; 餅オ)

延性材料

引

張

荷

重

l∞ 

図 - 4 孔 食

(b) 切欠あリ ( 孔食)

舵↑古井オ糾

図 - 5

切欠による延性材料か

ら脆性材料への遷移

f申ぴ

表 - 1 に、各種環境

中における軟鋼 ( S S  

41、一般構造用鋼材で

引張強さ 41kgj mm
2

以上、

もっ ともよく使用され

ている鉄鋼材料) の孔

食倍数を示す。

(4)  水素脆性および水素脆性割れ

表 ー 1 各 種 環 境 中における軟鋼の

孔 食 倍 数

環 境 金 属 孔 食 f告 数

大 気 軟 鋼 2  - 10 

軟 鋼 2  - 30  

海 水 鋳 鉄 2  - 15 

ステンレス鋼 数百~数千

淡 水 軟 鋼 2 - 5  

土 理主 軟 鋼 2  - 25 

腐食すると、局部電池のカソードにおける還元反応過程中に

H+ + e - →H がおこり、この水素原子の一部が内部の金属結晶の

t尭なま L M 水素4及収.M

応

ガ

図 - 6

水素脆性と応力一

ひずみ線図
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格子聞に侵入し、 図 - 6 の右図に示すように強靭性を失い水素

脆性をおこす。外部からの応力や残留応力が大きいと割れに至

る。金属体内部の水素濃度が低いと、長期間後に遅れ破かいを

おこす。水素脆性をおこしやすいのは鉄鋼材料や、 Ni を含有し

ないクロムステンレス鋼であり、オーステナイトステンレス鋼

はほとんどの条件下で割れを生じない。

(5) 禽食疲れ

くり返し応力あるいは交番応力をうけて破かいする現象が疲

れであるが、非腐食性の環境中では、 図 - 7 に示すように疲れ

限度 (50 ) が必ず存在し、この応力振幅以下では破かいはおこ

らない。 しかし、腐食環境中では疲れ限度は存在しないので、

腐食疲れでいつかは必ず破かいがおこる 。 したがって、金属材

料の耐腐食疲れ性は、一定のくり返し回数 ( 10
5

- 1 0
7

) におけ

る応力振幅を疲れ強さとして相対的に判断している 。

e

d

 

応

刀

倣

幅

(

S

乾燥空気中

疲

れ

強

さ

図 - 7

禽 食 疲 れ の

5 - N曲線

10' 

log ( リ返し回数( N )

表 - 2 に示すように、一般に疲れ限度 (50 ) は引張強さが

きくなるほど大となるが、腐食疲れ強さでは関係はなくなり、

材料が耐食性であるほど、また腐食環境が弱いほど腐食疲れ強

さは大きい 。屋内といえども相対湿度が60% を上廻ることが多

いわが国では、金属が引張 ・圧縮の交番応力をうけていれば、

いつかは必ず腐食疲れ破かいをおこすと思わなけれは‘ ならない 。

表 - 2 各種環境中における金属材料の禽食疲れ強さ

疲れ強さ ( 10' )  kg/mm
2  

金 属 材 料 'il 張強さ kg/mm
2

空気中、 $0 h' i 水 中 温 水 中

炭 司ミ 鋼 36 18  12  4  

11 46 25  14 5  

H  97 52  11 

18 - 8 ステ ンレス鋼 72 34  34  

背 銅 34  14 11 14 

防 錆 防 食 の 基 本 方 法

(1)  適正金属材料の使用

環境に対して裸金属表面を使用する場合には、腐食による侵

食度の限度をきめ、それに合う金属材料を選ばなければならな

い。通常、実用上耐食性ありとする基準は、平均侵食度o. 15mm 

/y とする場合が多い 。

さらに、局部電池形成の原因となる異種金属の接触 ・材質の

不均一 ・環境作用の不均一 ・すき聞の存在 ・応力分布の不均一
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などがないように、組み立て設計上注意しなければならない 。

(2) 環境処理

a  ) 相対湿度を減少させる 屋内の空気を清浄にして、相対湿

度を 55% 以下にする 。

b)溶存酸素の除去 常温で水 1 . e に溶解する酸素量は 6.4 m.e 

(  9  p p m ) であり、これが局部電池のカソード反応を活発にし

て、腐食が大きくな っている 。空気開放であると、たえず水面

から酸素が供給されるので、密閉して空気が供給きれないよう

にするのが望ましい。 しかしステンレス鋼のような不働態金属

の場合は、逆に酸素の供給が不働態を維持するのに必要である 。

c )酸分の除去 酸性の水は腐食性が強いので、石灰による中

和は効果的であり、ランゲリア指数を正にして、防食性の水質

に変えることがある 。

d) インヒビタの添加 金属面と反応して不浴性の安定化合物

の薄層をつくる物質 ( 腐食抑制剤、インヒビタ ) を水に添加す

る。給水系統の鉄管防食にはヘキサメタ燐酸ナトリウムや珪酸

ナトリウムの添加が効果的である 。

e)屯気防食 金属表面に電解質側から電流を流入させて、表

面全部をカソードにする陰極| 坊食は、も っとも完全な防食法で

ある 。電位の卑な金属 ( マグネシウム、亜鉛、海水ではアルミ

ニウム ) と接続する流電防食法や、外部直流電源から電流を供

給する方法がある 。設計上許されるならば、陰極防食は行うべ

きである 。

(3)  環境遮断

金属体表面に、環境中で変質しにくい金属または非金属の物

質を層としてかぶせて密着させる環境遮断は、一般によく行わ

れている 。部品の保管、貯蔵、輸送の短期 ( 2 年以下) 環境遮

断には、防錆油や可刺性プラスチ ックスが用いられる 。長期( 数

年 ) 環境遮断には、カラス ・ホウロウ ・セラミ ックスの被覆、

有機質の塗装、 塗装より厚< 1  mm 以上のプラスチ ックライニン

グが用いられる 。腐食しにくい金属を被覆して、母材金属と環

境を遮断するめ っきは有効な方法である 。め っきの厚さは、厚

くても 100μ までである 。鉄鋼に対する亜鉛め っきを例にとる

と、鉄面が露出しでも卑電位の亜鉛が陰極防食して鉄を保護す

ることのみが強調されているが、大気中において、亜鉛は鉄鋼

の10倍以上の耐食性をも っていることが知られている 。防錆防

食のための金属め っきは、環境中で母材金属より耐食性であり、

母材金属が露出してもめ っき金属が陰極防食する性質をもつこ

とが望ましいのである 。錫め っきが、ジュースや果物の缶詰用

として多用されているのは上述の理由からである 。
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総 論.2

腐 食 の メ カ ヌよよ入

門 井 守 夫

近年、建物の給水設備の腐食によって漏水事故などが多くな

り、建物保全面からなおざりにできない問題となってきた 。腐

食環境としては、淡水域( 給水給湯、 J令温水、冷暖房関係等)

と土壌埋設域に分けられる 。給水設備は、受水槽、高置水槽、

給水ポンプ、衛生器具、配管類、バルブ、 7. 1<. 栓などである 。 こ

れらの腐食問題に関しては、金属側の材質面にも一部問題とな

る点は見られるが、給水設備は非常に大量の水を搬送して使用

するため、この水の水質、埋設土壌の性質、貯水槽の構造や材

質、配管類の材質に影響されているところが多い。

都市の上水道によ って供給される上水の水質は、その供給を

受ける建物側サイドでは何らコントロールを行い得るものでな

く、搬送された水質をそのまま、飲料水やその他の目的で使用

することである 。 このためこの水質によ っては大きな影響を受

けることになる 。

埋設土壌について見るに、現状では、ほとんど自然の土質に

埋設されることは少なく、客土や地下水位の高い箇所に埋設さ

れる件数が多〈、その材質、施工方法によ っては腐食による漏

水事故に至る 。

今日、上水を利用する限り、腐食性のない水は考えられない

が、水質が持っている腐食因子が複雑な組み合わせで腐食環境

を形成している 。 この腐食環境と給水設備の腐食関係を究明す

ることにより、水の管理をいかにしたらよいか、またこれを基

礎にして使用材料に何を選択するのが良いかが決定されるわけ

である 。

給水設備の腐食と水質、土質の関係を明確に示すことは、環

境側、材料側ともに多くの因子を含むため、なかなか困難で‘あ

る。 また、給配水設備の耐周年数、給配水の能率維持を目的と

した場合の使用材料の保守、選択もむずかし くなっている。こ

のような現状において、できるだけ長い寿命の構造物あるいは

構成材料の節約等が必要ならば、技術者は、どうして配管材料

( 主として金属材料) に腐食が起こるか、その原因と過程を理

解するうえに 一般的な知識としての腐食のメカニズムを知らな

ければならない。

寓 食 現 象

腐食現象は大別して、水分の存在しない環境で起こる司王食。

と、水分の存在下で起こる* 湿食。とに分けることができる 。

乾食は高温の空気による酸化、反応性の強いガスによる腐食な

どの場合であり、ここではこれを除外し、設備関係の腐食とし

ての水分の存在下における場合について述べることとする 。水

分の存在下における腐食は、水分の存在だけでなく、環境中に

存在する酸素が必要で、あり、腐食が進行するためには、この二

つの要因は必要条件となる 。

大気中の腐食は金属商に凝結した水の薄層の存在下で進行す

るものであり、土壌中に埋設される金属体も土援中の水分によ

って腐食するものであるから、いずれも、本質は湿食と考える

ことができる 。 このことより、水質、大気中の成分、土質中に

含まれる他の成分は、腐食の促進因子として重要な役割を果た

すものである 。

腐食現象は本質的には乾食と湿食とに大別されるが、その作

用機構に基づいて、つぎのよっに分類することができる 。①純

化学作用、②電気化学作用、 ③生物作用、④機械作用等がある 。

天然水、塩類水溶液、酸、アルカリ等などの環境で起こる湿食

の大部分は電気化学作用、すなわち電池構成による腐食が中心

で、後述するように金属表面における電位の不均衡に基ついて

分布する陽 ・陰極とこの二極聞に発生する電流に伴うものであ

る。 これに対し、このような電流の授受を伴わない純化学作用

のみで進行する腐食現象も実在し、非水液体による腐食や乾食

がこれに相当する 。

水中および土壌中における腐食の場合、嫌気性細菌や鉄ノ〈ク

テリヤなどの繁殖によ って促進される細菌作用の関与する腐食

も知られている 。 さらに応力や摩耗のような機械作用が関与す

る腐食現象もあり、流体が関与する場合にはキャビテーション、

エロージョン等の名で呼ばれているが、最近ではこの場合も電

気化学作用が重要な役割を果たしていることが明らかにされて

いる 。

大気中における腐食作用は電気化学的な要素が少ないので、

腐食もそれほど短期間に進行することは少ないが、電解質を多

〈含む環境に接する場合に環境の含む成分に左右されるよりも 、

使用材料の組み合わせ、施工方法によ っても腐食を促進させる

事項が多〈上げられる。しかしこれも電気化学的な要素が大き

く関係していることは明らかである 。その事項としては、 (1) 濃

淡電池腐食 (塩波度差による ) と通気差電池腐食 ( 酸素濃淡に

よる ) 、(2) 異種金属接触腐食 ( カツレパニ ック腐食) 、(3) 躯体接触
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腐食( コンクリートー土壌系) 、 (4) 電食( 迷走電流による腐食)

が上げられる。

濃淡電池は、溶液中、土撲中の環境において陽イオンでも陰

イオンでもその濃度差によってできる。「すきま」のある場合も、

溶液中の洛存酸素の濃度差によってできる通気差電池も濃淡電

池の一種である 。金属表面に触れている溶液中のイオン濃度に

濃淡があると、淡い溶液に接している部分で腐食されるといわ

れている。実際にこのようなイオンの濃淡電池は流動している

液中の銅および銅合金の腐食で見られる現象である 。一方、通

気差電池について見ると、液中の洛存酸素の濃度が異なる場合

に形成されることが多いので、別名、酸素濃淡電池作用ともい

われている 。すなわち高濃度に接した金属部分がカソード( 陰

極) となり低濃度に接する部分がアノード( 陽極) となる。こ

の間に電池を構成し腐食が進行し、アノード側の金属が侵食さ

れる 。 しかし腐食電流は最小抵抗側に従うので、境界に近い部

分に腐食が集中することになる 。

界面で起こる腐食すなわち水線腐食もこの通気差電池の代表

であり、液面下の金属体で起こることになる 。このメカニズム

も同様であり、土壌中の埋設管も地下水面下の少し下( 図ー 1 ) 、

海底に打ち込んだ杭も海面下の土壌中部分が濃淡電池作用によ

ってイ蔓食される 。

鋼管

水位

腐食音問立

不通貫性

水位面付近 異種土築

図- 1 通気差による億食概念図

キ占土質

つぎに、異種金属接触腐食について見るに、各種金属が各環

境において示す異なった電極電位は、金属や合金が接触すると

きに生じる電池 ( セル) の構成である 。原理的には、 2 種の金

属の電位化列に占める位置が遠〈離れていればいるほど、電池

構成は強くなり、発生電流も多くなるので、陽極側となる金属

の腐食は大きくなるはずであるが、これ以外につぎの 4 つの諸

国子からも影響を受けるので一概にはいえない 。(1) 接点の電気

抵抗、 (2) 環境の比抵抗、 (3) 陽陰極の面積比、 (4) 分極作用であり、

実際に起こる腐食速度は 2 種の聞に生じる電流の大きさによる 。

一般には電気伝導度の低い液中では 、液抵抗が大 きいため遠く

まで及ばないので、接触による電位分布が急勾配となるので、

接触部に近い所が局部腐食を起こす。

一例として黒ガス管の腐食について見ると、管表面の黒皮の

成分は鉄の酸化物すなわち Fe304 であり、電位的に約 + O. 2 V

と貴になり、一方黒皮下の鋼は一 O. 65V を示すので、黒皮の破

40  

損下では溶液中で

大きな電流を発生

し、マクロセル腐

食といわれる腐食

を示す。 これも一

種の異種金属接触

腐食とみなせる。

GL 

最近多くなった 図ー 2 コンクリート貫通部の禽食と電位分布

躯体接触腐食( コンクリート一土壌系) について見ると、配管

材料および防食法が近年大きく異なってきた。たとえば防食テ

ープといわれる絶縁性の高い有機皮膜で覆う防食法が用いられ

( 図 - 2  ) 、これが埋設時にコンクリ ートを 貫通する工法が多

くなった 。一般に裸の鋼管がコンクリート中に存在すれば、そ

の表面はコンクリー卜中のアルカリ成分によって表面が賞とな

り、一 O. 2V 程度まで電位が上昇する。一方土壌中の鋼管は普

通一 O.5 - 0 .7 V の電位であるため、この二極聞に O.3 V - O.5 V

の電位差が生じ、土援側の金属が陽極となり、腐食が進行する 。

これもマクロセル腐食である 。

電気抵抗値の大きな被覆は、これに傷がつかないかぎり防食

効果は大きいが、ーカ所でも小きな傷がつくとその部分が陽極

となりやすく、陽陰極の面積比より、陽極への腐食が集中する 。

腐食といわれるものの一種で、電気化学的な電池構成による

腐食としばしば混同されるものに、電解腐食すなわち電食 (E Je-

ct roJ ys is ) がある 。 この現象は、電鉄の軌条から地中に流出し

た迷走電流による障害のように外部から流入した直流が金属体

を導体とし再び土壌中に流出する個所に限り局部的孔食を生ず

るもので、自然に起こる腐食現象とは根本的に区別されるべき

である ( 図ー 3 )。 最近では電鉄以外の直流電源、のものも多く、

一部、交流電流による腐食も取り上げられつつある 。

寓 食 の 様 式

架車車

鋼管

図- 3 電食( 金属配管の禽食)

実地における腐食を防止するには、その発生原因を知ること

が必要で・あるが、腐食の様式を見極めることにより、その原因

をある程度判定できる 。

通常現れる腐食の様式を分類すると、つぎのごとくである 。

(1) 全面積食 腐食が金属の全面にわた ってはほ均等に生ず

るもので平均化されているため進行はあまり急速で、なく、実害

はそれほど深刻ではない。大気中の腐食は一般にこの型式に属

し、また純化学腐食や強酸中における鉄の溶解もこれに属する 。

その腐食速度を mm/ y という値で示すことができる 。設備関係



に用いられる実用材料はこのような腐食をせずに、つぎのよう

な局部腐食をするものが多い。

(2) 局部億食 腐食が金属表面の一部に集中するもので、つ

ぎのような数穫の型があり、いずれも小面積に集中するため、

早期の窄孔や亀裂を起こして、はなはだ有害で‘ ある。これは主

として金属面に分布する陽陰極の面積比で、陽毎部が小さい場

合にこの部分に集中するためである。また、金属面における電

位差が場所によって均等でないことが原因で起こる場合で、つ

ぎの 5 つが上げられる。①孔食 ( pi t t i ng) 、②粒界腐食、③選

択腐食、④接触腐食( 方、ルパニ ック 腐食) 、⑤隙間腐食。

水 に よ る 寓 食 の 機 構

腐食の電気化学説は理論ではなく、幾多の実験研究によって

確かめられた事実である。この理論によれば、液中の金属表面

には種々の原因によって電位( 差) を異にする部分が実在し、

その結果、無数の局部的短絡電池が形成され、 図 - 4 に示すよ

うに陽極部に相当する金属表面が腐食されているという 。

Fe2
+  

ζ: 
ふ

除キ;F. l B
F斜、;?aB

槻査部 ---------
¥腐食生劇却

Fe(OH)2また l;tFe(OH)3 

金属傾向)

図 - 4 局部禽食と局部電池( 水溶液中)

このよつな腐食電池を形成する要因としては、数多く上げら

れる材料側の内部因子としては金属の組成、組織、表面状態、

内部応力 ( 残留応力) 、温度差など一切の不均一性がこれであり 、

ことに表面において異種金属相が接触して存在する場合は、そ

の典型的な腐食電池構成に相当する。

つぎに環境側の外部因子としての溶液側に起因するものとし

ては、金属表面と接する溶液が部分的にイオン濃度洛存酸素量、

温度、流速などに差異を有するときの局部電池である 。なお水

素よりもイオン化傾向の大きい( 低電位) 金属の場合は、いわ

ゆる置換作用により金属がj容出し、液中 の水素イオ ンが放電し

水素が発生すると同時に金属が浴出するので腐食が起こる 。 こ

のよつな置換作用は金属表面の局部電池によって助長されるが、

根本的には水素イオンの放電する高電位の陰極部分と金属がイ

オンとなって溶出する低電位の陽極部分とによって構成される

広義の局部電池の作用に帰すことができる。

このような局部電池作用または置換作用に基づき、水中で鉄

が腐食する基本的反応は次式で示すことができる。

陽極部: F e - 2 e → F e
2
+  (1) 

陰極部 : 2 H+ + 2 e - →H2 (2) 

または 2 H+ + 2 e - +よ02→ H2 0 (3) 

2  

腐食が電気化学反応によるものである限り、電荷の均衡が保

たれるため、上記の陽極反応(1) と陰極反応(2) 、(3) とは同時に同

量だけ進行することが必要で‘ ある。すなわちこの両種の電極反

応のいずれか一方が進行を停止すると他方も停止する性質のも

のである。

一般の水の場合、陽極反応は比較的速やかに進行するが、陰

極反応の速度は遅いので、これが全体の反応速度を決定する 。

この場合、酸性が強いと (2) で表されるH2の発生反応、を伴う水素

発生型の腐食となるが、その他の場合は(3) で示される酸素によ

る復極反応に支配される酸素復極型の腐食が起こる 。

以上の電気化学反応による過程に引き続き、水質が酸性でな

い限り、金属水酸化物( 水和物) の生成などの純化学反応によ

る過程が随伴する。したがって状況によっては、これが全体の

腐食速度を決定する。すなわち陽極反応で生じた金属イオンと

陰極反応の結果生じた水酸イオンとは次式のごとく反応する。

F e
2
+ + 2 0 H-→ F e ( OH )2 

生成した水酸化第一鉄は、溶液中の溶存酸素と反応して水酸

化第二鉄、すなわちホ赤さぴ。を沈澱する。

2 F e ( OH)2+1/ 202十 H20→ 2 F e ( OH)3 (5) 

2 F e ( OH)3ごF e203+3H20 (5)' 

赤さび ( Fe203・XH20) は鉄の腐食生成物であるが、組成は

複雑であり、酸素の到達量が十分で、ない場合はその中間的生成

物の磁性酸化鉄 ( Fe304' - XH20) すなわち、黒さぴ。を生ずるこ

ともあり、最終的には x F e O+ y F e 2 0 3 + z  H2 0 とい う組成であ

るといわれている。電位系列において水素より賞な金属( たと

えば銅) の場合は陰極部で舟水素イオンの放電は起こりえないで、

次式で示す反応が起こる 。

陽極部 : C u - 2 e一→Cu
2
+ (6) 

陰極部 : を0 2 + H20+2e - →2 0 W  (7) 

このように陽極部に金属イオン、陰極部に水酸イオンを生ず

ることは変わりなく、引き続いて溶液中で C u
2
+ + 2 0 H一→C u

(  O H) 2 のイオン反応により水酸化物を生ずることは卑金属の

場合と全〈同様である。

ま と め

腐食の進行、腐食の様式について少しく述べたが、大気腐食、

土壌腐食と環境についての腐食のメカニズムがある 。また腐食

におよぽす諸国子の問題、腐食と水質の相関性、配管材料の選

択および防食等について述べることができなかったが、参考書、

文献が多〈報告されているので、設計者、施工者はこれらを参

照して、腐食のメカニズムの知識を持ってもらいたい 。

参考文献

P'I 井. 水道水による腐食、防食技術、 21- 2  ( 目前6) 、 P51
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1"1井、盟問 設備配管の腐食と対策、リ 7 才一ムと耐久計画、昭61、理工評晶

( かどい もりお 日本大学理工学部工業化学科助教授)
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各 論.1
( L ・c . c ) の考え方が浸透しつつある 。

本稿では、建築設備配管の耐周年数の実態、並びに今後ますます

増大すると考えられる耐食配管材料および配管工法について述べる。

管 材 の 腐 食 と 対 策

松 野 徹 朗

建 築 設 備 配 管 の 耐 周 年 数 の 実 態

建築設備配管の耐用年数に関する調査データは少ないが、一部報

告されているものを見てみると、給水配管では 、図一 1のように 12

- 13年経過した建物のうち約半分の5 0 %の建物は給水配管の一部更

新が行われ、20年経過した建物の10 %程度の建物が給水配管の全部

を取り 替 える結果となっている。なお全部取り替えるまでには部分

更新が行われ、その頻度と費用の面から対応しきれなくなったとい

うことであり、メンテナンス費用がかなりかかっている 。

また給湯配管の耐周年数を見てみると、 図 - 2 のように用途によ

って異なり、湯温が高〈使用頻度も多〈、さらに湯量の多いホテル、

病院、事務所ピルの順に耐周年数が短くなっていることがわかる 。

このように、耐周年数は用途とともに使用条件によって大きく異な

り、非常にバラツキの大きいことがわかる 。

いずれにしても、建物の寿命に対して設備機器、配管の寿命は短

〈、メンテナンス資が非常に大きいことが図ー 3 、 4 からもわかる。

このことから、経営者も高度成長期の建て替え( スクラ ップ ・ア

ンド ・ビルド ) 時代が過きー去っ たことを悟り、建築および設備の耐

久性の向上やライフサイクルコスト ( L ・c .c ) を考慮した建築設

計の重要さに気づき始めている。

今後は、建物と設備の耐用年数の相違やシステムの将来性から、

それぞれの寿命の係り合いを理解して部分的リフレ ッシ ュによ って、

建物が老朽化することなく、いつまでも初期の機能を保持させるこ

建築設備配管に対する要求品質は、建物構造 ・用途 ・生活環境に

よる使用条件などで異なり、近年、建築設備の腐食事故が多くなり、

建築の保全面から設備機穏や配管の耐久性の向上が強〈要望される

ようにな ってきた 。

建築設備配管における腐食が社会的問題として表面化してきたの

は昭和35年頃であり、関西の日本住宅公団 ( 現在の日本住宅・都市

整備公団) の団地で 「給水管の蛇口から赤水

が出る」、「水道メータが錆詰まりで廻らない J

とい った事故が続出し、上市されて問もない

ii 硬質塩化ビニルライニング鋼管」が着目さ

れて、昭和38年に奈良 ・大阪地区の団地 ( 306

戸) に初めて採用された 。

しかし、世間一般ではまだ赤水や腐食に対

する認識は浅く、昭和40年頃までの建物は、

亜鉛め っき鋼管ーがほとんどであ った。現に日

本住宅 ・都市整備公団が給水管に塩ビライニ

ング鋼管を全面的に採用するようになったの

は、昭和43年のことである 。 また、実際に腐

食に対する認識が高ま ったのは、受水槽問題

が取り上げられた昭和45年の 「ビル衛生管理

法J が制定されてからである 。それも赤7)< • 

赤錆に対する問題意識であり、設備機器や配

管ラインとしてのシステム全体の耐久性が真

剣に考えられだしたのはごく最近のことであ

る。 このために現在でも腐食問題に苦慮、して

いる状況であるが、幸いなことに、数年前か

ら腐食問題の実態を正しく認識し抜本的対策

を進めるべく、建物および設備配管の耐久性

向上に関する調査研究が政府 ( 建設省、通産

省) をはじめ各種の団体 ・協会および民間企

業でも積極的に取り組まれるようになってき

た。 また、業界でも設備の設計 ・積算に当た

り、イニシャ/ レコストのみでなく ・メンテナ

ンス費 ・寿命も含めたライフサイクルコスト
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と を 考 え る べ き で あ り 、 建 て 替 え 時 代 に 代 わ っ て 、 建 物 の リ フ ォ ー

ム 時 代 へ と ま す ま す 移 り 変 わ っ て い く も の と 思 わ れ る 。

配 管 材 料 の 耐 久 性

配 管 材 料 の 耐 久 性 は 、 管 を と り ま く 環 境 や 施 工 の 優 劣 等 に よ っ て

異 な る も の の 、 配 管 材 料 の 腐 食 に つ い て い え る こ と は 、 プ ラ ス チ ッ

ク 管 材 は 腐 食 し な い が 、 金 属 管 は 程 度 の 差 こ そ あ れ 腐 食 す る も の と

考 え な け れ ば な ら な い 。

こ の こ と は プ ラ ス チ ッ ク の 場 合 、 電 気 抵 抗 値 が 約 10

15

Q  cmと大き

い た め に 腐 食 原 因 の 電 流 は 発 生 し な い が 、 金 属 管 の 場 合 、 抵 抗 値 が

約 1O- 16 Qcmと非 常に 小 さ く 、 わ ず か な 電 位 差 で も 管 表 面 の小 さ な 欠

陥 部 に 大 き な 腐 食 電 流 が 流 れ る た め で あ る 。 電 位 差 の 発 生 要 因 と し

て は 、 異 種 金 属 の 接 触 、 金 属 加 工 時 の バ ラ ツ キ や 管 を と り ま く 環 境

の 濃 淡 ( 酸 素 濃 度 、 土 壌 の 組 成 変 化 な ど ) が あ る 。 管 表 面 の 欠 陥 と

は 、 金 属 表 面 に は 10 A - 3 0 A程 度 の ご く 薄 い 耐 食 被 膜 層 ( 不 働 態 層 )

表 ー 1 建 物 別 の 標 準 的 な 耐 周 年 数
(単 位 年)

時ぞ

住宅( 集合を含む) 非 住 毛

イ蔚 考

専 用 部 分 共 用 部 分 禁時保 立時ｾ
給水管 20 30 20 20 防錆 ｾｊ の注入、水質

管理はしない。

給湯管 20 30 20 30 向 上

排水管 30 40 40 60 E干房系統は消十ft} を、

年 l 回行う 。

冷 ・温水管 20( 30)  20( 30)  水f空管理はしない。

冷 却 水 管 15( 20)  20( 30)  向 上

蒸気管 20( 30)  20( 30)  向 上

還水管 15 15  

消火管 40 60 60 iJJ. 式で、水の流動の

ない場合

注: (  l 内は水質管理を行勺た場合を示す.

表 - 2 配 管 位 置 に よ る 標 準 的 な 耐 周 年 数
(単 位 年)

耐用

60 40 30 20 15 

年数

l 土問コンク l ボード・j長り 1 二重天井内 ] . 全面関係シ 1 機械室内

自己 リート内 シャフ卜内 2. 仕上げ材の ャフ ト内 2 屋上露出

2. 舗装の下部 2 プレハプ天 交換が恕定 2 配管用ユニ 3 土中迎設

会H式 3 シンダーコ 井内 されている ッ ト内 4. 器具内

ンクリート内 3. 床下ピ ッ ト 部位 3 . 1. H寸き全面

位 4 床 壁 埋 め 内 ピッ ト内

込み

誼 5 プロ ック桜

シャフト内

建築物 建築椛迭の磁 仕上げ材の取 仕上げ材の交換 点検用扉などの 特に必要とし

改修 立農を聖書す。 り外しを要す. と同時に行う 。交換を要す。 ない。

表 - 4 集 合 住 宅 に お け る 建 築 設 備 の 現 況

を 有 し て い る が 、 管 表 面 と 接 触 す る 環 境 の 変 化 ( 流 速 、 塩 素 、 pH、

温 度 、 バ ク テ リ ア な ど ) に よ っ て 発 生 す る も の で あ り 、 こ れ ら を 防

止 す る こ と は 難 し い と い え る 。 し た が っ て 、 優 れ た 耐 食 管材 と す る

に は 、 プ ラ ス チ ッ ク 管 ま た は プ ラ ス チ ッ ク ラ イ ニ ン グ 等 の 複 合 管 と

す る こ と が 得 策 で あ る 。

し か し な が ら 管 と 継 手 、 管 と 機 器 類 と の 接 合 部 は 、 人 的 要 素 が 介

入 す る た め 、 こ の 部 分 が 配 管 ラ イ ン と し て の 耐 久 性 を 決 め る と い っ

て も 過 言 で は な い。

こ の よ う に 、 配 管 材 料 の 耐 久 性 は 管 内 水 の 水 質 ・水 温 ・流 速 お よ

び 管 外 面 の 環 境 、 さ ら に 配 管 施 工 の 優 劣 な ど に よ っ て 大 き く 変 わ る

た め 、 耐 用 年 数 を 決 め る こ と は 難 し く 、 実 績 か ら 推 測 す る こ と も 必

要である。

昭和60年 11月 の 建 設 省 か ら 発 表 さ れ た 建 築 物 の 耐 久 性 向 上 技 術 の

開 発 概 要 報 告 書 に よ る と 、 建 物 の 寿 命 に 対 し 設 備 配 管 の 寿 命 が 短 い

こ と を 前 提 と し て 、 耐 周 年 数 を ど の 程 度 期 待 す る か を 表 ー 1 、 2 、

表 - 3 用途による 標 準的 な 耐 周 年 数 ( 期 待 値 )
( 単 位 年)

用 途 接 合

用途および

工 法 給 給 排 通 冷 冷 恭 還 t肖給ねじ 護接会 v p 襲械器その他

グ〉グ〉ラ 5持?符ｾｲ＠ 妥議T 硬 軟 コ 引 ノ 娘 豊キコ百却 j品 つ つ ッ I  抜 |

配管材料 水 治 水 気 気 水 火 V由主 ンピフラ C ろ ろ A水L ニ止阻ハプ ＷＱＧｾｦ＠
水 水 芋 グ ン 護うう 筏 斉IJ ン

ジ 合 グ

鋳 鉄 管 6 0 6 0 1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1401 1401 160 

め水道っ用き鋼管 201 1  1  1201201 1  1  1  1151 1  1  1  1  1  1  130130 

配決管議鏑用鋼管 (白 ) 1201 130140115120 301 1151 1  1  1301 1  1  130130130 

配管' J f J

1共栄鋼鋼管 (l).U1  1  1  1  1  11512011512030 301 1  1  130130 

温ピ

ライニング鋼管 401401 1  1301 1  1  1  1  1  1151 60 1  1  1  1  1  130130 

ポリ粉体

ライニング鏑包 301 1  1  1301 1  1  1  1  1  1151 60 1  1  1  1  1  130130 

A 内配管用

ステンレス鋼管 30301301 1301301 1301 1  1  1  1  1  1301401 1  130130 

. 2  

鋼管' 301201301401 1301 1  1601 1  1  1  60 1  1  1  140130130130 

水道府鉛管 401 1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  160 

• 2  

排水用釘mZ 601 1  1  1  1  1  1  1  1  1  60 1  1  1  1  160 

E世質

極化ビニノバ3z 401 1401601401 1  1  1  1  1  1  1  1401 1  1  1  1  1  130130 

面f然 性

溢化ビニル43 401 1  1  1401 1  1  1  1  1  1  1401 1  1  1  1  1  1  130 

水滋周

ポリエチレンd庁 401 1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1  1401 1  1  1  1  1301 130 

4盟主占: l . l 盟問炉M耐久間I i W締削機慨直結占領略柿俳 II Fl lによる 注) ・l 岱菌コアfosll ・2 フレア町線合をJll除する

部 位 配管・機器名 主なる問題点

代表的な配管材料

考ＱｦＮすべき ［｛ ｊｾ 項
金 属 管 複 合 t l ' 合成樹脂管

給 水 管

赤水、腐食漏水、釘n吉 鋼管 極ピフイニング鋼管 広ビ管

住

まり ステンレス鋼管 ( 7 ランジ、リング付き ) 耐衝怒性上孟ピ管
耐久性のある材料、互換性のあるシステム、{ ヨ

給 湯 管

腐食漏水、施工ミス漏 鋼管 耐熱性塩ピ 耐熱性極ピ管
頼性の高い工法

水 ステンレス鋼管 ライニング鋼管 架僑ポリエチレン管

戸

画己

排水管(機校管) 汚物詰まり

鋳欽管 排水用場ビ t . i ピ管 適切な排水勾自己と日後、 h'l 鮒可能な柿除口とト

鋼管 ライニング鋼管 ラ ップの設置

部

向 上 同 上 向 上 耐久性の高い材料、消婦 ( 高圧洗浄) 可能な配

( 立主管) 汚物詰まり

管計画と掃除ロの設置

β H  az 

亦水、腐食漏水、鈴結 鋼管、銅管 点検、更新可能なスペース内に布設、取り杯え

共 給 水 管

まり ステンレス鋼管

極ピライニング鋼管 耐衝草書性上孟ピ管

可能な継手の線用

用

排水用塩ピ

耐久性の高い材料、がf揃 ( 高圧洗浄) 可能な自己

部i

排 水 管 汚物詰まり 鋳鉄管、鋼管

ライニング鋼管

塩ピ管 管計画と帰除口の設置、点検可能なスペース内

に布設

スケーノレ、腐食

FRP 定期点検消婦の簡易化、耐久性の高い材質 ( F

水 相 類 ステンレス 樹脂コーテイ ング

R P製) 等の探用

機

ポンプ等動力類 t自粍品の煙量粍 定期点検と ｩｾ￭ 粍品の交換

変 圧 器 オイルの定期点検、交換 乾式ノマ y ケージタイプの係用

照 明 器 具 球切れ、照度低下

規佑品のJ主用、白熱灯に比し、寿命の長い蛍光

器

灯の1 * 用、げf婦、取り喜子え可能な位置に設置

防 災 機 器 機能不良、消耗品交換 定期点検、音11品交換、苦' ，;1在地交換

然 i!京 機 器 加熱昔日の老化機能不良 部品交J典、本体更新可能なスペース内に設置

43 



スペースカ大きいが、取り | 点検 ・交換がきわめて容易 | 点検補修のため 、はつリま

替えの容易なもの | なむの | たはこわしが必要なもの

図- 5 パイプシャフトの形式

給渇器( 先止式ガス給湯n 等)

図 - 6

3 で示されている 。各配管システムと建物自身の期待耐用年数との

間に差がある場合は、数回の更新等の対策が行われることになるの

で、初期計画段階で更新等が容易に行われるように配慮する必要が

ある 。

更 新 性 を 考 慮 し た 配 管 工 法 と 配 管 材 料

最近の、建築設備の耐久性について検討が盛んに行われている集

合住宅の現状は表ー 4 のとおりであり、腐食による漏れ、錆詰まり、

赤水等の問題を解消するためには、プラスチ ック管、またはプラス

チ ックと金属との複合管の採用がますます増えるものと考える 。

配管材料の要求品質は、縦引き、横引き配管あるいは住居部、共

用部などの配管場所 ・位置 ・状況によって異なり、配管システム等

については 、前述の更新計画によって決まる 。

たとえば縦引き配管の場合、耐渓性、耐火性、耐食性、座屈強度

等が要求されることから、フランジ付きまたはリング付き塩ビライ

ニング鋼管が多用されている 。今後は、更新の際に建物の躯体や内

装を傷めることなく 、容易に取り替え工事ができるように 、図 - 5

に示すようなパイプシャフ卜の形状 ・スペース、配列などを十分に

検討することが大切である 。

横引き配管については住居内配管ということもあり、今まではイ

ニシャルコストの安い分岐配管が主流を占めていたが、最近は更新

性の点から接続箇所の少ない 図 - 6 のようなヘ ッダー配管が検討さ

れている 。 このシステムの具備すべき条件として、下記項目がある 。

(1)  配管材料としての条件

①飲料水に適した材料、システムであり、腐食劣化や赤水 ・背水の

発生等に よ り、 71< を汚さない 。

②継手等の接合昔日が少なく 、管はフレキシブルな長尺物で運搬が答

易であり、任意の配管ルートで自由に施工できる 。

③適当にして均一な水量が得られ、ウォーター ・ハンマ一、伸縮な

どによ る騒音、振動 などが発生せず、住環境を悪化 させない 。

④火気や特殊な治工具の必要がなく、施工精度が安定して得られる。

⑤保温 ・結 露 ・凍結に対しての配慮、がいらない 。

(2) 計画段階で考慮すべき事項
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! - S エスロメタ ックスのすi封現絡

10  15  20 

B  ( in)  3/8 1/2 3/4 

外 径 15 .7  19 . 1  25. 8 

内 径 11 .5  14. 5 20. 6 

βH tx 

厚 2 . 1  2. 3 2.6  

長さ (mht きJ 25 25 25 

外崎( 架橋ポリエチレン)

内l曹臼明書官リエチレン)

金帰強似冒( アルミ合金)

図 - 7  エスロメタックスの構造

繍 身 償 却1アイポ' ) 一色、内面は拍色

表- 6 管布設箇所と工法

一量管( 従来) 方式 ニ 軍 管 ( サヤ管) 方式

床

構

造

単

床

情

造

①更新時に躯体や内装の解体がなく、更新性に優れている。

②漏水時の早期発見がでいき、修理が容易である。

③住宅の平面プラ ン上の制約を受けないシステムである 。

④新設時、更新時の工事授が安価である 。

ヘ ッダ一方式は決して新しいシステムではなく、空調配管に軟質

銅管でも って適用されていたものである 。 しかし腐 食の激しい衛生

配管のために、プラスチ ック管である架橋ポリ エチレン管やポリプ

デン管等によ って盛んに検討が進められている 。

積水化学工業では、このヘ ッダー配管材料として、 表ー 5 、 図 -

7 に示すような、 11次質銅管に類した特性をもっフレキシブルにして

長尺、軽量な金属強化複合フ。ラスチック管「エス ロメタ ックス J を

上市し、すでに笑績を重ねつつある 。

ヘ ッダ一方式にも配管の布設箇所等により、 表- 6 のように分類

されるが、将来的には配管システムとしての信頼性、更新性、経済

性などの面から 、屯気のコンジェ ッ トチューブと 同様の躯体 ( スラ

ブ内 ) にサヤ管を布設する方法が増えるものと推測される 。

おわりに 建設省ではセンチュ リーハウジングシステムが遂行

され、通産省では高耐久性管材の研究が行われているものの、建物

と設備との耐周年数の相違による設備配管のリフォームについての

現状は、更生管法か耐食管材による配管替えの方法しかなく、重要

な問題とな ってきている 。これからの設備配管は、用途に応じて耐

久性、メンテナ ンス性、更新性等を十分に考慮、し、 トータル的な信

頼性を向上させた配管システムを構築することが肝要で・ある 。

今後、これらの研究、開発をさらに進めるにあたり、皆様からの

忌慌のないご批判、ご提言をお願いする次第です。
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等の要素から、鉄を中心とする金属が多数使用されている。

わが国は四方を海で囲まれた島国でもあり、海塩粒子による塩害

が腐食の主要因となっている( 工場地帯や下水処理場近傍では腐食

性ガス要因もある) 。また降雨量も比較的多〈、湿った環境も、この

腐食要因を助長している。大気中の平均的な欽の腐食量は、わが国

ではo. 16mm/ 年と言われ、米国の0. 12、アラブ諸国の0. 002の値から

見ても防食の重要性、必要性が求められている。

防食は、一般に直接的利益を生み出すとか商品価値をアピールす

るとかのプラス面は少なく、 7 イナス要因を補うことから、力の入

りにくい分野である。しかし鉄の腐食を減らして倍長持ちさせれば、

関連の生産エネルギーはY 2 ' こなり、省資源、省エネルギーの大きな

柱であることも明確でみある 。ま とめると 図ー 1 、 2 、 3 になる。

防食仕様の決定に当たっては、その費用対効果を十分にする必要

がある。素材開発の進んだ現在、経済感覚なしで見れば相当のもの

は考えられるが、やはり建物全体のバランスを見て適切な対策を行

うべきである。腐食対策費を増やせば損失額は急激に減少するが、

損失額と対策費との比が屈折点をもって存在し、両者の合計費用の

最低点をもって決定されるべきである( 図ー 4 ) 。その要因としては

耐久性、用途、地域、取り扱い、設置状況等複雑な絡みがあり、一

防食イ士織の決定

男

はじめに 建築設備機器の腐食に関して 、室内、室外設置を問わ

ず数々の報告がなされている。さらに建築物のライフサイクルが大

きく取り上げられる今日、調和のとれた対策が求められるようにな

ってきた。とくに空調機の場合、空冷化が大きく進む中で( エアコ

ンでは約9 0 %にその屋外機の設置環境から塩害腐食が顕在化し、ダ

イキン工業では数多くの研究を行っている。その一端と対策をご紹

介する。

各 論.2

機 器 の 腐 食 と 対 策

忠

防 食 の 必 要 性

辻

- 台風、季節風によって温分が持ち上げられて海温粒子が発生する。

・環礁岸壁等で波がつぶれて海庖粒子が発生する。

・海水中に含まれる気泡が水面近くで破裂し織広位子が発生する。

図 - 2  海塩粒子の発生機術

空調用屋外機( 主熱交換ユニ ッ ト) には、加工性、強度、コスト

l  l  

ｨｾｲ＠
塗目真の寿命の推定

》ι L

試験帥

沖縄地区 本土( 推定)
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焼
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標準機と防食機の仕織の違い

扇面P 主主 t票 t事 機 防 食 機( E，) 箆 防 食 機( E，)

塗 装 用 亜 鉛 鉄 板 塗 装 用 亜 鉛 鉄 板 喰 袋HJ ' JE鉛 鉄 板
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言でなかなかわかりにくい面もある。当社では、防食仕様機として

の仕様確立と設置の目安を作成したので紹介する。この 目安も今後

の技術開発で変化はするが、現状での考え方を示す。

( 1)  防食仕機 金属の防食方法を 表一 1 に示す。空調機の場合で

は美粧性、加工施工性、選択性、経済性等より塗装による方法が取

られている。塩害防食の塗装決定に当たっては、

・屋外暴露試験( サンプルピースを海岸にさらし、膜厚減少やクロ

スカ ッ ト昔日のふくれ、割lれ、はがれ等を評価する)

・耐候性試験( 自然現象の劣化要因の中で、光を中心として湿度、

風、雨の条件を附加し、試験片の変退色、光沢度などの劣化に対す

る評価を行う)

等を素材別、下地処理別、塗料別、塗料メーカ別に行って、性能

の評価を行っている。これらの種々の試験結果をもととして塗装、

仕様の決定と、そのおのおのの塗膜の寿命の推定を行った 。 とくに

沖縄地区では、海塩粒子が地形の関係からも多量に発生するので評

価値を変えている 。結果を 表 - 2 に示す。

同様にして屋外機の各構成部品の防食性能を評価し、標準化が行

われている 。防食仕様機はE ，と E2の 2 機種とし、設澄の状況に合わ

せた選択を行っている ( 表 - 3  )。

(2)  防食機設置の目安 塩害防食の原因は海塩粒子であり、地形、

風向、風速、建屋の状況、海岸からの距離により粒子径、粒子量も

1. 0  

海

海

外

内

々

C

m

m

高

4

2

の

~

~

抽

出

3

1

波

①

②

0. 1 0. 5 

到達 Ｓｾ 車 ｨ

図 - 5 波; 良の高さ( 外海・内海の区別) による

海塩粒子量と flJ 遠距厳

古風による影響が大きい

図 - 6 海岸付近の設置の目安一季節風・台風による影響の大きな地域一

異なったものとなる 。一例としての値を示すと 図 - 5 のようになる。

日本においては冬季の北西季節風、秋季の台風による影響が顕著

であり、地域性を考慮して設置仕様は決定すべきである( 図 - 6 )。

縦島では風向が定まることはなく、全方面から海塩粒子の影響を受

けるので、とくに注意し設置環境を配慮する必要がある 。

防食機の設置の目安をまとめると 表ー 4 のようになる 。 これは一

般的な状況であり、障害物の有無、他の空気汚染要因( 工場、道路)

等により位置付けを変えてみる必要がある 。 また直接塩風が当たる

表- 4 海岸付近の防食機設置の目安
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場所とは、塩分を含んだ水が直接あたる場所ではない。

防食対策を向上させるポイント

防食に関しての機器部分についての対応を述べてきたが、それだ

けでは決して完全で、はなく、むしろ機器の設置計画、据付施工、据

イ寸後の管理が防食性能を大きく左右することになる。われわれは定

時的に防食仕様機の納入後の追跡調査を継続して行っているが、そ

れらの経験により得たことを述べて参考に供する 。

(1) 設置計画 屋外設置機の場所を選定する場合、通常チェ ック

ポイントのほかに、防食機についてはつぎの点に注意する 。

・機器の設置は建物の風下にし、できるだけ直接海風が当たるのを

避ける 。

・やむをえず海岸側になる場合でも 、防風板を設ける。

・周囲は点検、補修スペースを十分にとること。

・将来の交換や大修理時の搬入経路、スペースを確保しておくこと。

(2) 据付施工 機器の据付施工に関しての注意点はつぎの通り 。

・水はけの良い据付を行い、とくに下部の据付面には水の溜まらな

いように注意する。

・搬入時、外装部にキズや変形が生じた場合速やかに交換や補修を

行う 。塗装面の擦り傷は、小さくても完全に補修しておくこと 。

- 基礎ボルトで固定した部分は、グリス等を塗り込んで7] ( の浸入防

止を行う 。

- 工事材料等で錆びやすいものを置いたり、取り付けたりしない。

周辺の工事にも注意し、鉄粉、残材などが残らないようにする。

(3)  防食管理 われわれの実機調査の結果では、防食管理の有無

が寿命、性能に大きく影響を与えていることがわかった。すなわち、

海岸附近に設置されているものは 無対策機では 5 - 7 年が一つの

限界と考えられ、機能的障害が発生している 。防食仕様機を設霞し

た場合は 7 - 8 年経過後も障害なく使用されている。

日方食管理を行っている場合、外観上もその美観を保ち、機能的に

も劣化は全〈見られない。防食管理は塗装商の保護が主で、ワ ック

ス塗りや塗装補修を定期的に行っている。防食性能を定量的に評価

することは困難でレあるが、一つの見方として、 表- 5 のような基準

を作成して実機の調査を行った。この結果をみると、やはり相当の

差が認められた。

表 - 5  防食機関査結果

(1)調査年月

初回 昭和57年 7 月ー 9 月

再 調 査 昭 和60年 5 月 - 8 月

(2) 調査台数 31台

(3) 評 価

(4) 結 果

評価点 nr の 状 況

5  新品問機、サビの発生なし

4  

多小サピ有' ) 、塗装メ ンアまで

は不必要

3  

サビ有り、 塗装メンテが必要

(上塗程度)

2  

サビ多い、重メンアが必要

(下地処理後塗装)

l  

使用に耐えない、ケージ ング等

の交換が必要

調5 .57企4 三 調5. 60年査

平I勾経過王手数

2 年 5 年

6 カ月 4 カ月

海岸からの 5 3 9 m 

平均距離 (l O m- 3 k m)  

総 合 4. 03 3. 52 

評

{耐

補修占

4. 20 3 .75 

手メン汁ンス

有り (  17台) (19台)

I主句 補修

3. 82 3. 17 

メンテナンス

(14台) (12台) I  
無し

まとめ 塩害防食については、空調機のみでなく、他の建築屋外

機諜にも同じことが言える 。| 坊食対策は、機器側のみでなく、計画

上、施工上、管理上、おのおのの連係をもって成り立つもので、こ

れらの点を建物使用者側に十分納得してもらう必要がある 。

( つじ た だ お ダイキン工業株式会社空調営業本宮11ンステム開発室長)



各 論.3

電 食 と そ の 対 応

佃 進

て腐食速度も桁違いに速い。 したがって、迷走電流の存在する環境

に埋設された各種配管や地下構造物の腐食を防止するには、迷走電

流やその他の腐食性環境の笑悠を正確に把握し、その状況に応じた

適切な防食対策を実施する必要がある 。

ここでは電食およびその対応、について概要を述べる 。 さらに、コ

ンクリー卜 / 土壌 ( C/ S ) 系マクロセルをはじめとする種々の局

部電池作用による電解腐食も電食と呼ばれることもあるので、これ

らの自然腐食についても若干述べたい。

電 食 と 自 然 禽 食

金属の腐食形態を分類する方法は稜々考えられるが、現在では 図

一 1 のような分類が一般的である 。

地中における金属体の腐食は、迷走電流の電解作用によ って生ず

る電食と、迷走電流が存在しない環境で生ずる自然腐食に分けられ

る。 しかし自然腐食も、種々の要因で金属表面に形成される局部電

池作用により陽極音11から腐食電流が流出し、電気化学的反応によ っ

て、金属体がそれをとり囲む環境の土援や水などの電解質中にイオ

ンとな って溶け出していき腐食が進行していくものであり、電解腐

食あるいはこれを略して単に電食と呼ぶこともある 。

通常は電鉄や各種の直流電気設備から漏れた人為的に生じた迷走

電流によ って生ずる腐食を屯食、それ以外を自然腐食としている 。

1  電食

' 屯食は主として電気鉄道の軌条から大地へ漏れた迷走電流によっ

て生ずる現象で、 図- 2 に示すように地中を流れる迷走電流がい っ

たん埋設金属体に流入し、思IJ の場所で再び地中に流出する所で激し

い電気分解、すなわち屯食が起きる 。 またこの時の埋設金属体、軌

条、および周囲の大地の電位分布を示したのが図- 3 である 。すな

わち、電車の位置付近は軌条の電位が高〈、大地へ電流が漏れ、さ

らに埋設金属に流入して軌条屯流とともに変電所の方へ流れていき、

変電所付近では軌条屯位も大地電位も低いので、迷走電流は埋設金

属体から大地、それから軌条へと帰っていく 。 したがって電食を受

けるのは変電所付近が多いが、必ずしも変電所付近だけでなく、 図

- 4 あるいは 図 - 5 のように、軌条付近で流入した漏れ電流が土援

抵抗率の低い河川横断音[1や配管の末端部などで土壌中に流出し屯食

を生じることもあり、押し出し現象と呼んでいる 。

地中に埋設された金属は当然のことながら腐食を伴う 。 とくに迷

走電流による電食は流れる電流も大きいため、他の自然腐食に比べ

迷走電流によ る

局音II'l l L池作問、 i放悦的通気差 、

ノ〈クテリアなど

典純金属の接触

巨 視的ￌｊＮＨｪ公 益 Ｈ Ｑ 毛 回路 Ｇ ｾｩ ｦ， ￨Ｉ

ガスによる

非' 電解 'i'l による

図ー 1 億食の分類
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形成される状態を表す。

図 - 8 は| 日い管が腐食生成物で覆われて設な電位を示し陰極とな

り、卑な電位の新しい管が陽極となって局部電池が形成される状態

を表す。

図 - 9 は配管にネジ苦11やキズ跡がある場合、部分的な応力差より

ネジ部やキズ跡が周囲に 比べて陽極となって形成される局部電池を

表す。

イオン化傾向の異なる金属が電気的に接続された場合、たとえば

図一 10に示す鋼管の聞に砲金製パ/ レブげなどを接続した場合、鋼管が

砲金に比べて卑な電位であるため陽極となって腐食する 。

図一 11 、 12 とも、土質の差により通気性に差があれば、通気性の

良い部分が陰極、悪い部分が陽極となって局部電池が形成される状

態を表す。

図ー 13のように配管が土壌とコンクリート中にまたがって挫設さ

れている場合、両環境の水素イオン濃度の差によって生ずる電位差

により、土擦に接する配管音11分が陽極となって腐食する 。

コンクリート 中では、そのアルカリ雰囲気の 中で鋼は不働悠被覆

に裂われてー 0. 2 V 程度の1

1

tな電位となり、周囲の土壌中での鋼の

自然電位一 0 . 5 - 0 . 6 5 V との聞に 0 . 3 - 0 .4 V の電位差を生じる 。さ

らにこの配管がコンクリート中の鉄筋と接触していると、鉄筋の表

面積も加えて陰極面積が大きくなり、陽極となる壁際の土中部分の

配管が激しく腐食される。このような腐食をコンクリート/ 土唆

( C / S ) 系マクロセル腐食といい、最近、集合住宅や学校、病院

などのガス、水道、消火配管の建物壁: l . ' l . 通昔日付近て¥建築後 1 - 2  

年といった短期間で腐食漏れが発生するケースが頻発している。

表 - 2 は、昭和51年 1 月に川崎市で起きた多量のガス漏 i丸事故に
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図- 7 ミルスケールの部分的 図 - 8  旧い管と新しい管を
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図ー 10 異種金属接触による禽食
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図 - 9  ネジ部や J とイプレンチの

キズ跡がある場合の億食

直流

このような図は説明を簡単にするために単純化しているが、実際

には多くの変電所が並列運転されており、ある変電所付近では軌条

屯位が( 一) に ならない場合もいくらもあるし、系統の違う電鉄が入

りこんでいる場合もあるので、大地中の電位、電流の分布はもっと

絞雑である。さらに、地中にはガス、水道、電気、通信など種々配

管が埋設されているため、電食状態は個々に異なるのが普通である。

しかし、埋設金属体の対地電位の挙動が正しく把握され、迷走電

流の概要がわかれば、周囲の土壌の性質とから、その埋設物の腐食

あるいは防食の状態を知ることができる。

なお、交流の漏れ屯流による影響については、 図 - 6 に示すよう

に50Hz あるいは 60Hz の交流による腐食は同量の直流による電解量

の約 1 %程度にしか過ぎず、現実にはほとんど無視できると考えて

よい。

2  . 自然禽食

地中における金属の自然腐食は、極々の要因で金属表面に形成さ

れる局部電池による電気化学反応であり、その腐食速度は陰極反応、

と陽極反応を支配する因子によって左右される。これらの因子とし

て土壌の成分、含有塩類の種類と: 11，p H 、含水率、抵抗率、通気性、

温度、細菌などがあり、いずれも地盤の性質や構造に依存し、かっ

相互に関連している 。

一般に嵐類含有量が多いほど、また p H が低〈抵抗率が低いほど

2  

週

2  

日

1  5  10 1  

分 分 分 時

極性変捌司朗

1  5  

秒 秒

土mの禽食性と抵抗率の関係

腐 食 性 f正 抗 率 (  Qcm)  

No. 程 度 F. O.  Wat ers 
L. M 

V. A.  Pri tul a 
E.  R. 

Appl egate Sheoard 

5  激 し い 0- 900 0- 1 ，000 0- 500 0- 500 

4  やや激しい
900 1，000 500 500 

- 2，300 - 5，000 - 1，000 ー1，000

3  中

2，300 5，000 1，000 

- 5，000 - 10，000 - 2，000 

2  

5，000 10，000 2，000 

- 10，000 - 100，000 ー10，000

l  きわめて小 >  10，000 > ゆ0，000 > 10，000 

表 - 1

.  .  

土鳩

コンクリート貫通部付近の禽食図 - 13

腐食性は大きくなる。とくに抵抗率の影響が大きく、多くの学者が

土綴抵抗率の大きさと腐食程度を関述つ' けており、いろいろな説が

述べられているが、ほ抗率が1000 Q ・cm以下の土壌の腐食性が大き

いという点では、おおむね意見が一致している。 表一 1 に、土撲の

腐食性と抵抗率の関係を示す。

つぎに環境倒I j および金属側の要因で形成される局部' 屯池を模型的

に図示する。これらはいずれも陽極音11が腐食する。

図 - 7 はミ l レスケールが局部的に剥離し、鉄の地肌が露出した音11

分が陽極、ミルスケールで覆われた部分が陰極となり、局音11屯池が
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表- 2 学校等における埋設管緊急一斉点検結果

[よれ

講 じ た 措 置 ガ ス 撮 れ 原 因

漏 れ

対戸 数車

戸 数
新 規 復 旧 " 智定" そ の 地 盤 工 事 良 不 明η}  

配 管 措 置 他 的 鷹 食 沈 下 不

学 校 関 係 " 34，592 738 251 188 288 

病 院 関 係 " 15，520 206 100 48 56 

公会堂関係" 7，517 51 17 II 23 

A  ロ 計 57.629 995 368 247 367 

1  ) 学校関係. 幼稚聞、保育問、小 ・中・高等学校

2  ) 病院関係: 病院、診療所

3  ) 公会堂関係 . 公会堂、図容館、博物館、; x ; 術館

4  ) 復 旧: 改普締置後埋設しなおしたもの

11 281 107 30 

2  90 33 7  

。
25 9  

。

13  396 149 37 

5  ) 瞥定締置: 予算f昔置ができるまで個別供給または使用中止しているもの等

6  ) その他' 郷市ガス、電気への変換により L P  I! スの使用をやめたもの宰

7  ) 不 明白腐食. 地盤沈下等の判定ができないもの

320 

76 

17 

413 

*  一般住宅等については、主としてガスメーターによる漏洩点検を 3 月末までに実施し、

この結* については販売事業者の保管する保安台帳に記載させており、都道府県が立

入検貨を行う際、確認することにしている.

(1I1H1I 57年 4 Fl 20 日までに通商産業省に報行された数他)

伴い、通産省が学校、病院などの公共施設における L P G配管につ

いて一斉点検を指示し、その結果を発表したものである。

膏 食 環 境 調 査

埋設金属体が迷走電流の影響を受けているかどうかは、 図ー 14に

示すような方法で対地電位を測定することによって確認することが

できる。この場合、一般に電圧計は高感度直流電圧計、照合屯極に

は飽和硫問責銅電極が用いられる 。埋設管が迷走屯流の影響を受けな

い場合は、 - 0 . 5 - ー0. 65Vのほぼ一定した屯位を示すが、迷走屯流

の影響を受けていれば時間的に変動し、迷走n . i 流が埋設金属体に流

入している区域では自然屯位より卑( 一) 1"IJ に、流出している区域

図- 14 管対地電位測定 図ー 15 管対軌条電位差測定

では i 't ( + ) な電位を示す。また同一場所でも、時間帯によって流

入区域になったり、流出区域になる場合もあり、当然ながら流出時

間新において屯食が進行する 。

迷走屯1況の影響を受けていることが分かれば、軌条と埋設体が接

近している場所で図ー 15のような方法で両者の電位差を測定するこ

とにより、その付近の迷走電流の流出入傾向およびその程度の推定

ができる 。 さらに 、管内電流や地表而電位傾j支などを測定すること

により、ある程度定量的な電食傾向を把躍することができる。

なお、迷走屯流の影響は配管延長の長いものが受けやすく、一般

に建物周辺の小延長配管や継手ごとに絶縁される鋳鉄管は屯食を受

けにくい。 しかし 、建物周辺では迷走電流の影響はなくても、前述

のC / S 系7 クロセルによる激しい腐食を受けることが多いので、

笠貫通部での鉄筋との接触の有無や、付近の土壌、地下水の抵抗率、

p  H、土擦の酸化還元電位など十分な腐食環境調査が必要である。

防 食 対 策

埋設金属体の電食および自然腐食の防止対策として、ライニング

やテープ巻きのような被覆防食と、 ｉｾ 極防食法や選択排流法などの

電気防食、あるいはステンレス鋼やチタン等の耐食性金属を使用す

る方法がある。

1 . 被覆防食法

電解質中での金属の腐食は、すでに述べたごとくいずれも屯気化

学的反応によるものであるから、金属表面に絶縁性の高い塗寝袋を

施し、接する環境と電気的に隔離する方法がとられる。被覆材料と

してはアスフアルト、コールタールといった涯育質の塗寝袋が施工

性、経済性の面より古くから使用されてきたが、近年の化学工業の

発達によりポリエチレン、エポキシ、塩化 ビニルなどのプラスチッ

ク系の塗覆装材に置きかわりつつある。

被覆防食は経年劣化や施工中に生じる部分的な損傷や欠陥が避け

難〈、腐食はこのような欠陥部分に集中するので、塗覆装のない裸

の配管よりも短期間で干しがあくこともよく経験される。被覆i防食の

適用に当たっては、電気防食との併用などの細心の注意が必要であ

る。

2. 電気防食

電気防食は、防食対象面に適当な大きさの直流電流を供給し、そ

の表面における屯位を平均化 して腐食反応を停止させるもので、流

電陽極法、外音IS'ili 源法、選択排流法、強制排流法の 4 つの方式があ

る。

(1) 流電陽極法 流電陽極法は、 図ー 16のごとく、埋設金属体に

それより電位の低い( 卑な) 金属を取り付けて、異種金属聞の電位

差を利用して大地を介して電池を織成させ、流電陽極の犠牲により

防食電流を得るもので、陽極材料としては M g 合金、 A R. 合金、 Z

n 合金などがあるが、地中埋設体の防食には通常有効電位差が大き

くとれる M g 合金陽極が使用されている。

(2) 外部電源法 外部電源法は、 図ー 17のごとく 、埋設金属体に

地 中に設置した耐久性電極から直流電源装置により防食電流を供給

するもので、耐久性電極としては主として高珪素鉄電極、黒鉛など

が使われる。

電極装置は防食電流分布の均等化、他埋設物に対する干渉の防止、

施設用地の縮小化といった観点より、 図ー 18に示すような地表面下

50- 120mまでのポーリングを行い 、最低部に電極を設置する深埋

式( ディープグラウンドベッド) が多〈採用されている。

電極深度による地表面電位差は、 図一 19で明らかなように、電極

を深くすると地表面の電位差があまり生じないので、付近の埋設体

に対する干渉は心配ないことがわかる。

(3) 選択排流法 選択排流法は電食防止対策として古くから行わ

れているもので、 国一 20のごとく電鉄変電所の負極または負き屯線

あるいは電位の低い区聞の軌条に対し、排流器を介して、埋設金属

体に流入した迷走電流を大地に流出させずに一括して電鉄帰線に帰

流させる。電流方向を選択性とするために、現在一般にシリコン排

流器が使われている。

(4)  強制排流法 強制排流法は、選択排流法と 外部電源法とを組

み合わせたもので、 図 - 21 のごとく軌条と埋設管を結ぶ回路に直流

電源を入れ、レール電圧の状況により埋設管からの排流が思わしく

ないときでも、外部屯i原の力を借りて軌条を接地陽極として埋設管

に防食電流を供給する方法である。軌条付近で流入した迷走電流が

軌条から遠〈離れた所で埋設管から流出し通常押し出し現象と呼ば

れる電食を生じることを防止する方法として有効てーある。

3  . 耐食性材料の使用

金属の耐食性とは、あくまでも限られた腐食環境においてのこと

で、いかなる環境でも腐食しない金属は存在しない。

一般に埋設管に使用される耐食性材料としては、機械的強度、加

工性、経済性の面からステンレス鋼がf変われることが多い。最近で

は水道、 ti スなどの需- 要家内への引き込み配管に使用されている。

ステンレス鋼は、それ自体が耐食性を持っているのではなく、表
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図ー 17 外部電源法 図- 20 選択排流法 図- 21 強制排流法

面に生成された酸化皮膜( 一種のサビ) が保護皮膜となって腐食性

環境との接触が遮断され、腐食反応の進行を妨げるもので、このよ

うな状態を不働態という 。 しかし、均一な酸化皮膜が生成されない

ような環境、たとえば酸素が十分に供給されないような構造上の隊

問や土猿環境では良好な酸化皮膜ができないため、皮膜の欠陥苦[1に

孔食を生じる。ステンレス鋼の埋設管にさらにテープ巻きや塗装を

施すこともあるが、これは酸素の流通を阻害し酸化皮膜が生成され

ないような状況を作ることもあるので、ステンレス鋼に被稜防食を

行うことは好ましい方法とはいえない 。 また、塩素イオンは酸化皮

膜を破壊する働きがあり、塩素イオンを含む土嬢環境では不働態が

維持できなくなってステンレス鏑は耐食性を失う 。

土援中でのステンレス鋼の耐食性データは少なく、外国では N B

S  ( 米国標準局) が米国内の各種土壊中で行った長期埋設試験があ

るが、日本圏内ではわずかに西川、小林 らの実験報告があるだけで

ある。これによれば、ステンレス鋼は土壌が均一で、あれば広い範囲

の土壌環境中で優れた耐食性を示すが、縦配管などで管の上下関で

土援に湿潤差があれば、この間でマクロセルが形成され、 SUS304

鋼では土援中の腐食性因子と相まって孔食を生じることがある。た

だし、このような場合 S US 316鋼を使用するか亜鉛陽極を用いた流

屯陽極法による電気防食の適用で腐食を防止することができると報

告されている。

電 気 防 食 効 果 の 確 認

電気防食を設置した埋設金属休の防食効果確認は、一般に対地電

位を il!l l定し、その値が| 坊食基準電位である飽和硫酸鋼電極のー0. 85

V より卑であれば防食状態に保たれていると判定している。

中性土壊中の鋼の電位は、迷走電流や防食電流の流出入がなけれ

ばー 0. 5- ー0 . 65V の自然電位を示す。埋設金属体に防食電流が流

入すると、陰分優により対地電位は卑な方向に移行し、その値が、

一0. 85V よりも卑になれば、完全防食が達成される。迷走電流の影

50 

響を受けて対地電位が変動する区域であっても、対地電位の最- n 値

( - J 誌も電イ立が設となる H寺間帯の対地電位) がー0. 85V より卑であれ

ば良い。

選択排流法により防食している施設では、過大な排流電流が流れ、

迷走電流の流入区間で、は過防食状態となって管の塗覆装を傷めたり、

近接する他埋設物に干渉を与えるなどの弊害を及ぼすこともあるの

で、排流を抑制するなどして、管理上は対地屯位は一 0 .85一一 2 .5

V の範囲を適正防食電位とする。

なお、防食効果確認のための電位測定は年間 1 - 2 回頻度に行わ

れている。

おわりに 土壌中における金属の腐食はさまざまな要因によって

起こり、腐食環境も場所によって大きな差があるため、腐食の進行

状況も異なる。

j腐食は日常目に触れない地中で進行するので、 yゲス事業法、石油

パイプライン事業法、消防法に関する政令、危険物の規制に関する

規則など、法的に屯気|坊食や金額装による防食措置が義務付けられ

ている危険物輸送の埋設管や屋外タンク底板、地下タンクだけでな

く、それ以外の埋設物についても、施設が置かれた場所の腐食環境

を正しく認識し、おのおのの状況に応じた防食対策が望ましい。

参考文献

1  ) 側念他・学校等における埋設配管の腐食事例。腐食防食協会。腐食と対策本例m

2  ) 金刺、 小林他. 土峻中におけるステ ンレス鋼の耐食性 腐食防食協会 腐食と対策事

例m

3 )  m気学会 新版、 m食・土岐腐食ハンドブ ック

4  ) 氾気防食法的基礎と設計施工技術の実際: 日本防蝕工業側技術資料No. 250

5  ) 山宅他・タ ンクおよび配管の腐食と防食; 日本防蝕工業側技術資料No. 251  

6  Ｉ早 川 ー 土峻にｼ刻する腐食、 ｾｪｪ 食。日本防蝕工業側技術資料 ｎ ｯＮ ＲＶＳ

( つくだ すすむ 日本防蝕工業株式会社大阪支 Ji
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各 論.4

配 管 の 防 食 技 術

新 納 清 憲

既設配管の防食技術て¥現在実施されている方法としては、磁気

水による防食技術、オゾン水による防食技術、ライニングによる防

食技術の 3 純がある。磁気水またはオゾン水による防食技術は、管

内を流れる水を物理的に処理するいわゆる一種の水処理技術である。

いずれの方法にしても、老朽化した配管の対応策としてよりも、予

防保全的に使用されてきた実紋がほとんどである。

ここでは、既設建築物の配管の腐食に対して速効的な対応技術と

して、気流式ライニングによる防食技術について述べる。

管 更 生 に よ る 防 食 技 術

管更生すなわちパイプライニングによる防食技術は、管内のあ11 を

除去するクリーニング技術と、管内に防食塗膜を塗布するライニン

15年経過したパイプ クリーニング後 ライニング後

図 - 1

グ技術からなりたっている ( 図一 1 ) 。クリーニングにおいても、ラ

イニングにおいても、空気が用いられることに大きな特長がある。

1. クリーニング技術

クリーニングは、研磨材を向速の空気流にのせて管内に圧送し壁

面を研磨する方法を用いるため、絞雑な曲がりの多い建築物配管に

適している。原理を 図 - 2 に示す。

図- 2 サンドクリーニング工法

2  . ライニング技術

ライニングは、高速空気流によって二液性エポキシ樹脂塗料を管

内に流動させて、全面に塗布する方法を用いる。クリーニングと問

機に、 1111がりの多い複雑な配管であっても、部分的に切断すること

によって、埋設のまま施工できるという大きな特長をもっている。

ライニングノマイプ

常に安定した獄真割減

-・

原理を 図ー 3 に示す。塗布されたエポキシ樹脂塗料は大体 8 - 12時

間後には硬化し通水可能になるため、工期が大幅に短縮される 。

3  . 完成検査

気流式ライニングによる防食技術は、工期、経済性から見ると今

後の老朽管対策としてきわめて有効な技術であるが、問題点がない

でも- ない。その理由は、' 管内面という自に見えない部分の施工であ

るということと、 n&工技術の高度な熟練性を必要とするという点に

ある。いいかえると、品質のバラツキが大きいために、施主1lt1J に立

った十分な完成検貨が必要である。とくに施工上において発生しや

すい問題点は、研磨不十分による塗膜のハクリと、塗り残しによる

赤水の発生である。いずれのトラブルも、配管の継手音11 ( エルポ、

レジュース音11) に集 中するため、検査箇所の選定が重要でヤある。

ファイパースコープによって、日でパ 地工の成果を確認するため、塗股がｾ

イプ内を確認。鈎や珪砂が残っていた 化した時点で、パイプの入口と出口の

場合は、再皮切F}Ri する。また股厚が簿 膜厚を調べる。 0. 3 mm未満なら再度ラ

いと判断した場令は、再皮ライニング。 イニングを行う。

図- 4 ファイパースコープによる

目視検査 図 - 5  ｾ真厚検査

検査方法としては、地工完了後

(1) ファイパースコープによる包: 内目視 ( 図ー 4 )  

(2) 膜厚計による塗膜の厚み測定 ( 図- 5)  

(3) 保水による衛生上の安全確認

等が用いられている。

施 工 の 工 程

ノマイプライニングを施工する場合、つぎの工筏に分けられる。

(1) 準備工事 ( 図- 6)  

①建物内で水を必姿とするところに、仮設給水管を設置し、パイプ

を断水して切りはなし、残留水を除く。水は仮設配管を通って給水

される。

②立官: と横引き校管を各階ごとに切りはなし、立管のカット部分に

メクラを取り付け 、枝管の末端器具をはずす。

(2) 立管のク リーニング ( 図- 7 )

③立管の下端にサンドガンを取り付け、上端に回収ホースを設置。

④乾繰した空気を送って廿‘ 内を乾かしたのち 、エアテスト、流量測

定など、クリーニングする前の点検を行う。

⑤管内が十分に乾燥してから研磨材を圧送し、クリーニングを行う。

l . I l 築と社会 1987年 2 H サ 51 
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サンドタンク

③適正に調整された空気流量と塗料をライニンク。ガンにより噴出。

排出口より塗料の回収を確認して、作業を停止する 。際厚調聖査を行

って、立管のライニングは終了する。

(5) 横引 ・枝管のライニング ( 図ー 10)

④作業の流れは、立管の場合と同じ。

⑤横引 ・枝管の場合、管の小口径側の l ヵ所にライニングガンを取

り付け、他のカット音11および口径の大きい方にパルプ、回収ホース

を取り付ける。

⑥ライ ニングガン取り付ーけ音11に近い排出口より、順次パルプを聞い

てライニングを行う。

以上の作業で、ライニングは終了する。

(6) 検査および復旧作業 ( 図ー 11 )  

⑦ライニング終了後、塗料の自然、乾燥を十分にしてから、水圧テス

図 - 6 準備工事 図ー 7 立管のクリーニング ト、漏洩点検、膜厚検査、ピンホールテストなど、さまざまなチェ

屋上利曹 ックを行う。異常がない場合には、切断、取りはずし個所の復 旧を

図一日 横引・枝管のクリーニング 図- 9 立管のライニング

図- 10 横引・枝管のライニング 図- 11 検査および復旧作業

⑥クリーニングが+ 分にできたかどうか確認してから、フラッシン

グ( 管内の残留物を取り除〈作業) を行う。

(3) 横引 ・枝管のクリーニング ( 図一日)

⑦作業)1煩序は立管と同じ。

⑧枝管の場合、各管末端の小口径昔日にそれぞれサンドガンを取り付

け、研磨材を圧送し、口径の大きい方へ回収するようにする 。

以上で、クリーニ ングは終了する 。

(4) 立管のライニング ( 図- 9)  

①立管の下端にライニングガンを取り付け、上端に回収ホースを設

置する 。

②漏洩点検、流量測定によって異常のないことを確かめた後、乾繰

空気にて管内を乾かす。
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行う 。

⑧管復 旧後、漏水試験、水質検査を行う 。異常のないことを確認の

後、仮設配管を撤去およびその他の復旧作業を行う 。

塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 の 防 食 技 術

今まで述べたのは、亜鉛メッキ鋼管等の腐食対策の一方法である

が、現在は塩ビライニング鋼管を用いた既設管が多く、それに関連

したトラブルが増加しつつある 。

塩ビライニング鋼管: ( V L P ) は、 10年ほど前より各建築物に採

用されているが、発生トラ 7' ルの大部分は、継手部附近の腐食によ

るものである 。すなわち、塩ビライニング鋼管は鋼管内部に塩ビの

厚膜加工したもので、防食性に優れたものであるが、継手音11のとこ

ろで防食塗膜のない管の切断面があり、そこから腐食が進行してい

る。 この場合、管と継手の段差が大きく、前述の気流式ライニング

による防食技術では、十分な防食塗膜を形成することはむずかしい 。

最近、 V L Pの既設配管トラブj レ対策として、液相法によるライ

ニング技術 ( P 1  P 工法) が開発され、注目されている 。 この工法

は、高粘度の二液' 性エポキ

シ樹脂主主料を、球形の弾力

性をもった物体で圧送する

方法で、球] 杉の物体( ピグ)

を移動するのにやはり空気

圧が用いられる 。原理を 図

一12に示す。下地処理は、

従来のようにサンドクリ一

一ニングによ って行われる 。

要するに、継手音11の段差

バイ穴 V L P)

図 - 12

継手

エポキシf矧旨

の音11分をエポキシ樹脂で完全に埋めてしまって、 V L Pの塩ビ主主膜

と連続の塗膜を形成する方法で、仮に継手音11の下地処理が不十分で

錆が残っていても、厚さ 3 - 5  mmの膜厚でかためてしまうため、施

工後のトラブルが発生しにくい。 V L Pの利点を生かした防食技術

として期待される 。

まとめ パイプライニングによる防食技術の一部を紹介してきたが、

管穂、管径によって、もっとも適切な方法を採用することが大切で、

ある 。いずれにしても、施主と施工者の間に立って工法を決定し、

完成検査を行う専門業界の確立が早急に望まれると同時に 、品質の

安定した施工技術の開発を期待したい 。

( しんのう きょのり 日本軽金属株式会社開発技術本部技術コンサルタント)



各 論.5

建 築 設 備 、 配 管 と

水 質 管 理

足 立 健 治 郎

建築設備および配管と水質管理の関わりは深〈、さらに広〈、き

わめて重要なテーマてある 。水とい っても建築設備に関連する水の

種類は欽料水、給湯水、冷却水、冷水 ・温水、ポイラ給水、ポイラ

水、復水と多〈、そして最近では雨水も武重な水資源のーっとして

注目されていることもあり、人権ならぬ水機というものを与えられ

てきた 。 もちろん、これらの水のすべてを諮ることはきわめて図書払

で、エ ッセ ンスのみの紹介となる傾向はまぬがれないことは承知い

ただきたく、とくに腐食に関連した内容 を中心とした 。

各 水 系 統 に お け る 水 に 起 因 す る 障 害 と そ の 対 策

水に起因する障害とい っても、実際には水を使用する設備がもっ

特性、たとえばボイラであれば、そのボイラ水は高温、高圧である

という物理的特性とさらにポイラ水は蒸気を発生することによ って、

自らはその中に含まれる不純物 (塩類や図形物) をボイラ内に残し、

かつ濃縮していく ・・・等々 、これらの条件が複雑にいりみだれて障害

要因を創造しているわけである 。つぎに詳細を述べる 。

|1  飲料水・給湯水系統 |

(1) 障害および要因

飲料水、給湯水ともに飲料水基準によ ってそれらの水質は制限さ

れているが、この飲料水基準そのものは腐食を意識して設定された

ものではないので、この基準値をクリアーしておれば腐食は発生し

ないというわけではない。 また、最近の飲料水、給湯水配管は塩ビ

ライニング鋼管や鋼管が多くな ってきたために、以前の亜鉛メ ッキ

鋼管に比べて腐食に対する心配が薄れてきていることは明らかであ

る。つまり 、以前は飲料水や給湯水の赤水障害はホテル等では致命

的な障害とな っていたが、最近の新しいホテルをはじめとするコ ン

プレ ックス、コマーシ ャルビルではみることはなくな ってきている 。

そのかわりとい っては語弊があるが、深刻な問題として、飲料水

・給湯水の銅自己管および給湯用ステンレス製ストレージタンクの腐

食障害がクローズア ップされていることは承知の通りで、後者のス

テンレス製ストレージタ ンクのピンホール、クラ ック障害は電気| 坊

食やステンレスのオーステナイトからフェライト系への材質変更に

よる対策がすすんでおり、水質管理の域で‘はなくな ってきているも

のの、前者の銅配管のピンホール腐食はいまだにその原因が定かで

ないことから 、注意、を要するところである 。

銅配管の腐食は、その水質にあるとされることが多〈、確かに腐

食障害例が地域的な関わりをも っていることから、多分に使用され

ている水のイオンバラ ンスが員三響を及ぼしていることも考えられる

が、すべてではない 。

銅配管の腐食が生じやすい水質とは、

(a) 水中のMーアルカリ度 ( HCOaイオン ) に対する ( S o nと( C l -)

の比が多い 。

(b) pHが低〈、 Mーアルカリ度が高い。すなわち水中の遊離炭酸が

多い。

(c) 残留塩素濃度が高い。

等の条件が考えられるが、最も (c) の要因が水質面では有力とされて

いる 。つまり、飲料水 ・給湯水中には残留塩素が検出されなければ

ならず、その濃度を一定に保持することは困難で・あることから、若

干高めに保持されるのが常である 。残留: l : j _ 素の存在は銅表面の電位

を上昇させ、約 100 日を経過するころから孔食を発生させるに至る

再現がなされることからもつなずける 。 ( 詳細は、循環水中におけ

る金属材料の腐食防止に関する研究 ; 金属材料技術研究報告集 6 を

参照されたい )

(2)  飲料水・給湯水系の水処理

本系は、飲用を目的としたり人休と接触する水だけに、怪がるし

く薬剤添加で処理することは危険で・ある 。厚生省もこの給水用防錆

剤に関しては神経質にな っており、その使用基準も定められている 。
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図 - 1  Ry z ne r s '  I ndex  

この給水用防銑剤はむしろ配管が

鋼管である場合に用いられること

が多〈、鍋配管には天然、物である

フイチ ン般の添加が有効であると

報告 されている 。また、給水のp H

が低い場合は気l曝したり、炭聞を水

素ナトリウム ( Na HC0
3

) の添加が

実施されるが、 筆者の意見として

は、障害が発生しやすい地域にお

いては、耐熱血ビライニ ング鋼管

を適用すべ きであると主張したい。

したがって飲料水 ・給湯水配管

写真一 1 T S ステリライザー
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の材質を検討するに当たっては、十分な給水水質の検討を必要とす

るといえる。腐食しやすい、しにくいという指針を判断する方法と

して、 図 - 1 にRyzners' l ndex を紹介しておく 。

Ryzners'  l ndex とは、水が温度および水中の塩類濃度が変化した

場合に、その水が腐食化傾向を示したり、逆にスケール( 水アカ生

成) 傾向を示したりする傾向を判断するもので、その絶対量値を示

すものではない 。 ただし、その数値から傾向の大小を知ることがで

きるので、給水の判定のみならず、後述する冷却水処理でも多〈使

用されている 。

さらに、飲料水の残留塩素濃度コントロールはむずかしく、腐食

抑制および味、失いの面で濃度制御されることが望まれる 。

T S ステリライザーは受水槽から高架水槽に、または受水槽から

直接ユースポイントまで送水される場合に、その送水中の残留塩素

を自動測定し、設定した濃度以下であれば薬注装置に運転信号を与

え、自動注入させるもので、ムダな塩素剤の過剰l添加を防止するも

のである 。

写真一 1 は、 T S ステリライザーの外観を示す 。

(3)  飲料水・給湯水系の水質管理

腐食を対象として、滅菌用塩素剤の添加が過剰とならない範囲に

調整されるべきで、定期的に残留塩素 を測定することが望まれる 。

また赤水障害は水質分析て棋は濁度、色度、全鉄としてその障害性を

示すが、外観でおよそ判断できるので、目視管理でも可能で、ある 。

|2  冷却水 |

(1)  障害および要因

冷却水系の腐食障害は、鋼管製冷却水配管、冷凍機チューフeやノ f

ツケージクーラーのコイル等で・発生することが多い 。配管は、主配

管よりも校配管にその障害例が多〈、 パッ ケー ジ クーラーが複数に

設置されている場合に多い 。 これは冷却水の流速に大きく影響され

ており、また薬剤lによる防食処理を行 っている場合でも各パッ ケー

ジ クーラーの負荷が異なり、とくにテナ ン トビ ル では、運転しない

パッ ケー ジ クーラーもあ ったりで、その系統の中でも腐食障害 が発

生しやすい傾向とな

るわけである 。

冷凍機、 パッ ケー

ジクーラーのチュー

ブは銅または銅合金

が多〈、飲料水 ・給

湯水系の銅配管と同

様、ピ ンホール障害

が発生しているが、

冷却水の方が飲料水
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写真一 2 障害発生チューブ

ＮＮ ｾ Ｍ

-、

左が断面鉱大、右がt孟議 イオ ンのllt 子反射1撃を 示す。

写真一 3 障害箇所の断面の X - MA写真
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等に比べて条件が厳しいといえる 。 それは、冷却水が開放型冷却塔

で曝気される際に起こる蒸発によって濃縮されることで、冷却水中

の不純物が濃縮によ って過飽和になり、析出されるからである 。 こ

の析出物はスケールと呼ばれ、伝熱作用が加わるコンデンサー音[1で

とくに顕著に表れる 。写真一 2 はスケールが付着したコンデンサー

チュープにピンホールが発生したもので、共存障害を示している 。

このスケールとピンホールのどちらが先かという答えはむずかしく

腐食発生箇所の断面を X 線マイクロアナライザーで検索して判断す

ることもある 。写真一 3 はその例を示すもので、孔食が先で、スケ

ールがその上に析出した傾向がよくわかる 。

(2)  冷却水の水処理

(a)スケール防止処理 冷却水が異常に波縮きれないように、ブロー

管理を行う 。

(b)防食処理 冷却水の場合は、積極的に防食斉IJ を添加することが可

能であり、配管および冷凍機管板の鋼材を対象とした鉄周防食剤成

分とコ ンデ ンサーである銅および銅合金用防食剤成分がプレ ン ドさ

れたものを添加することによ って満足できる 。 この銅用防食剤の成

分は B T A  (ベンゾトリアゾール) で、銅表面付近で、 図 - 2 に示

される CuBT A で皮膜を形成する 。図 - 3 は、そ の皮 膜形成を示す

桜; 型 である 。

、 O
ｃ ｵ 、 ｎ 〆 ｎ レ ｃｬ ， ＮＮＮｎｾｎＯｎ 、 ｣ｫｦｫｎｦｵＯ

とう ω 111日T A り
図 - 2  CuBTAの構造

d Q N  Pr  c  ，4fN凡、唱J

川町一 ω沿沙N

J.-
U

一寸
c u -5 ¥

h NWCf
凡へ

crv h NLd3 Nω

じ り ℃

欠陥の補修によリ

成長したCuBTA皮膜

銅

図 - 3  Cu BT A皮膜形成の模型

(c )微生物処理 冷却水中に発生する微生物は細菌類、藻類がほとん

どで、冷却水自体が微生物の繁殖に適した温度と豊富な酸素および

冷却塔での太陽光線の照射等の条件が満たされていることに起因する

( 写真 一 4 )。 微生物と腐食との関連は大きくはないが、無いわけで

はない 。硫酸塩還元菌は汚染海水を使用している場合に腐食を起こ

すことがあり、また防食処理を行っている場合は、他の硝酸菌 ( ニト

ロパクター ) に代表されるバクテリアが防食剤成分を酸化し、防食剤

の効果を低下させ

ることもある 。 し

たが って、その J令

却水に適合した微

生物処理を実施す

る必要があるわけ

で、冷却水の場合、

塩素 剤または有機

窒素硫黄化合物が

使用されている 。

(3)  冷却水の水質管理

写真一 4 微生物隊害が発生した冷却塔

冷却水の水質管理は、 図 - 4 の冷却水処理フローシートおよび写

真一 5 に表されるように、冷却水の電気伝導度を中心とした管理シ

ステムが採用されている 。

構成は電気伝導度検出による自動フ

e

ローと防食剤、スケール防止



剤、 殺t f J . 殺藻剤 を自動注入

するシステムで、冷却水処理

を自動化できると同時に、ム

ダな補 給水を 削減することが

強制ブロー用

電磁弁

で述べられた通 りである。比

較的小規模なサーキ ッ トで、

よく赤水でド ロ ドロにな った

冷水 ・温水をみることがある

が、それらのほとんどは、密

閉サーキ ッ トの意味をはきち

がえたものになっているので

ある 。

写真一 7 蓄熱槽温水枝管

(b)開放サーキ ッ ト 開汝サーキ ッ トとは、主に蓄熱槽を有するシス

テムで、替熱槽において大気と接触することから、密閉サーキッ ト

冷ま帥還 のように酸素が入り込むというどころではなく、常に酸紫は飽和に

図 - 4 冷却水処理フローシート 冷圭PフKi 主

表- 1 補給水と冷却水水質例

補給水 冷却水( 1) 冷却水(2) 冷却水(3)

p H 7 .2  7. 9 8. 6 5. 7 

比' i l I i 1事/! l ' (μs/cm) 155 760 1600 810 

M- アルカ リ皮{略C. CO. / l )  32 150 300 10 

P アルカリ J主( mgC. CO. / l )  
。 。

10 
。

全 硬 J!l' ( mgC. CO，/l  )  45. 5 225 415 205 

暗証化物イオン(町Cl/l )  16 78 190 70 

硫酸イオン ( mg50. 1)  18. 2 96 220 150 

y  カ(mg5i O' ! 1  )  5.5  25. 6 42 20 

全
鉄 (mgFe/l )  0. 05 0. 11 0. 31 2. 12 

所 見 冷却水とし i畳紡過大で 近くに煙道

て良好な状 約121音波紛 があり、燃

況。約 5 f宮 にもかかわ 焼ガスを冷

1農軒'(i o らず、破! 度、 却水が吸収

Mーア j レカ して硫般を

リl支がj!.l; <、 生成し、低

スケー J レ折 p Hで腐食

出気味. が発生。

表ー 1 は、冷却塔補給水と循環している冷却水の水質を示したも

のであるが、この水質から極々の障害性を推定することができる。

|3  冷水・温水 |

(1) 障害および要因

J令 ・温水系の障害は、その系が密閉サーキ ッ トか開放かによ って

異なる 。と もに冷 ・温水の循環て"ある限り、冷却水のように濃縮す

ることがないので、濃縮によるスケール障害はきわめて稀で、障害

のほとんどは腐食である。

(a)密閉サーキット 密閉サーキ ッ トと称しても密閉でないサーキ ッ

トが多いことは、その腐食障害の事例 ( 写真 一 6 ) から容易に判断

できる 。つ まり、冷 ・温水配管を密閉化したまでは良いので。あるが、

循環ポンプをグランドパッ キン仕機とすることによ って 、微量のリ

ークが比較的保有水量

の少ないサーキット水

の水の入れ主主えを強要

することになる 。新た

に補給される水には浴

存酸素が含まれており、

腐食反応を促進する起

爆斉IJ となることは慨論 写真- 6 電縫配管内に発生した局部禽食

近い状態にまで溶解されている 。 この状態で腐食が起こらない方が

おかしいくらいで、現実に腐食障害は多〈、とくに 50- 60' Cで循環

する温水配管の校管に障害例が多い( 写真一 7 )。 これは枝管の流量

調主主はきわめて困難で、ホテルや病院等のように部屋数が多〈、か

つ個別 温調が必要となる場合は 、致命的で、ファン コイルシステム

の流量調整弁が設備されている場合は、流量が抑制されるのみなら

ず、爽雑物の詰まりもその障害の一因となるので注意を要する 。

(2)  冷・温水の水処理

(a)密閉サーキット 水処瑳を行う前に、循環ポンプをメカシール仕

様とする計画か望まれ、他にサーキ ッ ト内に大気が混入しないよう

にエアー抜き場所とトラ ップの選定には十分注意する必要がある 。

現に、自動エアー抜き弁から逆にエアーが吸引されている状況にあ

ったサーキ ッ トをみたことがあるが、せっかく密閉化を目差してい

ても、これでは何 にもならない。 どうしても密閉化がはかれないと

いう条件て¥防食斉IJの添加が必要となり、配管材質、密閉! 交を勘案

して防食剤成分を決定することが重要である 。

(b)開放サーキット 酸素が飽和状態にある限 り、 腐食を 抑制する方

法としては、防食斉IJ の添加以外に道はなく、配管コストが許されれ

ば、ステンレスや塩ビライニング配管とすべきである 。 しかし、配

管は不全秀化できても、冷凍機コンテ ーン サーや溢水熱交の ｪｾｊ および錦

合金は障害性を含んでいることから、銅用の防食剤を添加すること

を基本的には考慮しておくべきである。

(3)  冷・温水の水質管理

J令 ・1孟水の水質管理は、| 坊食斉IJ の添加による処理に依存されるが、

密閉と開放サーキ ッ トて¥その水質は大きく呉なる 。表 - 2 は良好

な水処理が実施されている場合の各サーキ ッ トて、の水質を示すが、

表- 2 実際の;令・温水性状

補 給 水 W f;基l 開 放

pH 7. 2 9. 6 7. 8 

比 m導 f!l' ( "s/<m) 155  180 216 

M- アルカリ l変 ( 叫C. CO，I I ) 32 47 35 

P- 7 1レカリ J!l' ( mgC. CO，/ l )  
。

7  
。

全 liW l立 ( mgC. CO，/l )  45 .5  26 68. 0 

極化物イオン (.gCl / l )  16 17 18 

時! t l ' i まイオン (1I1g50. 1  18. 2 19 18  

:ノ カ ( . g5i O，/ l )  5. 5 3. 0 4. 0 

全
鉄 (mgFe/l )  0. 05 0. 08 0.82 

密閉サーキット水で最も重要な項目は p Hで、この pHが高い条件と

は、きわめて密閉度が高いことを意味し、逆に密閉サーキットであ

るにもかかわらずp Hが補給水と同経度ということになると密閉度は

悪〈、サーキットから冷 ・温水がリークしているか、大気と接角虫し

たり、混入したりしていることが予想される 。その場合、全鉄値が

高いことが多〈、すなわち防食処理が良好に行われていないという

ことになる 。

開放サーキ ッ トでは、' l f i閉のように pHが上昇することはなく、防
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図- 5 従来の蓄熱槽水サーキット 図- 6 蓄熱槽水間接熱交サーキット

食処理の判断は全鉄が低値で安定している状況か否かによって行う 。

とくに開放サーキ ッ トの場合、 J令 ・温水配管が白 G P のことが多〈、

新築の運転開始が温水て、あることが、後の配管の寿命に大きく影響

を及ぽすと考えられる 。これは、亜鉛メ ッキ自体が温度40.C以上の

開放条件下で異常な溶出傾向を示し不活性化されることで、さらに

鉄の洛出 ( 腐食) を助長することに起因する。

また警熱槽の場合、蓄熱槽のコンクリートから洛出されるアルカ

リ成分が蓄熱槽水に影響ｾを及ぼすことはすでに多〈報告されている

ことで、腐食とは逆のスケール障害が発生する 。最近の替熱槽は、

モルタル表面にビニールライニングを施すことが多く、スケール障

害は発生しないが、今度は腐食が発生することとなり、どちらにし

ても開放サーキ ッ トの処理は難しいという結論になりそうである 。

システムとして、蓄熱槽水の水を熱交換恭で熱交し、空言問機、フ

アンコイルへの系統を密閉fじする設計が水処理を行う条件では有効

で、スケールの問題、および腐食も防食処理が完全な形で実施でき

ることから今後増加すると考えられる 。図 - 5 ， 6 は、それらのシ

ステムを示す。

今 後 の 防 食 と 水 質 管 理

今後の防食管理は設備および配管計画において、その最も適切と

思われる材質の選定が主となり、もちろん経済性を無視した材質選

定は行われるべきではないので、防食処理も基本的には必要になる 。

従来の防食管理は実設備および笑配管の水と接触していた金属部

を観察することによって行われており、 7k1'1を管理しながらその概

要を推定することも現実には行われているが、かなりの相違がみら

ねることも事実である。そこで、設備や配管と同材質のプループを

各系にセ ッ トし、その系内での実際の腐食がどのように進むか、ま

たは抑制されているかのデーターを即座に得ることができる方法が

ある 。 これが腐食速度計なるもので、直線分極抵抗法 ( LPR) と呼

ばれる万法で、 21[ 1i[ の同材質屯極| 古iの微小屯位差から生じる屯 if，t を
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図 - 7
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測定することにより、化学的腐食率を測定するものである。

金属の化学的腐食とは金属原子が酸化されることで、 図 - 7 に示

されるように、酸化は金属から酸化斉IJへの電子の移動なので、この

移動の率つまり腐食電流で腐食率を測定することができる。直線分

極抵抗法とは、液体に接触している金属の微小電位変化 と電流密度

との聞に直線相関関係が存在することを基本にしている 。

他に腐食環境にさらされた金属面は、腐食によ ってその電導面積

が減少すると、抵抗か増加することを基本原理とする測定法もある

が、前者の直線分極抵抗法の方が、

①即座に腐食率を得ることができる 。

②ピッチング腐食の傾向を測定 ・モニタリングすることができる 。

等の優位性が高い。

写真一 8 、 9 は、その腐食速度計の例で、それぞれに測定値を記

録計やコンビューターに述続出力を与え、この出力を箸報設定器に

入力すれば腐食率がある設定以上になったところで笹報信号を発す

ることカずでき、さ

らに防食剤の添加

に利用することも

できる。

図 - 8 は腐食flJIJ

御を行うシステム

フローで、今後普

及していくことが

考えられる 。

-， 

写真一 8 1 チャンネルタイプ禽食計

口 口 口 口 口 口

ft 申 輩 申 申 申

写 真 - 9  6 チャンネルタイプ禽食計

貯獄事

i四 l I411 
蓄熱槽 l  

村 ｴｾＫ
@ プ ト プ

| 腐 食 計 |  

内ポンプ 区和

日早｟｟Ｍ｟ｾ市 Ｏ アラーム

帝l胸用インターフェイス戸こ司計則、車卿用コンビューター

図- 8 防食管理制御システムフロー

おわりに 腐食事例に対し、その原因そしてその機構はまだ明ら

かにされていないことも多〈、対策に困ることもあるが、おおむね

処理法は確立できているとすべきであろう 。今後の水質管理は、さ

らに従来の受動的な防食管理から、能動的な防食管理に推移するに

つれて繊細な管理へとかわ っていくことが予想され、とくに空調設

備 ・配管計画時に、同時に水処理設備の検討も行われる必要性がさ

らに望まれるであろう 。

( あだち けんじろう 点西化学産業株式会社生産技術本部技術部)



百五匹 ｅ 歪ｾ

給

湯

ラ

イ

ン

の

極

自 主 院 理 問 団

エスロメタックスは架橋ポリエチレンをアルミ

合金で強化したフレキシブルな複合管材です。

け

、

エ

以

フ

ラ

配

管

。

- 呼び径

1  OA . 15A.  20A 

〔注〕

8Aおよび25A と

保温被覆付き管

( シングルおよぴ

ぺア) などの

品揃えを予定

しています。

1. 常用温度 100.C 、常用圧力 10匂f/酬 と い う 高 温 ・高

圧領域で長期間にわたって安定して使用できます。

2. 架橋ポリエチレンは電気化学的寵食や水質による

贋食が全くなく、アルミ合金は流水に触れること

がなく、管 ・継手ともオールエ ンプラ製ですから

配管ラインとしての耐食性は殆んど万全です 。

3. 管は曲げ加工ができますからエルポを殆んど使わず

に配管でき、経済的です 。( 管の最少曲げ半径= 管径

の5倍、 5倍以下で曲げる場合はエルポが必要です)

4. 1巻きが2 5 mの長尺管ですから接続なしで長い配

管ができます 。切管は塩ビカッターででき、いく

ら切管しても余り配管ができないので経済的です 。

5. 1巻きの重量は被覆銅管の約凡で、 20 A でも僅か

5. 3kg . しカ、ないので高所への運搬が楽にできます。

ＺＺｅｾ回出 国金属強化複合プラスチ y ク管

工スロぷ9，. . ，ヨヨ

お間合わせは下記営業所へ

・札 幌 ( 011 ) 737- 6330・仙 台 ( 022) 222- 4115・東京 ( 03) 434- 9163 

・名 古 屋 ( 052) 583- 6111 ・大 阪 ( 06) 365- 4502 ・広島 ( 082) 264 - 5221 

・高 松( 0878)21- 1388 ・福岡 ( 092) 271- 1451

。 積水化ままF式 会 社
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お知らせ I

中 之 島 公 会 堂 の 保 全 再 生 の 「建築物と風」講習会 I NAXギャラリーの企画 ・3 月

た め に ー テ レ フ ォ ン カ ー ド 一 日本建築学会主催ー 竹 と 建 築 展 一 空 間 演 出 の

の 図 案 募 集 一 日 時 昭 和62年 間 17 日( 削 : 3 0 - 16 :  30 パ イ ・ プ レ ー ヤ ー

会 場 建 設 交 流 館 8 F グリーンホール

このたび、明治処築研究会は大阪市中央公会堂 ( 大阪市西区立売場 2 - 1 - 2

の保全再生に取り組むこととなり、募金活動のた Tel 06- 543- 2551)  

めテレフォンカードを作成することになった 。 定 只 300名

これは、保全再生のための募金者に謝礼として ↑品 質 日本建築協会ほか 9 団体

贈るもので、図案のアイデアを広〈一般から募る

こととした 。

応募 }j 法 ハ ガ キ ( 15cmX 7. 5 cm) を使い、ハガ

キ大に入るようデザインする。題材は

イラスト、写点何でも自由。 キャ ッチ

フレーズを入れることも可。

応募要領 封書での郵送も可。応4王者の住所 ・氏

名 ・年齢 ・職業 電話番号を明記する 。

送 付 光 明 治 建 築 研 究 会 事 務 局

( 〒588 堺市大美野 15 5 - 13

Tel 0722- 36- 3357)  

締 切 昭 和62年 3 月25 日附

採 用応募祭の中からすぐれたものを採用。

参 加 '{l( 10000円( 日本建築学会会貝)

11000円( 協貧困休会民)

申込締切 H召和62年 3 月10 日( 先着締切)

申 込 先 日本建築学会近畿支部 (百I 06 -443  0538)  

・プログラム

自然風と風圧/ 経)II fj 治 (京都大学)

小規挨空気朕構造と路状機造物/ 川村純夫 ( 大阪

市立大学)

高層建物の風による応答/ 谷池袋入 (京知大学)

剛な大スパン屋般に働〈風圧力の性質について/

松本武雄 (金沢工業大学)

大スパン構造物( 大規模吊屋娘、空気膜 ) 耐風

性状/ 木本主主爾 (大阪市立大学)

栗林公例 外J 月中( 高絵

期1 / i 丹昭和62年 3 月9 日( ) I ) - 4 月30 日(，f;)

保用者には 『近代大阪の控築J (大阪

府往築士会編集) を附呈

ピル風の予 iJll J と対策/ 西村宏昭( 日本挫築総合試験所) 会
場 I N A X大阪ショールーム 2 F  

i... ゆ た か な 生 活 用 具 ・..J

第 27回 世 界 の グ ッ ド デ ザ

イ ン 展 開 催

れあれば楽しいスグレもの" の観点で、サンフ

ランシスコ、ニューヨーク、シカゴから集められ

た生活用共 Ｈ 食 Ｇｾｬ 、キ ッ チン、事務、インテリア、

o  1  Y 用品) が、 3 月に阪神百貨 l百で展示される 。

会 ml 昭和 ＶＲ 年 Ｓ 月 Ｕ 日 ｾ Ｓ 月 ＱＰ 日

会 場 阪神百貨J吉8I l
}'d1ll場 ( 大阪市北区)

王 Hl i  大阪府立貿易館、 J E T R O大阪本部

建 築 新 技 術 ツ ア ー 情 報

主I ! ; 築と新技術の研究 ・出版を行う附テ' ルファイ

研究所 ( 米京高11渋谷区桜ケ丘町 3 - 6 大和国首1

2 ビル) 企阿、近畿日本ツーリストの旅行主催で、

来る 5 - 6 月にヨーロ y パ、アメリカに向けた、

建築と新技術に |刻する 4 コースのツアーが催され

る。現在、参加者募集中 。詳細lはデルファイ研究

所( おI 03 - 476  - 4191) へ。

回 国際ファシリティマネジメント会議参加とヨ

ーロ ッパ・オフィス環 境 とF Mに関する調査団

ｊｾｉ＠ IUJ 昭和62年 5 1-1 24 日( rI ト 6 月 7 日(rI)

訪 問 先 スト ックホルム~オスロ~アムステル

ダム~ア ップルドン~パリ~ミュンへ

ン~フランクフ/ レト~ケン 7 ' リッジ ~

ロンドン

団 長 栄 久 庵 祥 二 ( G K 研究所長 )
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まとめ/ 石崎滋雄 (近畿大学)

現地講師 Fr anci s Duf f y ( 英国 D E G所長)

募集人民 15名

参加費用 Y 780，000 

国 Faci l it ies '87 参加と米国フ ァシリティマネジ

メントに関する調査団

JVJ 問 日首相62年 6 月21日( 日) - 7 月 5 日(r l)

訪 問 先 ニ ュ ー ヨ ー ク ~ ボ ス ト ン ~ ワ シ ン ト ン

~イサカ~シカゴ~ロスアンゼツレス

団 長 野 回 一 夫 ( 立教大学教授)

コーディ ｾ Ｎ Ｍ＿一 山口重之 ( 京都工芸繊維大学助教授)

現地講師 Mar shall A.  Graha m(: 丹、ム・コ汁γ タノツ)

募集人只 15名

参加費用 ￥970 ，000 

国 Intel l ibui l d ' 87参加とインテリジェントピル

の企画・マネジメントに関する訪米調査団

JUI 間 昭 和62年 6 月21日( 11) - 7 月 5 日( 日)

ｉｾ＠
" 凡

協

( 大阪市 iJ可区新IIIT Tel 06 532 1956)  

修 中村昌生 ( 京都工芸繊維大学教佼 )

力 ( 的安井32工務病

*  

竹を 、建築との関係の 中でとらえなおしてみた

今回の企画では、妙喜ｾ Ｎ 待 ｲｴｴￋ ( 京都) の天井、

有楽チ ｩｩ Ｎ ｾ 日目在 Ｈ 愛知Ｉの下地窓、有楽窓の複製 、

ししおどし、棚、雨どい、縁、垣様など竹を使 っ

た怠匠の数々の実際が展示される 。

東京の I N A X ショールーム 2 F (点京都中央区京

僑 3 - 6  - 18) では、植松重量二展 布と校による椛

成 ・倒也ー ( 3 月 2 日- 3 月29 日) 、同じくオラ

ンダ ・タイル展 ( 3 月 4 日- 5 月24 日) を企画し

ている 。

~クリーブランド~シカゴ~ロスアン

セ' ルス

団 長 絵本文郎 ( NT T建築部建築技術開発室長 )

現地講師 Pi er o Pat ri  ( Whi st l er  Pat r i  

Archi t ect ， Pr esi dent )  

募集人民 15名

参加l費用 ￥970 ，000 

固 A / E / C  S Y S T E M S '87参加と建築 C

A D・C Gプレゼンテーションに関する訪米視察団

期 間 昭 和62年 6 月21 日(日) - 7 月 5 日(11)

訪 問 先 ニ ュ ー ヨ ー ク ~ ボ ス ト ン ~ ワ シ ン ト ン

~イサカ~シカゴ~ロスアンセ' ルス

団 長 笹 回 剛 史 ( 大阪大学助教綬 )

コイィネイー St ephen J .  Gr egor i o (GR E E GS ON 

AS S OCI AT E S )  

募集人民 15名

訪 問 先 ニ ュ ー ヨ ー ク ~ ポ ス ト ン ~ ワ シ ン ト ン 参加費用 ￥970 ，000 
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粒状氷コンクリート

鈴木敏郎 / 滝口克己

製造法

この粒状 i)< コンクリートとは、コ ンク リー卜の

練り混ぜを開始するときに、調合ノk にかえで粒状

i)< を用い、粒状氷の刊ー質とその融解過程を利 j羽し

て製造するコンクリートである 。繰り混せ1倒 的1.F

に調合ノk の様態を 一日寺的に変化させるもので、 i)<

は融解すれば本になる 。単純で、明快な技術であ

るが、粒状氷の利用で、コンクリートの製造過程

で必安- な紐 h の特性が改千年できる 。

基本特性

粒状氷コンクリートの基本特性は、

① 国中日( 疑似問中fl) で混合を開始するために 、

均質混合が容易である 。

② 粒状氷の融解に ｦ 半い、 ｩ 昆島ｾ (混合) 物の粘度

が変化する 。

③ 低温になる 。

ことである 。粘度が変化することにより、 'pj. 材分

離が生じにくくなり、各極の混合斉IJ. 混合材の均

i ' t 混合が容易になる 。各種の混合材の均質混合が

容易になるということは、たとえば混合材として

繊維を考えた場合、繊維の極類によ って均質混合

に都合の良いコンクリートの粘度があり、半立状 i)<

の融解によりコンクリートの粘度が変化し、均tt

混合に都合の良い粘度になり得ることによる 。粒

状氷の前91解に伴う変化のなかで、最も節子干が良い

状態が得られるということは、粒状j)< を融解させ

るだけでよく、 {也の:fil 閥l を必要としないというこ

とである 。

粒状氷の大きさ

粒状氷の大きさは、 J 二述の基本特性のうち、ど

の特性を重視するかによ って定めればよい。均質

混合が最も霊安ーである場合は粒状氷は小さい }j が

よいであろう 。低温になるという効果だけで卜分

な場合は、粒状i)<は相当大きくてもよいであろう 。

粒状 i)<の融解u;'f fi 自、車内度変化のスピードは、粒状 リートは初期凍結による性状劣化が生じない 。練

氷の大きさ、およひＧ刊・ ｍｾ 宇の ｹｒ 度と関係する 。 た りj昆せ・性能の良さを利用し、初期凍結の問題のな

だし、粒状氷の大きさや形状は、まさにその概略 いコンクリートを粒状氷コンクリートで製造しょ

を定めればよく、粒4犬氷の大きさや形状に、それ うというものである 。むろん 、コンクリートの打

ほど高い制度はいらない。 コンクリートに浪人さ ち込み時には、粒状氷は完全に融解している必要

れた粒状氷は適当に不安定であり、適当に安定で があるので、 f l ' 材温度は高めにしておくことが望

ある 。 スライスされた氷、クラ y シュ された氷、 ましい。什材温度を日くして粒状氷を用いるのは

リキ ッ ドアイスのように小さな粒状氷として製造 エネルギーの無駄といわれるかも知れないが、筆

された氷等々、倍々の JJi去によ って製造された粒 告らは、初期凍結の問題のないコンクリートの利

状氷を川いることができる 。雪の平IJ 問も汚えられ 点の方がはるかに大きいと考えている 。

る。

適用範囲

繰り泌ぜ開始時に、治l合ノk にかえて粒状i)< を{史

ｭ するという簡 ￬ｬｩｩｾ 手法であり、有効な特性をも

っているので、この粒状氷コンクリー卜は 、各組

のコンクリートへ有効に適用することができる 。

たとえば水量の少ない高品質コンクリート( 基

本特性の①混合性能、および基本特性の@ 低; 及効

果を利用) 、豆盆骨材コンクリー卜( 基本特性①

②③を利用) 、繊維泌入コンクリート (基本特性

② を利用Ｉ、 ｉｾｩ 分子材料浪人コンクリートＨ基本

特性① ② を利用) 、加圧非排水成 j移コンクリー卜

( 基本特性① を利用) 、長時J i t J輸送しうるレディ

ミクス卜コンクリート (基本特性③ を利用) 等で

ある 。

一般的な表現として、調合水を粒状 i)<にとい っ

ているが、応分子材料混入コンクリートを製造す

るとき、ノ')<i存性の点分子材料を含んだ粒状氷 、あ

るいは反応促進剤を合んだ粒状氷を用いる場合が

あることはいうまでもない。

中立状 i)< コンクリートは、材料の様態を - 1I ;f 的に

変化させるだけのものであるから、 f也の技術との

組み合わせも容材である 。 たとえば、混和l剤を添

加するコンクリー卜へこの予法を適用した場合を

与えれば、 is. JJf. の問題以外の化学 (1'.)1問題は生じ得

ない。

暑い時期のコンクリート

持いHキJtJ lの現場打込みコンクリートに、この料

ｾＩｕＩ＼ コンクリートを用いれば、中日当な効果が ｪ 制 ￭ ＺＧｦ

できる 。従来より、低温コンクリートの利点とさ

れていた主要なものは 、つぎの 2 点である 。低視

であるために、スランプロスが〆l、きくなり、それ

だけ単位セメント虫、単位水i止が少なくできるこ

と。低温であるために治皮ひぴわれが発生しにく

くなること 。 この 2 つの利点は粒状氷コンクリー

トも当然のことながら有している 。実験室のミニ

プラン卜 、および生コンプラン卜における将いHキ

ｾｭ の粒状氷コンクリートの夫 ー 験では、 h l El 以上に

スランプの大きいコンクリートが製造できている 。

持いH、四日に、単位ノ' ] < 1 1 1 ; の少ない低温コンクリート、

すなわちひびわれの生じにくいコンクリートの製

造が可能である 。

寒い時期のコンクリート

＿ｾいｦｉ ［ ｦ 期の現場打込みコンクリートにと っ て、

初期凍結による性状劣化は重要な問題である 。水

七メン卜比が小さく、よくおｾり混せ ・ られたコンク

やりやすいように

界い時J! J J 、本いH判明のコンクリートについて述

べたが、持い ｈ 利ｩＡｉには低温効果、 ｊｾ い ｈ 初期には 混

合効果を主として利用している 。 したがって非い

時期には大きめの粒状氷で卜分な効果が得られ、

寒い時期には小さめの粒状氷を用いる方がより効

果的である 。比較的混度のおい環境下では小さな

粒状氷は不安定すぎて取り扱いカ沖日当に困難であ

る。条件によ って比較的取り扱いやすい程度の粒

状氷を用いればよいということになる 。 やりやす

いようにやればそれなりの効果がある 。安定性が

粒状氷コンクリー卜の大きな特色のーって、ある 。

仕上げ時間・初期強度

低温になることの問題点として考えられること

に、仕上げまでに要する時間i が長くなるのではな

いかということ、および、初期強度が小さくなる

のではないかということがあ った。 しかしながら

これまでの実験では、この 2 点は全く問題になら

ないという結巣を得でいる 。

fJ: 上 It' l I 年間の l問題であるが、実大のはり付きス

ラプのコンクリー卜打ち込み実験において 、通常

のコンクリー卜の仕上 げ終了までに婆した時間 が

61時間であ ったのに対し、同一調合の粒状氷コン

クリートのそれは 4.511キ聞 であ った。通常のコン

クリー卜と粒4大氷コンクリー卜ではプリージング

の様子が相当巽なる 。初期強度の問題であるが、

これまで、 24時間以上筆生したものの比較実験し

か行 っていないが、 24時間以上養生したものに関

しては、通常のコンクリートと粒状氷コンクリー

卜の強度は同一 であると考えてよい。

*  
粒 ｾＩￇ￬Ｉ＼ コンクリートが大いに利用されることを

望んでいる 。

(関連資料リスト〉

1  ) 鈴木、沌11  r小水塊を用いた コン クリート製造法の発忽

とH 刊 J 円本 lli 築苧会* 1拒JZ: ¥j 1研究報; 守J s 、第24号、 H円

相161; 下2 rJ

2 )  "' 1  1: ｲ かき ｩ ｬ＼ コン ＧＷ Ｑ Ｉ ー ト ｊ 祈 ｬｬｩｾ 臣、 ＱＹＸＶＮＴ

3  ) 向上「水のかh りに “ 氷" を使え ばコン クリートがよく

混ざる J 11紙 7 ーキテ 7 チ ュ7 、1986. 4ー 21/ 263丹

4  ) 向上「小水泌 をmいたコ ン7 ' ) ート製造法」第 81"1 コン

クリート 工-戸年次消滅会J品文民、 1986

5) 鈴木、滝川、暗号m r小氷上自を用いて喫造するコ ンクリー

トの1.¥'f't: J 悶 J'.

6  ) 鈴木、滝川「小氷上自 コノ 7 ') ート J 注築東京、¥10 1. 22、

Nn2ω 、 1986 .6

7  ) 同上「 コン 7 リートとかき氷 J lli 築維誌、¥l oI.J OI 、

ぬ 1249、 1986. 8

(す r  き とし 為川う 見点ル似似IοωωJjぷjr川t

たき ぐち均か、つき 問 H助h救J妓受/
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般 OA オフィスでもタイルカー ベ γ 卜化の比飛が

;台、迷に拡大しており、この配線 }j 式の適 JTI にuf 適

な周開条件とな っており、| 時代の流れに合 ったオ

フィス環境と機能の両 ) j を満足するシステムと言

える 。

システムの仕様と 構成

本システムは、床面に敷設されたタイルカーベ

y ト( 裏面にパ γ キング肘を持ち一般に 50OmmflJ)

の下に、フラ γ トな電力、通信、データ川のケー

プルを布設し、表面に設置したコンセントや変換

後続ボックスを介して機穏に結線されるシステム

である 。代表的なケープルの断面構造閃および般

第 2 図 コンセン ト等の設置状況

セスできることになる 。電力用コンセントについ

ては、当社独 il の特殊工具を{ 史わないでネジ 3 木

類を第 1 図 に示すが、! 亨さはでl l )J m、通信用で I の締め付けだけでフラッ

インテリジェントピル等、これからの高度情報 mm程度、データ汀lでも 2mm程度であり、タイルカ

化社会に対応するため、お皮に O A化が進んだオ ーベ ッ トの表面に違和感が現れることなく布設で

フィスを待 ったピルの新築、 インテリ ジェ ント化 きる 。

のための改装の 事 例が ｴ ｾｊｊｉｉ している 。

こうしたオフィス内では 、各極の O A機器等の

電源やデータ伝送m、電話、ファ ックス等の通信

用ケープルや電線等が多数配線されることとなり、

大部屋方式のオフィスでは床面からの配線方式が

主流となる 。従来はフロアダクトによる配線が主

であ ったが、この場合、配線の取り出し点が固定

的点状分布であり、かつオフィスレイアウトの変

更がしばしばなので、どうしても床面E富山配線が

t引 Hし、オフィス環皮の悪化、安全上、効率上問

題となる 。

こうした床面露出配線を皆無化し、機Ｈ，ｾの ｉ 竹設

. 移設に対しでも自由に対応できる床面配線方式

として注円され、広 < m刊されているのがアンダ

ーカーペ γ 卜配線システム( 電気設備技術基準ー

電技第 200条、平形保護層工事として 61年 3 F1規

定) である 。

平形保護層工事

アンダーカーベ y トi"i e*泉システムは、 O A 化が

先行している米国でのオフィス l末配線システムと

して開発され、わが国では H立電線( 捕により昭和l

ボトムシールド 湧体 絶縁体

電力用 3導体

3 導体 (111相2線 + t産地) 20A 5 将体 ( 単判121"1尚H 産地) 20A

3 0 A φ φ 3 0 A  

対 ドレンワイヤ

枠 @ 骨蜘弛 張 ヨ争i

通信用 10ペア

2  H (0. 4X4+ トレ ンワ イヤ) 2 カ y ド(0. 4X8+ ドレ ノワ イヤ)

4  ).t (0.4 X 8 +  " )  5 カ y ド(0. 4X20 ，， )  

6  H (O. 4XI 2 + φ )  

8  H (0. 4XI 6+ 今 )

10H(O. 4 X 2 0 + φ )  

，内部導体 デ- )1用問鞘

/ ，絶術本

ルウ外部導体

ρ シ/ / ドレンワイヤ

ＺＧ Ｑ 一ｾつ 守 伊三ぐ ジャ ケ ｹ ト
N  

1  12mm |  平衡問軸

( インヒーダン λ 1000)

同軸デイ プ( インピーダンス 500 ) 干陣rp. t

。 ( φ 750 ) (2 M、6対、 10M、1 8 m

(  φ  930 )  光 7 -( イパー

( "  1250 )  (G17 7 イ' ¥- ，1心、 2心)

トケープルへの在脱が自

由に行える方式が好評で

あり、さらに最近では、

オフィス環境にマッチす

るように国内有数の工業

第 3図 15A アース付 2

デザイナーによるコンパ 連および 4連用カラフル

クトな形1犬 ( 第 3 図) と なコ ンセント

タイルカーベ ッ トや家具の色により選択できる園

内初の多色化を実現している 。

ハイブリ ッ ドイ七とフリーアクセスフロア

本システムは床部分にのみフラ ットケープルを

川いるので、前後は丸導体ケーブルと後続される

ケースが多いが、その変換接続をうまく行えば、

合埋的なシステムとなる 。 たとえば室内に適当数

小型の床埋込ボ γ クスを設置し、そこまでは電線

符配符により結線しておけば、そのポ y クスから

任意にフラ ッ トケープルで配線できるため、将来

予測も満たし、きわめて経済的なシステムとなり、

多くの新築ピルで係閉されている (第 4 図) 。

57年に初めて導入実用化されたが、新しい工法で 第 1 図 フラ ッ トケーブルの断面図および種類

司1 1 . 止に規定がないため、各件名ごとに通政省への 電力問ケープルは表面が保護用スチールテープ

特認申請を行 って{創刊する必婆があ った。 で額われるため、機総多数配置H、干に懸念される通

しかし圏内の O A化の流れの中で合思的な配線 信、データ等弱ｾｲｯＺ回路との後近や交叉も、スチー

方式を求める強いニーズのもと、 400件以上におよ ルテープ上での直交が誘導降客防止上や法規 lニか 第 4 図 床 埋 込 ボ ックスによるハイブリツド配線方式

ぷ実用実績となり、昭和60年11月には JI S C  3652 らも全く問題なく向由に行えるため、レイアウト このほかセルラーダクトやフロアダクトと組み

r11 . i : 力問フラットケーフソレの胞工 ) J 法」が新鋭市11 の設計上も制約がない。 またこのような薄いケ一 合わせる方式、れや7側も配線機能付きローハティ

定され、さらに電技が改定され「平形保護層工事」 プルの安全性についても、静荷重 1ton/cnr以上で、 ションと直結するなど各種のハイブリッド方式が

として追加改訂された 。 さらにシステムを織成す 問題なく、キャスターの移動や歩行による衝怒術 実灯l化されている 。

るフラ y ト絶縁体やコンセントボ γ クス、端チ台 車も全く問題なく、万ーの誤作業によるドリル等 最近、 O A オフィスを対象に各種の簡易型フリ

等については電気用品取締法に基づく マ マークの による 1'l:通事故Hキにも電源イ! ! IIに設置が設務付けさ ーアクセスフロア方式が製品化されているが、露

取得も完了し 、昭和61年 3 月以降は特認申訪なし れている漏電遮断器により、感' 屯の危険はない。 出配線を皆無にできフレキシプルである点は本シ

に、非居住吉I1分の低圧分岐回路として自由に施工 このようにして床面上には配線は全く露出する ステムと共通しているが、実施の場合、床全面施

できるようになった 。 ことなく、すぐれたオフィス環境のもと、配線の 工で大き♀初期投資が必要で、配線替えも意外に

また1 l l 技では、胞設場所の区分として「点検で 機能性を達成することができる 。 子11 l I がかかるようである 。本システムは、これに

きる陰ベい場所」としているため、床面の仕上げ 一方、機総へのコンセン卜やリード線用の変換 対し必要なときに必要な場所にのみ必要な数量だ

材としては自由に取りはずしのできるタイルカー 接続ボックスは、 第 2 図 に示すように機搭の直下 け布設でき 、 その配線終えもきわめて容易であり、

ペットとの併用が前提となるが、最近のオフィス 等任意の位置に設置できるとともに 、 このシステ 一般の O A化オフィス用としてはトータルの経済

環境の向上の流れのなかで、インテリジェントピ ムの最大の特徴である必要な場所への噌設や移設 性では絡段にすぐれていると言える 。

ルでは必須条件のーっと言えるほど{ 史問され、 ー がタイルカーペ y トをおl ぎ取るだけで A 由にアク ( ますおか の ぷ を 日立電線株式会社 l B推進本部本部長)
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O A時代のオフィス内電力、データ伝送、

電話配線方式に最適ですL:221官 公J215r????薄日弐222:

目立パーザトヲγワ

自 主 電 線 株 式 曾 社

本 社/ 〒100 東京都千代田区) L の内 2- 1-2 ( 千代凹ピル) ; 世話 ・東京 03( 216) 1611 (大代表〉

営業所/ 大阪・福岡・名占庖広角日立・札幌・仙台富山・高松 ・カタログをご希望の方はお申込み〈だき" .

画: 日本建築協玄

- ・建築に携わる人へのヒント

知りたくても知るすべがなかったこと，書きたくても公には書けなかった

さまざまなトラブルの事例・原因・対策から，その解説・ヒントまで一一

最新の設備や技術ゆえに起こるトラブルから ， いつも失敗をしながら明確な解決策が出されな

か ったトラブルまで，現場サイドの技術や知識に裏付けられた，実際に起こった事例とその対

策の数々 . ト y プ レベルの技術者たちの知識と勇気を結集してまとめた 空調設備や衛生設備

で失敗しないための方法ゃ技術をすべて盛り込んだ，画期的なトラブル解消のトラの巻である

空調設備の [衛生設備の

トラフル50 トラフル50
四六・ 224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

・内容綴

l  熱特性にまつわるトラブル

2  梁と天 ｊｉ ・ ｾス ペ ースにまつわるトラブル

3  シャフトまわりのトラ ブ Jレ

4  ガラリまわりのトラブル

5  I屋上・屋外設置機器まわりのト ラブ Jレ

6  2E御機械室まわりのトラブル

7  居室内のトラプル

〈目録進呈〉

四六・ 224頁・定価1800円建築設備トラブル研究会著

- 内容概

地' 1' ・床にまつわるトラブル

シャフト・f . i ・便所にまつわるトラ ブJレ

浴室 ・外壁にまつわる少ラプ J レ

地下 ・屋上にまつわるト ラプル

腐食にまつわるトラブル

給水・給湯にまつわるトラプル

7  排水にまつわるトラプル

〒600 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入

T  E  L  075 (343) 0  8  1  1  
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施 工 材 料 の 頁

1 4 6  

ｐＭｾｏｉｓｔ スラブ構法

中 山 康 志

概要

図 1 は断面であるが、全体の床断面はリブスラ

ブである。リブの部分をプレキャスト化し、プレ

キャス卜部分にはトラス筋を利用し、プレストレ

スが導入されている。端部は上筋を大梁主筋に架

け、リプ聞に鉄板型枠などの拾型枠をのせ、上告11

のコンクリートを打設する。プレストレスが導入

されているので、支保工は不要で、ある。現在のと

ころ、リブ成にもよるが、スパン 7 - 9 mまで可

自Eである。

L  

L _  

現場打コンフリー卜

: zf = 

¥ 

鉄板型枠

"---

|  プレキ拘ストコソ7 リート

r p- J OI ST リフ ミソコ- : i 1i

L 一一則 - 7∞一一」 一

図 1 P - J OI ST スラフの断面

製造方法

製造方法は、あらかじめそりのついたトラス筋

を製作し、鉛直荷重を加え、そりが平行になるま

で押さえる。導入すべきプレストレス量は、 トラ

ス筋のそりと岡IJ n により決まる。っき品に、 トラス

筋を押さえたままコンクリートを打設し、 JJ 見型強

度が発生したら荷重を解除して、プレキャストリ

プにプレストレスが導入される。

表 1 に、リプの製造l順序を示す。

表 1 製造順序

概 要 断[ 函

所定のそりのついたトラス筋( ミ

iIL 
y コ一筋) の製作を行い、型枠に

セ y 卜する。

トラス筋に鉛直荷重を作用させて、

ヰL
2  正の l曲げモーメントを与える。( 平

行になるまで押す)

3  I  ｾＡｉ さえた状態でコンクリートを打

盈
設する。( プレ 7 レクション)

コン 7 リートが所定強度に返した

面
4  ら、トラスに勺えておいた ?l imを

解除し、脱型する。( ' ) リース)

62 控 築 と 社 会/ 1987年 2 月号

; 会 P- J OI ST取付

札 鉄板型枠取付

U U U U U U U U 日 口 口

P Ca F  

写真 1 リブの架設

本構法の特長

本桝法の設計 - 製造 ・J1ili 工における主な特長を

以下に列記する。

設計面からみて

(1) ひびわれが起きにくいので、長スパン小梁な

しの形式が可能になる。

(2) 他部位との納まりが森易で、床の高低差にも

対応、しやすい。

(3) リブのピ y チが向由に変えられるので、割り

付け、墜との納まりが良い。

製造商からみて

(1)  簡単に大きなプレストレスが導入でき、特定

の工場でなくても製造が可能。

(2) 製造および符理が簡単なので、サイトプレフ

7 ブ化が可能。

施工面からみて

(1) 無支保工で長スパン床カヲ包工できる。

(2) 型枠作業が大幅に低減できるとともに、支保

工がないので壁型枠がやりやすい。

(3) 先行取り付けにより、作業床として使用可能。

(4) 解体工事が全くないので、後続作業の障害と

ならない。

P - -..J OI S T スラブを用いた複合化工法

/

 
大

梁

主

筋

複合化工法の概要

写真 2 鉄板型枠の架設

コストー従来のミ y コースラプに対し 、 400 円/

m'程度のコストダウンが可能となった。

告 )J 化ー仮設工事の諸口工数では 0.3 人/ ばとな

り、事務所ピルの平均 0 . 7 人/ ばに対し、 0 . 4人

1m' の省力化が可能とな った。

おわりに

複合化工法の構成技術として開発した P ー J 0  

1  S  T スラプは、外壁の代表的工法である PCaF

工法とうまく組み合わされ効果を上げており、今

後採用のI削 Hが予想される。新技術 新工法は実

施を通じての継続した改良 ・改善が必要で、 P

J  0 1  S  T スラプはもとより、 f也のh時成技術につ

いでも開発 ・改良を進め、よりよい作業環境を目

指した複合化工法の推進を支援したいと考えてい

る。

核合化工法の概要を図 2 に、スラプ架設状況を

写真 1 、 2 に示す。

主な実施効果は下記の通りである。

工程一一〈体工程は 10日I F となり、計画工程に

対し 4 日I F の短縮、全階で約 1 か月の短縮がで

き、仕上の早期導入により前効果を含め1 . 5 か月

の工期短縮が実施できた。 ほかやまやすし株式会社竹中工務防技術研究所 R任研究l ¥)



昭和61年度・第 3 回若い会員の集い

ホ解剖台上の私性群砂

一 建 築 家 池 上 俊 郎 の 5年 間 の 仕 事 一

「カテゴリーを超えて」

「スケールを超えて」

一 講演会 一

レポート

〈幸福相互銀行三原支脂〉では、古典的オーダー

を持つ柱のある墜とその前に立つ l 枚の墜との l制

に、建物と都市と・の緩衝空間] が設けられ、 〈坂本

歯科医院〉では、ピラミ γ ド状の唆で閤まれた 41.

務コーナーによ って、中心の存在が意識され、〈浅

井医院〉でのパースペクティプな墜とそのアイス

トップにあるブルーの壁は、奥行きを感じさせる

ための手法でありましょう 。

作品を紹介されていくうち、池上氏の創作活動

に、テーマ性とは言い切れない何か仕船けのよう

な意味のあるデザインが展開されていることを感

じました。 ( 山本的科〉の アーケードには、従来

あるもの( 鳥居のような) の j杉として子怨される

ことを裏切る、あるいは全< 5} IJ のものであっても

それを述恕させることで、従来のものとの述いを

意識することから緊張感を生み出す、とい った心

理的手法が展開されています 。 i 心理的風荻J と

今回 l立、建築・インテリア・家具の分野で幅広 いう言葉を思うと、〈オイディプス王〉の舞台装置

く活躍されています池上俊郎氏を、日本建築協会 は、まさにそれを表現しています。シン ボルとし

のラウンジにお迎えし、イメージの創り方や設計 ての中央の事11殿とそこから左右に延びる述柱、破

主旨など、作品の持つ意味を中心にしてお話を伺 峻を示す笠とが、その四章からなる舞台劇の兵髄

うことができました 。 を一目にして物語らなければならないわけです。

講演会のテー? にもな っています「解剖台上の 〈大月点珠庖〉では、無機物と有機物をテーマに

私性群J について、氏は「空間は私性( 個性を持 したイ ンテリアディスプレイ、 〈朝日放送・ニ ユ

った、ばらされてもそれだけで存在することがで ースキャスターの背而〉には、 「締駿する社会と

きるもの) の集合てかl られる 。形態を 中心 lこした 放送という場の使命を表現しました」と言われま

思考対象を造形化することによ って生み出された した 。

側々のものが集まることにより、新たな意味を持 建物が都市へ発言する 一要素と々えられるとき、

つ空間が創り出される J と説明されました 。 i造 都市長観への応答は、たとえば 〈御影の挫物〉の

形は、 "場 ・機能 ・形態 ( 構造性 ・言語性 ・スタ テラスの形状変化による川 ンプ レッション H の

イルが伴う Y の三つをベースとしてそこにベクト 表現や、〈岩岳のホテル〉の不務形な線で 、ジャン

ル ( 位置 ・大きさ ・方向性 ) を与えることによ っ クション n を造ることなどによ って 表現されてい

て生み出されるが、そこには必ず、物語性を持 つ ます。ま た、デ y ドコーナーや何も無いス ペース

た心理的風j去の拡大や時代主張が背景にある J と に 刈 ン プ レ ッション。 を持ち込むことが可能で

いうお話を聞き入るにつれ、 「建築設計を社会の あるという思いを 〈倫子状の椅子〉に託して表現

重要な部分にしたい j という氏の熱意が、次第に されました 。

強〈感じられました。 ( 堺市のモニュメント〉では、環境彫刻のあり

プロローグを終えて、これまで手掛けられた数 方を空間のポテンシャルに| 掲述付けて説明されま

多くの作品を、スライドを交えて紹介していただ した 。「有日市空間に参加する、高さの低いもの く鋒

きました 。 一一一 人 ・ 歴史 〉 をヒエラルキーのｪ［［Ｇｾい所に、刊さ

シンボル ・軸線 ・角度 ・不盤形な線とい った形 の高いもの く飛一 一将来の展望〉 をヒエラルキー

の要紫と素材や色によ って、心理的な距離を誘発 の低い所に持ち込んで人を集め、その物の中に立

させることは、狭い空間をそっと感じさせないた ったときに免える形態で何かを表現したい」とい

めの手法として、氏が空間創造の基本にされてい う、人々が参加して初めて有1主義なモニュメ ン ト

ることの一つです。 ( ミヤタケ〉では、つぎに何 を提案するところは、ヒューマニスティ y クな、

かしら起こることを予想させる不艶形で未完の壁 また建築を創造しながら都市に発言 していく上で

を造り、コンクリート・アルミ ・H 鋼を同時にエ 不可欠な思考プロセスでありましょう 。

クステリアに用いることで相互間の距艇を視覚的 池上氏の言う「私性」の意味する「恩与対象を

に生せ' しめ、 〈アーパンハウス〉では、石のテ一 造形化することによ って生み出された例々のもの」

7 ・ルや床、木製のエンタシス等の素材が持つ* 笑 が「材質を持つ床、壁、天井」あるいは「家具J

体仰と、 F R Pの柱、アルミ、ガラスの放つ情成

機。を同時に表現し、 〈本みやけ〉では、金色の

もみじを象ったオブジェの持つ拡散性を鋭の効果

で一層 強め 、 〈チクマ〉では、ディスプレイ、受

付 、通路といったテ リトリーの述いを床の色を変

えることだけで人に意識させています。

壁の位置や角度が、空間を創造する大切な喜要素

であることは、池上氏の作品の中においても表現

きれています。 ( C ity Fr ag) では、角度を持っ

た外壁が都市における建築の象徴性を醸し出し、

であるならば、その集合によ って新たに創造され

た空間とは「インテリア」または「建築J であり、

「個々のもの」が「建築」あるいは「環 t_il 彫刻」

であるならば、創造された空間 とは「都市」であ

るから、そうい った意味で「解剖l台上の私性群」

の展開は「カテゴリーを越えて J i スケールを越

えて」実行されていることが、数多くの意欲的作

品の紹介も終わりに近づく項、自の賞; めるような

新鮮さを持 って認識されました 。

レポータ ・大塚慶子 Ｏ Ｑ 附Ｎｊ Ｎ［ｴ州 ｉ 設 ｾ ｦ Ｇ ＺＱ ｩｽ

日 時 昭和61 年 12 月 6 日( 土) 開会18 : 30→閉会21 :15 

会 場 日本建築協会・ラウンジ

( 大阪駅前第 3 ピル ・21 階)

. . 師 池上俊郎氏( アーバンガウス研究所・

池上俊郎建築事務所 代表)

参加者 54名

スケジュール

18: 40 開会のあいさつ及び情師の紹介 松本委員

18 ・45 . . 漬「解剖台上の私性群J 池上隠師

一ースライド 2 台併用( 約200枚トー

21:  00 質疑応答

21: 15 閉会

議 12月6 日ω - 12 日凶 まで同所にて池上俊郎氏の作品展

を開催。観覧者数4日日名。

姐築と社会/ 1987年 2 月号 63 



日本建築協会

月間の動き

理

昭和61 年 11 月分

尊E

常任理事会

26日 4 時- 5 時 於 本 会 会J韓宝

出席r ， 佐野会長ほか11名

議事 (j )  ;r;9Inl司! f-.wrr.機和l川シンポジウム後般の件

(2) Ｇｬｾ 務 ｊ 心臓Ｎｵ ｦ 期賞与支給の件

(3) ￻ｬＡ 、Ｇｌ ＷＰ 周年記念 Ｉ Ｑ ｾ ＱＮＱに ｬ 刻する ＨＧＱＧ

(4)  人退会- I ' J 承認の件

(5) 報? dHr i

編 集 委 員 会

第 9 回 「設計者のプロフィール」幹事会

4 日 6 時- 91昨 於 本 会 会 議 室

出Ａ広告加藤幹ヲ ｬ ｾ ほか Ｓ ｦ，

殺事 「設計- I ' J の 7 ロフィール一一l則l珂の昭和生まれ

のill 築家」臨時I曽刊号編集企画

第 8 回作品作風小委員会

5 日 4 時- 7 1時 於 本 会 会 議 室

出席- I ' J 伝村日IJ 委μ 長代行ほか 5 名

Jli ll' (j )  長 ｬｾ 世状況報 ｾｉ［Ｎ と新 ｩｬｬｾ 調査表選定

(2)  rGall erYJ 内終報告 ・験対

(3) 作品保Ui ，lc

(4)  作品 A レイアウトについて

第10回「段計者のプロフィール」幹事会

7 日 ＶＱ ＱＮｾＭ 9 時 於 本 会 会 設 室

出席- I ' J 丙川将事ほか 5 名

議事 「関西の昭和生まれの建築家一一設，汁おの 7 ロ7

ィール」臨HキI目刊号編集企画

昭和位年 1 月号特集座談会 「入浴物語」

10日 1211. 1' '1' - 2  11年下

テ ー " rJ!l."¥と入浴物J 1iJ

出席 -I'i 大均修 (J 江節府担太〆助 fJ 、向日j 公理 { 霊知〆血 k

( +J 同l. k学助教授) 、内1t-弘有1(.k 取締役社長) 、問中

l巨人 {神ド市・，; ) 会)

傍聴- r . 奥村礼子 ・高川佳子 ・河端秀直委員

第 3 回「官公庁営繕と行政建築家」特集幹事会

10日 4 時- 8 時 於 本 会 会 論 室

出席- r . ｊＱＱ 斡 Ｇ ｬ ｱｾ か Ｘ ｦ，

J轟事 昭和62年 8 月号( ｊｾ 定Ｉ特集編集企画

第 3 団法令分科会

11 日 211キ- 3 1時45分 於 本 会 会J高室

出席- I ' i 押川委日ほか i 名

J英明 法令コーナーと rITlJl l解，i見コーナー」の企画

第 9 団施工材料分科会

11 日 4  8. ' f- 61時下於本会会議室

出席. / ' j 荒木委. uほか 3 名

J晃司王 11白羽J62年 4 月η 特集「室内の仕上床」の企幽

第 8 回編集委員会

13日 411キ- 5 時、ド 於本会会議室

出/$. ( ; 11・上委員長ほか 5 名

議事 (1)  r第33阿 JF年技術省」特集報告

(2)  rインテリア・イクステンションーこれから

のリニューアルの }J 向」特集経過報公ー

Ｈｉ ｊｊｊ ｾｽ ｻ，定Ｉ

(3) 12r J 号「腐食」特集経過報告

(4)  11自利62年 l l P手「入浴物 j 苦」特集報告

(5) 2  IJ l-; 'NIJ 造特集rj 呆符・貯蔵純設」の企画

(6) 3 月号音IJ 也70周年記念号の企画

(7) 4 月号胞工材料特集「室内の仕上床」の企岡

(8) 小委員会報代、その他

(9) 収支状況幸1<1; '

第11回 「設計者のプロフィール」幹事会

14日 6 時- 9 時 於 本 会 会 議 室

64 也築と社会/1987年211号

HH市-r. 加藤幹。l Hまか11 r， 

ｊ 晶 Ｇ ｬ ｾ 川 「ム刊行の 7 ロフィール一一| 対同のl I (i 利 '1; ま

れの札t築' 主」臨時I曽flJ ｾｽの発Ｑｦｩ￈ ｬｬｦｩｪ

(21 川先行，1c念 '1' 1.1

「日本建築協会創立70周年記念」特集広告企画幹事会

18日 311. f- 5時 於 本 会 会 決 宝

HH市有 11I f  .  ｲｲｾ ｌｬ＠

よ韓併 ｬｉ ｩｬｾ ｊＱ ＶＲｻｦ＠ 3  I  J  ;;- ，lc念行広件全l同

第 8 回広告企画小委員会

25日 4  ｉ ｉＮｾ Ｍ 5  ｉｉ Ｎｾ＠ 1" 於本会会Ｎｾｾ

ｈｾＧ ，応ＭｉＧ￬ )t J: 委! H是ほか 4 名

J轟'li (]) 1  1  IJ W第331"1 ，'1年技術岳I インテリ r ・

イ7 λ テンションとリニューアル」干与払、

「不二ill ，1l!: u1J ＱｻＮＴＰ 周年記念」広 ｾＧ￮Ｇ 収入朝 ｩＷＱ

(21  121J;;-・r/，腐食」特 m広告収入報作

(3)  JF. I  ｊ け「人泌物総」特 ｭ ・ ｲ ， ｆ￼ｦｾ 技ｊＱＩＯＮｌ［［り」

.  r作品 f1n呈1・新総築」広符経過宇u: り

(4)  21 1  ｗ 京海支 ｬｾｾｊ 、 ｲ ft /ol( J 特集広行金Illtj

(5) 3) ]  W 自IJ ，'[ 701. ' 0 ] 年記念」将集広行企Illtj

「入浴物館」打合会

25日 6  Il. f - 811卒、1主 於本会会" 轟室

lHJ 市-I'i 川ＧｩＧ幹 Ｇ ｉ ｉ 、 ｾｴ 陥 Ｎ iuI 端 ・佐野 '::1川作委 Ll

J詫・l' r入浴物J;&J 特集 Jレホ，le
1

1l - のまとめ

「保管・貯蔵施設」特集第 2 回編集幹事会

26日 4  11.1' - 5  lI .f '1' 於本会会汲室

ｈｾ ｲｒ ｴ 行手 ＱＱ 泉委Ｎｵ ほか 3 名

ぷ 'IC IIs .f司162年 2 n  ｾパキ ｭ の企画

第 7 回投稿欄小委員会

27日 4  11、干- 611.f 於本会会議室

，'H席r . J円洲副委 n長ほか 5 名

ぷ '1' (1) r，走行の点 J r この人I 大先輩に1m<  J の企 lilij

(2) アンケートの験. H

事 業 委 員

. 6.  

. ".  

第 5 回若い会員の集い小委員会

4 日 611.f ド- 811キ45分於本会会議' 七

t' H席 者 石 川 面IH委L H正ほか 8 名

;轟 '1' (1 )  lii Jl n) の事業委 Ll 会の4現行

(2) 第 21"1企l肉「みどり争開会」

(3) 第 31"l i E両 rf図版の企IrlijJ

(4) m 41" 1以降の企l岨

(5) 本会 ＷＰ 同年記念 Ｇ ｉ ｾ 1. 1の企州

第 6 回広報小委員会

5 日 6  11.¥，- 8  lI .f 20分 於 本 会 会J韓宝

HH品t . /.京 sl 副委u長ほか 7 名

［晶、 ｉ ｾ (] )  lii Jl "1 Ｇ ｉ ｾ＠ 1.1 ｾ凸会のＪ符

(2)  第 31"l r レ- - t f ービジ ョン 平IIJIIJ の企，Li rj

(3) 筋 4 1"1以降の企l崎

第 5 回見学会小委員会

6 日 611年- 7 時40分 於 本 会 会 議 室

lHl 市-I' J WJ U副委u長ほか 6 名

J高'1' (1) ｬ￬￭ ｊｬ ＢｉＧｉｾ＠ 1.1委 n 会の報符

(2)  9} ] 、10l i の比予会の夫胞報 ;1;-

(3)  本年度茶室J . . ! . " ; : : 会

(4)  121 J 以降の兄乍企幽

若い会員の集い企画分科会

12日 611.¥"1' - 911.¥' ‘ ド於本会会設室

ｈｾＱ 市在大川 Ｑ ＱＱ ｴ ほか Ｒ 名

J車'II (1 )  r  l1'. i.工1 } : 氏の{ 悶段」の企画経過幸iipf

(2) ｲ 池 ＱＺ 俊郎氏のｦｉ ｾＱ 肢と，持 ＿ｾ ｩ ｩ 会」について

第 5 団事業委員会

14日 1211.f' ド- 211キ於本会会決宝

ｈｾ 席者内村委 ｌｬ 長ほか Ｔ 名

:Jt '1'  ＨＱ Ｉ 会小委 μ 会の ＧＱｾ ＱＮＱ報告並びに Ｇ ｉ ｾ Ｎｬ世ｻￋｾＱｲｪ

(2)  本会古11 、'1.70周年記念事業につい て

みどり学習会 (第12回)

日本の森林を学ぶー紅葉黄葉の私市植物園にて

8 日 111年- 511.f 

d再師 ｙＺ ｩｪｦｪｗＮＹｾ 氏 ｬ Ｎｫ阪市立太詰点師Ｉ

見学 ｉ 也弘 ＢＱ 納 ｾｭｲ 司 ｫ 阪市立Ｎｫ ＢｾｉＧｉｬ Ｇ￯Ｚ 郎 ＧｦｬＮＮＮＮｦｦｬ 物 ｬ 岨ｽ

参加1-t. 39名

広報レーザービ‘ジョン激映 {ポストモずン建築川 U S A)

28日 611.¥，- 711: 十1" 於本会会議室

参加I-/'; 13r. 

教 育 委 員 会

第32回工高生デザインコンクール表彰式

22日 211. ¥，- 511キ 於 本 会 会t議室

設計課姐 「テニス 7 ラ7 ハウス」

:H府将 官崎 a の会 ・じ)il 建築.Yl 話会代4臣、 b車問11辞

査委 L.J. Jおまか 3 ; 術査具、片倉 崎山教n正

国rJ' 委n長ほか 1 t， 

見 学

. 6.  

. " .  

昭和61年度・茶室見学会

奈良の茶室八窓庵を訪ねる

29日 1 11. ¥，'1' - 4  lI .f 

品 Ｈｾｉｩ＠ 1品l川苧%氏 (.; 削減11，";::院大.，;九m受 ・[";::Il
l
j U  

!n!. ...;: 先 公良国立 ｨｾ 物館の茶室「八窓Ａ転」と川ｉｬｾ物館

参加l行 35名

建 材 委 員 会

20日 311.f 511、十l' 於本会会議室

nH市r， 牧川委員長ほか10名

材料，Bt' 引 「プラスウィー JレAII 吋 : ｊ ｲ， ｾｦＧｾｏ＠

「ノ、リ I 7  FP100j  r ヒピカード」

tJ l 吋 1ドIhl 委Ll

よ轟 'ji 今後の検;Hill 材

出 版 委 員 会

25日 511手- 6 時 於 本 会 会 議 室

HH市r， i U釘[ 委員長ほか 6 r， 

.ii Ｇｊｾ＠ (] )  選 ｉｴｾ とブロのノウハウの経過割 ｩｰｦ

(2) 今後のテーマと執1 t - / ' ; 選定

創 立 70 周 年 記 念 事 業

第 1囲内主まいの絵本」編集委員会

4 日 10時、1; - 1211年於本会会設室

出品ｾ t. ｾｴｩ ，Ｑ￬委員長ほか ＱＲ ＱＧ，

ぷ 'II rOoまいの絵本」の編悠 ・刊行について

「住まいの総本」ワーキング会議

10日 2 時- 4 時 於 本 会 会 議 室

出席r ， 大森j ミ査ほか 4 t ， 

第 2 回式典・表彰小委員会

11 日 4 時- 5 時、|エ 於本会会議室

，'1'. 1，市Ii ":'tir，小委u長ほか 3 名

品事( 1 ) 前|口l総務委μ 会の朝i符

2) 式典表彰式の司! i ( l j ，I

第 2 回線演・祝賀会小委員会

14日 211キ- 3  ｊ ｉＮ ｾＴＰ 分於本会会，治宝

，'B目前t . rJ ! i 村小委LH是ほか 4 名

議事 (1)  ，ji J 川総t革委 L.J. 会の幸1. 1: り

21 議 決 祝 賀 会 の 準 備

「住まいの総本」ワーキング会議

27日 1 11，¥'- 4  11キ於本会会議室

出席r . 大森主査ほか 4 :}'， 

建 築 ク ラ ブ

朝食会

11 日 811キ' 1¥- 10時於大阪グランドホテ Jレ

泌凶「ヒゲi 上の野球人' 主」

品川i 'l!T'球，H! ，治家辻 f Hc 氏

出席r ， ＷＰｾ＠

建築防災関係法令研究連絡会

21 日 211年- 4 J時 於 点 京ill 築家会館

11'，1市r， N昨成問{ 本各委u

， ｾＧ ｊ ｉ＠ ｾキ資料の検討

忘 年 懇 親

第 2 圏実行委員会

4 日 311年- 51時於大阪府建築上会

出! 市街 共1世団体選1'1'，委u 、 'JI m ，J

第 3 回実行委員会

21 日 4  11. ¥，- 5時於大阪府総築上会

出席- /' ; 共催同体選出委口、事務/ . . l

a企‘

M 

|  11 月 の 入 会 者 ( 仰向)

〔同体会μ 2 社〕

アイピ従業側小泉終業( 附名占庖営業所

( ( 閑人会U2 名〕

妹 尾 正 治 高 城 国 有l

ｻ駄 ｊｾ 正 ｪｦ ￬ｩ 盤格ＧｩＧｉＡ ｬＩ (太林制It，iol ，1五日i )

(ifE会μ l 名〕

'1' 山 l 1

(.k阪 C I Zk'，:)



日本建築協会

月間の動き

昭 和61 年 12月分

理 事

定例理事会

12日 ＵＱＱＮｾＭ 511判 t 於本会会ぷ宝

ｉｾ ， ｉ 前兆 佐野 ・足也正副会長ほか26r.

，ji'J 1  (1) 通常総会l例{ 艇の件

ＨＲＩ 創立 ＷＰＱ ，司 ｩｬｾ ， ｬ￪ 念 Ｇ ｊｾ ｾ の件

(3) 人i岳会! i 7氏訟の ('t

(4) 報; う .jl lti

編 集 委 員

第10団施工材料分科会

1 日 4 時- 511左下 於本会会泌を

， ＧｬＧＢ 布告託木幹 Ｇ ｊ ｾ ほか Ｓｴ

. 6.  

. ".  

. 6.  

. ".  

ｊ 轟 Ｇ ｊ ｾ (1) 1昭和62年 4 11l } } j 甚工材料将 mr室内の仕上

lぷ」の企1' 咽

(2) r路工材料のn J の企1111) と似泌

第 9 回作品作風小委員会

3 日 4  11.¥'- 7  11.1' 於本会会決主

HH市イ昨 年本11¥IJ f ? 以上是ほか 5 名

ぷ Ｇ ｊｾ (1)  ｊ ，ｽ近の ｾｴｈ 白状況幸 ｩｩ＿＿

(2) 新組事 ｾＮｬ ＩＮｬ ｬｴｩ Ｑ＼の選定

(3) Ｈ作乍 ｴｴ 日 ｴｬｾ 瓜 Ｑ レイ Ｗ ウトに ついて

(川4川) r勺Ga州ll e町ry幻」内司平存1半手輔報i:ηt与7 目 検 .i吋.t I  

(応悶5引) 作品J探宋訪J

「官公庁宮車織韓と行致建築家」特集斡事会

巨8 日 411、与'f- 611時主 』於守本会会J扱轟2宝

日' ，1市! i ｊｾｾＧｈｾ ほか Ｙ 名

創設 'fl 1111利6211二 81 J り「符公庁防総と行政建築家」特集

縦 lli 金l凶

第 6 回計画分科会

9 日 6  11. 1' - 8  11.1' '1' 於本会会日曜を

出席. r， 舟f.!1i-t' wまか 3 -y， 

ｊ 轟 Ｇ ｊ ｾ 31 1W 創立70周年記念行」全体の進行状況と，: r

i画分科会による企画

第12回「設計者のプロフィール」幹事会

10日 6  11.¥'-7 II.H' 於本会会ぷ主

，'Hn市! i IJII 藤幹事ほか 12名

日高 Ｇ ｊ ｾ (1) r設計告のフロフィールーー| 期尚の 1111年生

まれの建築家」臨II. M' l 刊けの先行金幽

(2) ｾｈｩＧ，記念Ｇ作業

第 9 回編集委員会

11 日 411. 1' - 511. ¥， 於本会会ぷ宅

HJ ，II市兵 )T 1: 委以長ほか 2 名

J昂・jI (1)  121 /  W インテリアイク λ テンンョンとリ

ニューアル」特集経過幸 ｕｾ り

(2) 1  1I  ; ; - r 入浴物J昔」特集経過報化ー

(3) 21 1けrn応食」特集制i; 守のけー

(4) 31 1  W7 0同年，1e念 nj 経過報?iー

(5) 情造特集「保管貯d在地，没」の銀行・

(6) 4  H 刀施工材料特集「室内の1上J:l，i<J の企画

Ｊｾ与

(7) そのほか

臨時噌刊号原稿打合会

15日 611. 1' - 811キ於本会会ぷ宝

ｈｾ 府Ａ￮ 山形政l I i J 氏ほか 2 名

ぷ Ｇ ｊ ｾ rl刻阿の II!U日生まれのill 築: 家一- . i l ! : ，: r r.の 7 ロ

フィ- ) レ」版刷内科打合せ

第 8 回投稿欄小委員会

18日 411. 1' - 6  11. 1' 於本会会J控室

出席行 ｉ 作品 Ｑ［ ， ＱＱＱ 委 ｌｾ 長ほか Ｖ :!" 

議 事 (1) r説! i の頁」の企幽

(2) r この人I 大先鋭に 1111<  J の金 Illjj

(3) アンケートの検討

70周年記念号年表作成打合会

19日 611. 1' - ＹＱＱＮｾ＠ 於本会会泳三亘

出席! i Ｑｬ ＱＧ ｉＧ ｬｉￏ人幹 Ｇ ｊ ｾ 、安川苧Ｈ大阪大な四Ｉほか Ｔ r， 

J高' 拝 rulJ 屯701，>;J il: ，記念; ; 」の 11ミ表作成

第 9 回広告企画小委員会

ＲＳ 日 ＴＱＱＮｾＭ 511キ

出席! i JI・1: 委d Jk ほか 2 r.

､ 轟‘ ｊ ｾ (1) 1211 Wインテリア ・イクステンションとリ

ニューアル一一ーニれからのリニュー 7) レの

ＩｪＯ ｴＧ ｉ ｊ 特集広 ｾＧｦ 収入 ｆｬｩｰ［

(2) 正 Ili; ー「入浴物. H} J 特集・「新ill 築. ｦ Ｇｆ，Ｇ， ｾ ，，， ｪ ・

ｲ ｬ ［ 事 ｭ Ｎ丈 ｗｊＯＮ ム［り収入綴 ｾｉ［Ｎ

(3) 2  I1  ｩ［ ー ｲｴ ｬＧ Ｏ Ｇｬ ｩｊ 特集 Ｇｬｾｾ り収入報告

(4) 3 1 J W自IJ ，'001，' ;1{ド必念;;ーI 東海支部」特集

1ぶ;1;. 途 '1'経過桜; 守

事 業 委 貝

広報小委員会

レーザービジョン映写会( 第 2回)

「アントニオ・ガウテ'イ」

3 日 611.1'- 7  ＱｉＮｾＧｩＢ＠ I i 寺本会会議室

参加l{j 15名

若い会員の集し、小委員会企画分科会

23日 611. 1' 1"- 911年45分 於本会会ぷ室ー

出席. r， 低限 lift ほか 2 -y， 

J轟'fl rw: 苧光氏の，ol4iiii 会」の企 Illij について

建 材 委 貝

委員会

18日 311年- 511.1''1' 於本会会，控室・

出席. I J 牧川安OJk ほか20:!' ，

. 6.  

. " .  

4 色、

. " .  

材料説明 「へーベ JレアランデJ / t I l 当・説委 n

・「スタ y コ ・ベー λ 布、 y ト工法」

I1U・li .  1 M公委o

ｊ 轟 Ｉ ｊ ｾ 今後の検Hil l 材

若 い 会 員 の 集 い

「解剖台上の私性群」

・池七俊郎氏，;再iiii 会「解 ;;IJt1 1:の弘性l洋」 ・スライドHflfl

12月6 日 611年- 911判5分

会場 : 本会ラウンシ

参加I.IJ 54名

・ 展覧会「述築家池ＱＺＱ費自 ＱＱ の ＵＱ ドＡｩ ｮ のｻ上 Ｇ ｊｾ ｊ

12月 6 日- 12日

会場 : 本会ラウンジ

縦覧{ j 400名

創 立 70 周 年 記 念 事 業

第 3 図式典・表お小委員会

10日 411キ- 511キ 於 本 会 会J車室

出席! i 一三品小委U 長ほか 2 t

ｊ 誰 Ｇ ｊｾ 被表彰Ａ￮の記念品ｾ定について

第 2 回「住まいの絵本」編集委員会

16日 10時- 12時 於 本 会 会J韓宝

出Iff，!i ｾｴｩｬｬ￬ か ｬ まるほか ＱＰ 名

品事 rf主まいの絵本」編集 )j 針について

日本建築協会賞協議会

18日 311. ¥，- 411. 'f 於本会会開晶室

出席r . ｷ ＺＺｴｉｬｬｾＱｦ［委員長

佐野会長、薬袋委U 長ほか 8 名

建築関係団体合同忘年懇親会

打合会

5 日 4  11.¥'- 5  11. 1' '1' 於木l剖凶

出席{ j 共催凶1事委n及事務}..j

ｊ 島 ｪ ｊｾ 忘 if. 懇税会の，lr ，準備について

懇親会

12日 611年-711.¥' '1' 於太閤凶

出席{ j 285t  

建 築 ク

朝 食 会

フ フ

9 日 811. 1''1' - 10時於大阪グランドホテ Jレ

泌凶 r'I -'，:';j{ ドの心の健康」

同再自In JC ・松ド屯出健康符f哩七ンタ -;.I'IIofr .Ll:

小川高I[ 犬氏

H'，1.I' i !i 60:!' ， 

12 月 の 入 会 者 同跡目指)

〔個人会WO名〕

i也 J: 1リl

( 7-パノガウス研究所)

似 ) t liI J  ｾｴ＠
( 大林組)

九 山 茂

I t l T建築研究所)

山 本 俊 flli

1λ ベーλ タリエーション)

大 出 品 弘

(や1'/; 祈交通)

111  )1' 中 手1I 定

( 神ド製鋼所)

一三 木 ちえ子

埠i 山1 ' t 稔

(梨山科1)

本 城 主I1 A基

It' fl l' ｛ｦ ｾｉ ，ιＩ＠

'，1;'; 附 j下 :司

(プラλ 社会社l函七ノター)

越集と社会 1987年 211 号 65 
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六甲の教会

安藤忠雄さん、第28回毎日芸術賞を受賞

話題作 を発表し続けている安藤忠縦さんが、19 れつつある 。 その結果、 世界 l わに画一的な建築が

86年度の第281" 1毎 日芸術賞 を受賞した 。受賞作品 建ち並び、部市 は面 I Ii 味のない平板なものとして

は「六甲の教会」である 。 拡がって いく 。 そのような状況の中、場所性を手

彼は「六甲の集合住宅J r フェスティパル J r T  がかりに、手づくりの表現を追求しようとする彼

IME'SJ など均所性を据えた作品をつくり続けて の作風は実にさわやかである 。

いる 。 - : l ' tして 、現代の均賃化 に対 して抵抗する 彼の眼差しは、常に敷地 の|百|有のカを従えよう

姿勢を見せている 。建築は肢史や伝統、風土を 7T とする 。 そしで、場所性を ，:Ji rSt に羽11象化し、建築

去として成立するものであろう。しかし、今や経 へと昇率・させるのである 。

済合理的: という考え ) J によ って、それらは廃棄さ

Alessandro Mendi ni と岡山伸也の SEI MOBI L E T T I  (六つの家具) 展示会

1987年 3 月 7 日- 28日 SI NY  A  Gall ery 大阪市南区上汐2-4-2 fr06-763- 1081  

西山先生を囲む

新春コロキウム

話題提供があ った。 r住宅悲12」や「民主的国土

づくりの憲章」の実現へ向けての意見 も強制され

た。参集した人たちからも談活 ・怠兄 が交わされ

た。

大ヴァチカン展- 2月20日

から大阪・そごうで開催-

カトリックと文化，芸術との密接な結びつきを、

去る 1 月15口、京都の平安女学院短期大学にお

いて、西山タ[J 三先生を囲む新春コロキウム( 談話

会) が聞 かれ、 門下生数十名が参加した。

年頭所感として、西山タ!l 三先生より、産業構造 カ卜リ y クの総本山 ヴァチカンの秘宝，美術品の

コロキウムのテーマとして、これからのすまい

や四全総の批判 を含む国土のあり方について 、塩

崎賢明氏 (神戸大学) 、片方信也氏 ( 京都大学) の

66 挫 築 と 社 会/ 1987年 2 月号

の社会化 に伴 って生活様式と住宅の型との関連を 数々で示そうという「大ヴァチカン展」が、 2 月

するどく指摘される話があ った。司会は、西村一 20日から 3 月18日までそごう行貨庖でIl f. l かれる 。

朗氏と中品IIJ I子氏。 出展総数約 157 点、中世~現代にわたる彫刻、

コロキウム終了後、近くのハレスサイドホテル 絵画、レリーフ 、宗教祭具、宝飾 品などの門外不

で新年事会が聞 かれた 。 出のバチカン市国のコレクションが展示される 。
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_ S . I I OO a ; ; 寧鬼怨川線のコミュニ子ィ総訟としての駅舎

銀賞 山本公也/ 池田 s 降/ 野沢弘樹( 神奈川県) 銅 賞 武 田 洋/ 中山繁信/ 村山陵司( 東京偲) 銅 賞 秩 山 東一{ 束。Uis)

h 阻 h由白球m主畑岨也 」

乍' "
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、

! : j - ・・、司、

.  

3 ‘・4、

「会津鬼怒川線のコミュニ

ティ施設としての駅舎」設

計プランの実現に向けて

混泉があり、自然に恵まれた栃木県の山村 ・藤

原町に地域のシンボルとなる楽しい駅舎の建設を

ゃがん

f と、わが国初の第三セクタ ーによる鉄道 ・里子岩

鉄道会鬼怒川線の日下年 10月の開通を 契機に、新設

かみみより

される 7 駅のうち川治温泉駅、上三依塩原駅の公

開設計競伎が、藤原町の主催で行われた 。

両駅合計 561 点の応募があり、地形 ・気象条件

の配慮の有無、実現性、魅力などをポイントに審

査した結果、左に示すプランが入賞した。

この審査には、内弁昭蔵氏を委員長に、 宮脇倒、

林雅子、宮沢鉄蔵、鮎) 11- 哉、鈴木側、星光二 -

藤原町長の各委員が当た った。

金賞入選プランの、 川治温泉駅駅舎は62年 4 月、

上三依塩原駅駅舎は 63年 4 月から着工される予定

である。

1..' 

大阪市立工芸高校教師の山

田 さ ん 、 韓 国 観 光 公 社 か ら

表彰される

」

20年間 に50回も韓国を訪れて古寺を探訪、ガイ

ドブ y クまで出版した山田修さん( 大阪市立工芸

高校建築科長) が、国営韓国観光公社から表彰さ

れた。

建築法規と構造設計を専門 分里子とし雑誌 ・図書

に執筆するかたわら、 「韓国古文化研究会」も主

宰する山田さんが初めて緯国へ行ったのは昭和41

年。古寺や石造遺物を見てまわるうちに韓国の ト

リコにな ってし まい、これまで訪韓すること 50因。

車も入れないような 山奥の寺まで尋ね歩いた。 3

年前には単行本「韓国古寺探訪」を出版、建築家

の視点から描いたユニークな内容は評判を呼んだ。

「大阪の凹Tよりソウルの方が詳しい」と自認す

る山田さんは、 「微力でも、友好のために」と意

気盛んだ。

国際デザイン・コンベンション

' 87 

昭 和62年秋を中心に開催される第 3 回国際デザ

イン・フ ェスティパルのプ レ ，イベントの第一弾

として、大阪、名古屋で「国際デザイン ・コンベ

ンション ' 87J が開催される。

. 大阪でのコンベンション

テーマ rデザインの新潮流」

日 時 : 昭和62年2月26 日(木)10:00- 17:30 

会 場 ・朝日生命ホール

( 大阪市東区高 llfl 橋5丁目 50番地 合06- 202- 3919)

参加資: 一般7. 000円 ( 募集人員は 250名)

講 演 福田繁雄 ( グラフイツクデザイナー)

討 論 豊口 協 Ｈ ￛｕｾＨ 造形大 Ｉ 、永井 一 正 Ｈグラブイ ｹ

クデザイナー) ほ か閥、英、仏のデザイナー

主 催 : (財) 国際デザイン交流協会(宮06- 271- 5211)  

建 築 と 社 会 / 削7年 2 月号 67 
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「日本の美術館建築展」

一世田谷美術館で Ｒ 月 ＲＱ 日 ｾＳ 月 ＲＲ 日に開催ー

日本の近代美術館の足跡をたどるとともに、個々

の建築家の手になる美術館建築の傑作の数々を、

その運営も含めて総合的に紹介しよう 。一世田谷

美術館では下記20館余りの美術館の展観、および

講演会( 3 月 1 日) と映画会( 3 月21 ・22日) を行う 。

1  . 近代美術館・前史

1I 近代美術館 ( 設計者)

神奈川県立近代美術館/ 坂倉準三

東京国立近代美術館/ 谷 口吉郎

兵庫県立近代美術館/ 村野藤吾

栃木県立美術館/ 川 崎 清

林原美術館 東京都美術館 ・熊本県立美術館 ・山梨県立

美術館・福岡市美術館 宮城県美術館・国立西洋美術館

新館/ 前川園男

群馬県立近代美術館/ 機 崎 新

崎玉県立近代美術館/ 黒川紀章

福品県立美衛館/ 大高正人

世田谷美術館/ 内井昭蔵

京都国立近代美術館/ 械 文 彦

横浜市立美術館/ 丹下健三

1II. 個性的な小規模美術館

大和文華館/ 吉 岡五十八

回部美術館/ 菊竹清国11

渋谷区立松鴻美術館 静岡市立芹沢美術館/ 白 井混 一

土門拳記念館・資生堂アートハウス/ 谷 口吉生

松崎町立「伊豆町長八」美術館/ 石 山修武

田崎美術館/ 原 広 司

平福記念館( 仮称 ) /大 江 宏

N. 博物館・資料館

瀬戸内海歴史民俗資料舘/ 山本忠司

釧路市博物館・釧路市湿原展望資料館/ 毛綱殺明書

佐野市郷土博物館/ 戸尾佳宏

会 期 1987年 2 月21 日- 3 月22 日

A.M. 10  :  00- P. M.  6  :  00 

休館日 ー 2 月23 日、 3 月 9 日

会 場 世 田 谷 美 術 館 ( 東京都世田谷区砧公園

1  - 2  電話03- 415- 6011)

出品内容 ドローイン グ、図面写真、模型、ビデオ

編集後記メモ

.rモ 、 粟 三 年 柿 八 年 ユ ズ の 大 馬 鹿 十 八 年」

現代かな書の巨匠といわれた日比野五鳳遺作展

を京都岡崎の美術館に見に行きました。上記のほ

か、多数の万葉集やー茶俳句などのかな舎が展示

されていて、書というより、絵を見ているようで

した。書と、建築とのからみでいえば、篠田桃紅

さんの番です。いつだったか、京都国立国際会議

場で、キリリとしまった姿で仕事にはげんでおら

れた様を思いだします。壁苦手というべきか、絵警

というべきかよく分かりませんが、舎のもつ一面

を、日比野遺作展で垣間見た思いです。

京都近代美術館( 級文彦設計) での「大正期の

細密描写」展も、岸図書IJ 生の有名な「麗子」の絵

や小野竹喬の「春耕」など多数展示されていて、

印象に残るものがありました 。

「カタルニア賛歌一 芸 術 の 都

バ ル セ ロ ナ 」 展 一 兵 庫 県 立 近 代 美 術 館

で Ｔ 月 ＱＱ 日 ｾＵ 月 ＱＷ 日に開催 ー

ピカソ、ダリ、ミ口、ガウディなどの巨匠を次々

と輩出し、 20世紀美術の革新に決定的な彬響を与

えたカタルニアの、世紀末からスペ イン内戦に 至

る時期の芸術運動とその風土、さらにその中核と

なったノ〈ルセロナの都市の会像を浮き彫りにしよ

うとする初めての試みが、兵庫県立近代美術館( 神

戸市灘区原田通 電話078- 801- 1591 ) 、さらに 5

- 6 月に神奈川県立近代美術館、 7 - 8 月に岐阜

県美術館を巡回する 。

ピカソの「背の時代」の絵画、カタルニアの風

景や自然をモチーフとしたダリや ミロの絵画 、彫

刻家フーリオ ・ゴンザレス、ガルガーリョ の作品 、

さらにガウディの町バルセロナの建築群、そして

デザイン、家具、工芸なども紹介される 。

ピカソ r 四匹の猫」のメニュー

きものがありました。雪と告と絵。この三点セ ッ

トを京都に感じた一日でした。

・今年は「国際居住年」と国連で提起された年で

す。今後10年間、 ホームレスの人々のためのシェ

ルターをどうっくりあげていくかの提起です。 と

くに発展途上国の問題は深刻に考えなければなら

ないといいます。正月以来、この問題は、新聞に

雑誌に、大きくとりあげられてきましたが、現実

に身の廻りをふりかえ ってみると、住宅は 政府統

計のいうように甘いものではありません。劣悪な

状況におかれています。「ウ サギ小屋」というのも、

フランス語の直訳で、日本ではニワトリ小屋のよ

うなものです。そのニワトリ小屋から脱出すべ〈、

ある質的水準をみたす住居を手に入れても、 一生

ローンで苦しまねばならない現笑のかこくさにさ

いずれも、 1 月のある日曜日、粉雪の舞い踊る らされている点は、「究極」的にみて、ホームレス

寒い日でした。 と似たようなものです。やはり、大量の公共的1 ' (

八瀬にも足をのばしましたが、木々は雪桜を見 貸住宅の建設にふさわしい社会にきりかわ っては

る思いで、ここでの雪景色の山と渓流も忘れがた しいものです。住居は人権であるという 「住宅憲
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「 南 か ら 新 し い 光 が一大阪大学創立

50周何日念・ I釘 太 平 洋 学 術 調 査 写 真 集 J 刊

行 さ れ る

1985年から 1986年にかけ て行われた大阪大学各

分聖i ' l 0チームの調盆結果をまとめた写点集が刊行

された。南太平洋の自然・社会 ・文化の機相を興

味深〈伝えるもので、内容はつぎのi l f I り。

・調査地域 . イースター仏、メラネシア、ミクロネ

ンア、ポリネシア、インドネシア、オーストラリア、

南アメリカ

・執筆者 木村illf 語、山 LI {I 妻、谷村呉、杉本侃、常光

旭、米国該典、紙野佳人、越回盟、 三輪谷俊夫

上記図書は 1冊5，000円で市販され ているが、大

阪大学の建築工学科紙針研究室に申し込めば、笑

貨価格( 1 冊3，500同) で頒布している 。

・述絡先 大阪大学工学部建築工学科紙野研究室

(干565 吹田市山田丘 2 - 1 屯話。6- 877- 5111

内線4971)

4本 州正ふ叫B品誌u叫t池乱湖述必ω，1ピi

冊 に ま と ま る

25固にわたり「緯築と社会」誌にI ! [ ，I批してきた

いすまいづく り講座" ( 住宅 ・都市桜備公団の企画)

が、住宅 ・都市主主備公団の手により 1 11U-の冊子に

まとめられた。 題して「すまい・まちづくり講座」。

体裁は、タテ220mmヨコ 255mm、総頁53P で、内

容は述載されたものそのものであるが、 l 冊に ま

とまると、公団のすまいづくり ・まちづくりに対

する取り組み姿勢がわかりやすく伝わってくる 。

非売品。ただし残苦11があるので、入手希望者は

下記に申し込まれたい。送料のみ申込者負組。

・申込先 住宅 ・都市盤側i公団都市再開発音11 ・竹

本俊平専門役

彦会

章」をつくろうという運動が日本住宅会談を中心

に進められているのも、こうした現実のきびしさ

を見つめた結果だと思います。

・本号の本文特集は、少し E 色の変わ った函i をと

りあげました 。設備技術者には悩みの位である「腐

食」の問題です。一般建築の技術者にも分かるよ

うにと、自己fjd: 等の腐食のメカニズムにも言放して

いただいているのですが、少し専門的になったよ

うです。けれど、建築設備の干j 脈をなす経々の配

管- 機器に、腐食がj並行していくことは、さけら

れないのでしょう。その対策が必要になる所以で

す。本特集は、そういった意味で、かたいけれど、

ほっておけない問題として縫起されたものです。



‘  「建築と社会」誌ノバ〈ツクナンバ一一覧[ 開昭和42伴年~寸6引1咋年] 川 l川11川川川11川111川川川11川川11川11

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06-348ー0635) お 申 し 込 み 下 さ い。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 特 価 以 外

￥ 750(58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す 。 な お 、 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す 。 年 間 購 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。

- 印はうE号

よぞj 1  I  2  I  3  I  4  I  5  1  6  I  7  I  8  I  9  I  10 I  11 

H217|国 立 劇 ム | 燈 設 機 械 | 広 明 社 会 と 臨11Jdli 主 宅 と 設 備 | 生 産 施 点 卜JJ|建 設 資 伊 州 裟1: ム:1蹴 と 生 命

記 念 号

H227|都 市 生 活Iｾｾこは ｬｺｺｩｼ 幼児施 ｾＱｾｦ￬ｾｾＱ 医療施 ＴＱＲ 市交 ＲＱＲＲ 訟 Ｑ］ として ［ｬｔＱＱＲＴＱＱＳ［［ｅ

H21713出|;;itipif;17す ま fliiFifIf|: ゴlitzzi|海洋一!?言語|;年Lily|カら;

E737|?Jr|建 築 と 鮭112濡 | つ ムilf ぷlz 層 建; l zJ J

目住宅 -60年| 都市エネル 1 ｾ｟ｾＮ ，＠ ._  • 1  ・I I  I  ... _  u .  .u.n  _  1... ，...... 1.'. .....1.- "#，， . - l - .. 1........ .  "  ｾ＠ I  

昭和46年| 代の総括と| |  | 都市生活と IA i i h i  L  ｩｩ ｮＮ ｾ ＮＡＮＱ＠ 0. 11 ，ｾ＠ - r  .&-1 :tt rr -::l:= L  Ｚ Ｃ ｾ ｭＮＺ＠ I転 換 期 の ニ | 軟 弱 地 盤 | 変 貌 す る | 第 18 回|自 然 と

ｉＡｾｖＯｾＮＧｏｾｉ＠ ｾと無公害ｼ建築基準法 Ｑ ｾ，ＮＮＮＮ ｾ ＧＭ ｾ＠ Ｑ 企画と設計ｼ解体工学 ｬ 都市と港湾 ｉＧＭＢ ｾＧ ｾＧ ＭｉＭ Ｎ 1' ，' Ｇ ｾ Ｍ ｾ ｉ］ｾ Ｎ＠ L L  ｾ ｟ ｉｾ ｟ ｾｾｾ ｾ ］ｉ＠
(52集 ) 170 年 代 I ｾ＾＠ ｾｾｾ Ｍ ､ｬｾｾｾｾｉｾＱ み ど り ｉＺＺｾＧＺＢＢｾｉＧｾ ， ｲ ｾ ，＠ ｉＢＧＧＧＧＧ ｾ Ｇｵｮｬ ュ ータウンｼと 震 災 | 建 築 生 産 | 青 年 技 術 者 | レ ジ ャ 空 間

' の 展 望 | 化 ビ ル l ' - I のプロセス' 回 目 目 E  

，冬季オリン 1_ _- ｾ＠ 1. _ ， _1 ・1 .  1  

昭和47年1'. '  '  _'  -. 1600号 | インテリア| 都市交通 1. ..， ｾｉ 量産住宅
| γ  と1ｾ］＠ - J .  _  1  _.:. .  .. ｉＺｾ＠ ，. . - =  1水 利 用 |

(53集) 1:-: .  ， ，:1 記 念 号 | デ ザ イ ン | 間 短 l' I の 設 備
目札 幌目 回 目

一 般 号

( 佳 中 学 )

都 市 ( 主 .  ｉｾ＠ _ 1  

1  ｾ｟＠ • _， ，:， 1 第 19 回 | 北 陸 の

環 境 へ の | 都 市 防 災 1=- Ｚｾ ， ＮＮ ｟ ］ｉ＠
1  _. .. ."  " 1青 年 伎 術 者 | 新 建 築

アプローチ『 目 白

昭和48年1.- _  ｾ Ｎ＠ ｾｉ 泉北ニューｼ大阪大林ビｼレジャーとｼ大阪国際ビｼ老 人| 住宅一建築 1M ｾ＠ Ｎ ｾ＠ ，.L ， ｾｉ＠ Ｎ｟Ｎｾ＠ ， Ｎｾ＠ ｾ＠ 1"  ， ， u  ｾ Ｎ ， ｉ 第 20 回| ヨーロ J ハ

ｼ建築教育ｼタウンのコ ｉＢｾＢＢＧＭ］ＭｉＺｾＭ Ｇ ＺｉＢｾ］ＢＢＺ ， ｉｾＮ＠ ＭＢｉＺＺＺＭｾＺＧｾｉ 新用途地成ｼ精進と施工ｼ仕上と材料 ｉ Ｚ ｾＺｾ Ｍ ＺｉＭ fT¥ 

(54集) 1="' " '̂  H  1ミュニティ| ルディング| 施 設| ルディング| コミュニアィ| 家のすまい 1:: ，":-.:"-:.:1 'n_ _  Ｇ Ｍ Ｍｉ Ｇ ＭｾＭ ." '1青年技術者| 引

1  1施 殺 1，. ， .， .  ， ｉＢｾ＠ ｾ＠ 1  ".  ， - ， 1  - - - .  '1... ..  ，- 1制 と 環 境1 1  1" ""' ' ' -1まちづく り

r  n- r  - ' - L _ L  I明 日 の1 Ｑ 既成市街地 ｉＢｾＮｲ _  1建築生産と 1.. .. _  ，. . 1 高層プレハ| ・| ・1.，. ｾ，＠ =1 

昭和49年| 歴 史的 ｉ ，ｾ :  : :  1  ， ｮ｟ｾ ，，ｾ＠ n  1  ＺＭ Ｇ ＭＺＢＧＺＧＺＺＱ北照ニュー ｉＺＺＺＺｾＺＺｉ ビルの省 Ｑ :: 7... ;，_ _1 ， L '  ，， 1屋恨防水工| 第 21 回| ビル防災に

1': ，｟ｾ，ｾ＠ U:I 建 築 は | 保 養 所 作 品 | の 住 宅 地1' :: '. :-: =1 流通機憾の 1-: ｾ＠ .  ｾ ， Ｚ［Ｚｉプ住宅のｼみどり ｉ ＺＺ［Ｚｾｾｊ［ ｩｚＱ ｬ＠ Ｚ ｟ ｾ＠ ｾｾ ｾ ］ｉ＠
(55集) Ｑ 環境保全 ｉｾ ， ｾ＠ _  ｜ＮｊＮ ｉｉｾｸｲＩｬｬｲｰｾｉＺｾＯｾｌ｟ＭＺＺＱ タウ ン 計画 ＱＺ ｊＨＡｬ ＱｾｘＱｾｾＱ エネルキ化ｼ |  ＱＴＱ の失敗 ｉｾｉｊｉ 青年技術者ｼ関する ＱＲ 章

ｉＭｾ＠ - J L  I' l '  =1 どうなるか 1 1盤 備 の 方 策 l ' . .  "' -1変 容 1 '  ， '-1 f構 造 設 計1 とその対策目 目

・| ・1P  C 板 を 1.. ^  • 1  ｾ｟ｾ＠ _  _  _ _ I 建築とプレ| 生活排水| ・ ｉ ｟ｕｾｌＧ｟｟Ｇ 1_ ｾｾ＠ ｾｉ＠
昭和50年1= _  .J 東 海 の1，.  ＭＮＮｾｉｾＺＺ＠ Ｂ～ｾｉ 社会 ・ｼ都市の景観 ｉＺＭ［ｾｾ ， ｉ 凡| 人間環境| 綴音対策と| 第 22 回|

( 5鳴 )1図 書 館 | 新 建 築 | イ ンテ リ ア | 使 用 し た | 建 築 ・ 法 ! と 施 設 | ス ト レ ス ト | 処 理 施 む | と し て の | 防 音 材 料 | 青 年 技 術 者 | 集 合 同 の

1  1工 業 化 住 宅1=  ｾ＠ '-1 ｾ＠ ，，= ｾ＠ 1コンクリート| のあり方| ターミナル1' " - "  "1" ， ， ｾＮＮ ，＠ -1設 備

l証 言 '76 ー| ・1 1  叶 ｾｉ＠ 什 1  "̂ ｾ＠ ， ｟Ｎｾ｟ｉ 築住体 の Ｑ <+ _  ..... .:  1  _  ～ｾ＠ =  1  

昭和51年1: ' : ｟Ｚｾ ，＠ .1建 築 基 礎 締1ｾ＠ _  ｌｾ＠ ，. 1床 工 法 | 建 築 防 災 と 1ｾ＼＾Ｍ ， ＮｌＮｾ ， ｾｉ 工場建築とｼ鉄骨精進の Ｑ ｾ＠ I. L  ｉ Ｇ ｾ＠ -，1結 露 防 止 | 第 23 回| 設備からみ

( 鴻 ; 1建築デザイ| 造の問題有| 医療施設| と 材 料 | 法 | 市街地盤備| 設 備| ジョイ ン ト| ハ ー ド と | 対 策 と | 青 年 技 術 者 | た 建 築 の

| ン の 動 向 | ・ 1 1'- "'''''1 1-'" 1  1  "" '"'' l' ｾ＠ ， - ， 1ソ フ ト | 断 熱 材 料 1M T  ĵ ITj -t::I l問 題

|  ・| 兵庫県ーそ| ・日本建築協| コンクリー| ・| ・ 1埋立地におけ| 日本住宅| ミニ乱開発| 建築におけ|

昭和52年| デザインの| の風土と建| 全ω周年記念号| 卜の品質管| 日開制と| 身障者施設| 照明設備| る情造問題一|公 団 と| から計画的| る省エネル| 第 M 回

(58集 ) Ｑ 動向一部分 ｉＺＺＯＧＧ｜ｾｾｾｉ ・ ニ ュ ータｼ理と行政指ｼ 法 17 ]  F'-'F- " t ; I IJl HQ) l I . I  :-. ":". ' -， j  R..JI' .  Itm 1大阪南港と芦 1: ｾｴｲ ｾ ｊｾ＠ ｾ＠ 1': ｾ＠ ＺｾＺｾ ｾ ｉＧＺ Ｃ＠ ｾ＠ - 1" ｾｾＣｉ 青年技術者
l と 全 体 | 築 ・ 建 築 界 | ウ ン の 管 理 | 導 の 方 向 1 ，- 1  1屋浜を例と して| 建築作品| ミニ開発へ |ギ ー 化 l

lヂ ザ イ ン | ・| 医療施設一 1"  __I ・ ｼ組合方式に ｉｾ ｟ ， I C A D ー| ・|

昭 和 問 | の 動 向 一 | 水 | 病院建築| 外 壁 | 電 波 隊 害 と | よ る 集 合 | 住 宅 設 備 | 新 し い | 設 計 と コ | 一 般 号 | 第 25 回 | ピ ル 環 嶋

(59集 ) 1新 旧 の コ 1 '1' 1と 情 報 | 塗 装 材 料 | 建 築 1 : : : :1

1

-.1.- - U  R..JI' .  1'"'1耐 震 設 計1':̂.".' ｾ＠ -= 1  "̂  ， 1青 年 技 術 者

E ントラスト 1 Ｑ システム ｉ ｾ ｾＧ "  " 1- ｾｉ 住宅計画 Ｑ 1-' -- ｾ＠ - '1 ン ビュータ目 I  

白 ・1.  __  . .1  1  .  1  1ホテル建築| ・1._... _.. _  1  ｾ＠ ｾ＠ _  1_  _  _  .. .  _  1  _  _  _  _ 1  

昭和54年1_- ..  .._ .  1大阪南港ポ1_ "U ｾ＠ oJ コンクリート 1_  '" ｾｮ＠ ｾＮＮｉ＠ :  '  ，ｾＭＺＺＺ＠ 1農村施設の| 建物の終局| 庄 内 の 180年 代 の | 第 26 回 | 建 設 業 の

| 転 換 期 の 1ＢｾｾＧＧＧＮＺＧｾ＠ .  1商 業 空 間 1_' ，' ，: ， .' Ｑ 日影規制ｼと情報 ｉ］ＢＧＭｾ＼ｊ］Ｚ｟ｾ ｾ Ｚｉ ＺＭ ｾ＠ _" ，X :  ｾ ＧＧＧ， ｾｉｾｾｾ ， ｾ Ｎ ］ｉ＠
(60集 ) 1= ，:om :  .  .:1ートタウン I'U' ｾ＠ ｾ＠ ''''1 のひびわれ 1- .，.. ， ｾ＠ "''1 ｾ＠ m _  Ｇｾｉ 変 貌| 強度の検討| まち づく り|イ ンテリア| 青年技術者| 労務事情

目 再 開 発1 . .  1  1  - - i  1シ ス テ ム 1-- 1  1  .  1  1  1  

目80年代の都| ・| ・1 1..  .. _  1  1  ・1- .  .. .1. .. 1. . . . . . . 1・揖27回青年技栴| 設計のため

昭和5町 市 と 建 築 一 | ・今後のわ| ・最近の盟行蝶| 住 宅 の | 建 築 行 政 と | 最 近 の| 都市景観と| 屋内体育| 水ぎわの| 今後の外装| 者 | の 新 耐 友

(  61集) 1 まちづくりの| ネルギーの趨勢| ・安井建築訟計| 耐 久 性| 法 規| 防水工法| アメニティ| 施設の設備| まち づく り| 吹付仕上材| ・ 』、 ノ|

l歴史と展望| ・建築金物| 事務所作品集1'" ＢＧ ｾ ｉＧＭ Ｇ ｾｉｭＢＧｾＧＭＢＧｉＧ＠ ' . .  Ｇ ＧｉＢｾｾＮＮｾ，， ｭｬ｟＠ . - ， ' 1 " " ' - - ' ' 1日 ン・畢合住宅|設 計 法

目 1  1  ・| 台所まわり 1. .. J 災害と法 一| 都市住宅一| 噌婁物a - -r l住宅都市聾傭企1''"'' ，Ｎｾ＠ P *  _1_  ～ ｾ＠ =  1障害者の暮

昭和56年| 職 能 論| 中国の論文| ポートピア| の 計 画| ンーリ ン グ| 安全な環境| 住まい手| ザイ十一円ために| 団関西に川間仕切蜘| 第 28 回| らしやすい

(62集) 1"'" "" '" 1一 北 京 の1 '81 1' . ' : : : 1材 の 知 識1':' ｾ＠ ＺＧｾｾＭＺｉ＠ '-:- ，6- _ . _  ;.1 :  ｾＺＮ Ｎ Ｎ ＺｾＺ ］ｾ｝都市聾慣を中心 とｼ 性能 評 価ｼ青年技術者ｼ
都 市 計 画1 _.  1と 設 備 1" ... - '-1 をめざして| からの発想| ・白星段計作品集|した新企固め役割1' - "- -- ' -1" .  . ...-1環境と設備

目 I.._ ， ，，1医療施設ー 1.- ". _1都市景観ー 1， ｾｾｾ＠ ｾ＠ 1  ｾＢ＠ .1 ， _  . .  1  ・|・絵本にみるすま| ・第29回青|

昭和57年| 新たな商業| 省エネルキ 1: ': : : : : ， 1近 鍛 の 1Ｚｾ， ＺＺＺｶＮＮＮＱ 大阪市庁舎ｼ音とホ ー ルｼ大ス パン ｼ昭和設計 ｼぃ ｴ まち づ〈 リｼ 年技術者| 風土・空気

1  ］ＺｾＺ＠ - ''::::: 1  - n'. ｾ＠ _J 地域医療と 1:-:- __ -:-.， .J まちなみ美1":::':: ':. ，-1，:  - __1:": Ｎ ｾｉ ，ＺＺＺ＠ ｾ Ｍ ＺＧＺＧ ｉ Ｎ ＮＮ Ｚ ｾ ＺＺＺ ［ｉ Ｎ ， ＺＢｾｾｾｉ＠
(63集) Ｑ 空聞の展開ｼーと開口部 ｉＺｾｽｾｾ ｾ ｾｾｉ 地盤と地質 ｉＧＺｔｾＺＺＢＢｉ ( 第 I 矧 ) 1建 築| 締 造 | 作 品 集 |・ト エL ・ホ|・地方の庁| と 人 間

ｉｾＧＢＧＧ＠ Ｂ ＭｾＢＢｉ＠ - ....- U'I 設 備 計 画 1' - - - ＧＭｾｉ 絞への誘い Ｑ ，，， .  - . . . .  1- "1 '"  - 1" -- "1 テル日航ピル | 舎 建 築 目

昭 和 畔 | 関 西の| マイコンの| 多機化すよ| 建 築 と | 州にむける | 大 阪 駅 と | 制 刊と| 東海の将来 |オ フ ィス |プレストレスト |-m'|削 Ui l集 合 住 宅

ＨＶＴ 集 ｾｉ 建築 文 化 ｼ建築へのｼ運動施設ｼ品質管理 Ａ ＿［［［Ｚ［ ｼｦ ー ミ ナ ｉｾ 1川 更 F庁| と 文化を| イ ンテ tリJげア|ド門(俄鉄附筋紛}同コノげク小川叶1リj卜.k捌脚隈枕刈| じと生活

E を 考 え る | 利 用 ｉｾ ｾＮＮ＠ ＮＮｾＢ～＠ 1  u.. ｾ＠ - '-1 ゼ〆テ- ，川dυ';. 1ピ ｬ凡ｾ 1  1考 え る | の 変 革ト ト 情 遣 17，ボ一ノ坤ホ- ル目

1  "  ; ! ;  i ; I ^  m 1.. _  _  ｾ｟ｉ ピルのリ Ｗ レパ建設産業と ｉ ， ｾ - ，_  ， 1・まちの活性化 1".. ｾ Ｇ Ｂ＠ ｟Ｑ みどりとそれ ｉ｟ｾＮ ..." ^  1  1・第31回青年目

昭和 ＵＹ 年 ｉ ｾ 世紀へのｼ 関 西の超ｼ ー内外装| |住環境と| と商業空間 |消 防 設 備 | ｼ高齢化社会 ＱＮＮＮＮＮｾＮＮＮ Ｍｲ ＮＮＮＮＮＮＱ 技術者ｼ光応用シス
| 関 西ー 魅力1: :: -: ｾｉ ンユ | ロポ y ト1:-:- Ｇｾ Ｎ ｾＮＱｴＮ＠ ｾ＠ Ｑ ・ 京都駅南口再 ｉＧ ｾ ｾＺｊ＠ . P A  Ｂ ｾ＠ 1をとりまく 1ｉｾｊｾ ｾ＠ ＺｾＺＮＺ＠ Ｑ 床の構工法 ｉ ，， ｾＯｾ｟ｾ Ｎ ｉ

(65集) 1あるまちづくり| 高層ビル| 補修 技術の 1':-:' ' l '  /  ｾｊ 法 制 度| 開発ピル |のポイン卜 1ｾ＠ '- '/ 60 ¥ 1と生活空間 1' 11' ｶｾ ＱｦＢＮＮＮＮＮｌ ｦ ＺＺｺＺ｜＠ 1・デイアール| テムと建築

l を問う 一一 1， ＮＮ，，ｾ＠ - 1現状と発展一 |開 発 1'- .." Ｇ ｾｉ＠ 'iア パノティ >1" ， .  ， 1人 々1- ｾ，ｾｾ，Ｍ，＠ 1  1 の 思 想 目

ｉｾＮ｟｟ｾ＠ ..1 ・自由機式へ| 情報化を| ホールーそ| 建物の表情I_LI 7Cr =r I R'ftsl ・建築と水の 1ｾ｟＠ ， .  .. _..1 .  1<<.60.  1・村 野 藤吾 l

ｈ ＲＲＷｼ 大同語 ｬｔｲｺｬ Ｎ ｩｩｩｦｩＡ めぐる勝 Ａｍ 生みだ ＱＺ 最近州 ＱＲＵＵＵｩｬ Ｎ Ｓｒ 附 ｉｾＺ ｾ ヤ ｼ Ｚ Ｓ Ｒ 酎 ｬ Ｎ Ｒ 諜 ＱＺ 年 同
Il - X. . L.  ... 1.... ... .'， 礎を考える| ・都 市 事 情 | す 文 化 ー | 壁 材 料 l '  ，ＮＮ Ｎ ，ｾ＠ "1 間都市 1  ，，，，.  .  1  作 品 |  

lこれからの住空| 屋桜 ーその |・現代デザインー |インテリジェント 1.... .:. L. J . I _ . l U. I .*1・建築防災と 1.." ，_(I L  1.， I ' r ' o 1..:.. 1・開発 ｉ ｾ Ｎ ｾ＠ ， ｟ ｉｾ ｟＠ ｟ ｾ ｮｮｬ ｟ｾｾ］＠ 1インテリア・イク

昭 和 Ｖ Ｑ 年 ｉＺＺＢＺＺＢ ｾｾＺＺＭＺＺＭ ｉ ｾ Ｇ ＧＺＺ .  ，v.' 1ポストモダニズム 1"' : :.-": ' 1自 治体 営 絡 1v  ＺｾｭＢ＠ ｾ＠ 121世紀の住 1- Ｇ ｾｕ ｾ＠ _ _  1  CAD- その |オ7 ィス空間 |第33回 |  

|間一都市型集合|デザインと 110年 |ビルの蓮華 ・1ｾＢ ＺＺ＠ '，: :-:.:.:: 1  法 ｉ ＺＺＧＺＺＭＺｾ ， ｟Ｍ ｉ ・ ツイン Ｒ ＱＱ ＭＺ Ｚ ＧＺＺ ，，: ，，:. 1'  Ｇ，ｾＧｾＧｾ Ｇｉ ＺｾＺＺｾ，ＮＮＮｾ ＮＱ＠
(67集 ) Ｑ［］ Ｂ，， ＢＺＧＺＧ ＺＭｾｵ ｬ ＧＺＧ＠ ， ， .  ＺＮＮＮＱ ・ ｾｴｬ ｩｊ‘らの防水 Ｑ Ｚ ｾＭＺ，ｾ＠ J と公 共 建 築 1_ Ｗ ｭＭ ＭＫＭｾａ＠ I居 と設備 1  v  ， ，.  --1応用 と展開| の 締 成|青年 技 術 者|

l住宅にみる |素 材|工芸 |設 備 計 画1'- . L>o: r<""'_ 1・大阪市庁舎 1'0 L  l t A lIftI I  IT  .... ' r n  ( . . . 1J ! C: . /J l 1 lv/ ，，，. UAt I'J ""' "i l.x. l'l 'J "13 1リニュー7ル
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目 2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 ( 331) ω81- 3  I  i  I  

支 膚 大 阪 市 北 区 西 天 満2丁目6番8号( 堂 ピル5階) I  

電 話 大 阪( 364) 2031- 4  I  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 
- ・・・・ ・・・・・ .  .  .  .  .  . ・_ . . ・一一 一一 一

・- ・ ・・・・・ ーー 一一ー ・・・ .  -. ・・.マ ーーーー ーーー .  .  .  .  .  .  .  .  . ーーー 一一一一一マ ー. .  .  .  .  .  .  
・・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・ ・・ー 一ー マー
・・ ・・・・ ・ ・ ・ーーーー 一 一一一 一宇 ーー・ ・・・ー.一一一 一 ーー ー. .  .  .  ーー 一一一.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . ーーー 一 一 . .  .  .  ーー. .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  . ー 一一

・・. ・・ ・・ ・・・. .  .  .  .  一一 .  .  マョー・ ー・・ .  .  .  .  .  

l山水専 業 的 研 究 ー経 験 か ら 生 れ た す く な い 資 源 のパ ーフェ 7 トな防水 JMです.

この防水 層 は Ｈ一 層防水 Ｉ 抱工するだけで、 ｾＩｪ 水は完 ｅ 主です Ｎ

世度変化に ｦｱＮ びがなく、柔軟性に出み、画 ｴ 西 量、自 ｴｾ 品性に慣れ、腐蝕しません Ｎ

コーパＭｾイト 新工法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業株式舎社
本 社 東 京 畠 中 央 区姐嵯8- 4- 9 電信03 ( 571 )  2703 

大阪務暗所 大阪市淀川区東三国6- 1- 41 電脳 価 (391) 1081.2

埼玉営業所 埼玉 県楢川市東1- 3- 30 電館 刷87( 14)2845.6

曙木出蛸所 神事川県車木市世悶 259 電話 刷62 ( 21)  1761 

名古単出婚者 名古且市南区若隼町33 電話 052 (811 ) 話回

九 州 出 張 所 佐 賀県佐賀郡路富町大字路冨i1l 450 電話回52 ( 47)  29柑

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東洋シャッタ一株式会社

本 社 : 大阪市東区両替町 1- 12 日生ピ Jレ 宮 (943) 6571代表

東京・横浜・盛岡・仙台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡崎・名古屋・富山・大津・京都・神戸・広島・高松・福岡他全国主要都市
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施工

φ 2 5朝日三業社

本 社 東 京 都 港 区 浜 松田J I - 25- 7 電 話 (434) 6171( 大代)

大阪支社 大阪市淀川 区加島 1- 58- 59 電 話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 劃11 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・織 浜 ・ 静 岡 ・京 都 ・神 戸

震災平l d( 処 室 設 計地工

φ 料 大 阪 城 口 研 究 所

取締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 凹 田T 2 番 15 号 電 話 大 阪 372局7151( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都56 1局4944( i"¥，: )  

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2 - 8 m話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

- 大 阪電気暖房株式会社

'*庫大臨本社大阪市西区江戸線 1J 口9詐25号一 〒550 電話 (06) 441 -8231 ( 大代)

東京本社 東京都中央区銀座2 f 日2需17号 〒 104 旬 結 (03) 535-5251 ( 大代}

支 社 名古磁・縮問

支 底 札幌仙台 ー析泌・大・ι ・千誕・情浜金沢天理岡山広島高松熊本

営 業 所 得 広 ー 函 館 青 森 秋EB 盛 岡 市I崎 長 野 ・ 静 岡 ・盛岡・ fl l ・

富 山 ・ 福 井 京 都 神 戸 徳 山 怯 山 高 知 北 九 州 鹿 児 島 ー

姉 耐

出 張 所 1I!l1l 1. 福島松江徳島長崎・出ー崎

海外支唐 シノガポール ホンコン スリランカ

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 Z 業 株 式 会 社

本 社 東京都千代田 区大手町2-6- 2 ( 日本ビル)

電話 03-( 270) ー741 1(-閃

大阪支 社 大阪市 北区中之島4- 2- 38 電 話 06- (443)  5041(-的

支 底 札幌・岡山

営 業 所 仙 台・千葉 ・償浜・ 名古屋 ・金沢・四 国 ・広島 ・福 岡

出 張 所 福井・ 倉敷・ 松山 ・宇都宮 ・静岡 ・苫小牧

T i i ' . 気調和設備

給 排 水 ・衛 生 水 迫

電 気 設 備

厨 房

⑧ 

環 境 術 生 施 ぷ

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 白 谷 清 二

取締役大阪支! 占長 堀 包久治

大阪市東区北浜 2 f H  2 2 俳I也 市 川 大阪 (202) 代表 3071

本 同 点点 ・日比谷・ 二cf ピJ レ

支 Ili 名古lil ・九州・北海道中国東北北陸 . (J q国 ンンガポール

業 所 償供・静 litl 段 l十l 間 山 金 沢 ー新 潟 ・丹治

空 気 調和 設 備

衛 生 設 備 ，i主 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ総書社

大 阪 支底 大 阪 市 北 区 れ 悔 田T 3 番 5 号 Ｇ ，ｾ，［，ｲ［＠ ( 352)  1 1 3 1  ( 代 )

本 社 *}i( 百1; 中 央 区 JJ 本 陥 蝋 伎 町 2 - 22  Ｎ必ｾ，ｲ［ ( 667)  3431  ( 大 代 )

支 社 名 占 屋 ・仙 台 ・札 悦 ・広 島 田協 同 ・守t ＿ｊｾ＠ . 新潟 . filii 兵

。掠式会社三晃空調

本 社大阪市* 区城) . l γ イン 21MID タワ ー 電 話 06- 9 49ー1371

点点本庖 東京都新fa区 西 新 約 新 街 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー1911

大阪本腐 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 同 13酢20号 電 話 06- 363 - 1371

支 1;11 仙 台 市 大 関T 2  T  1=1  2 白書 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 l長田T 1 丁目 2 番22 号 電 話082- 247- 4535

稲 岡 市 中 央 区 大 名 2 了目 4 番22号 電 認092ー761- 3795

lJ . ' ，狼所 札似・青森・秋田盛岡l 字郎広千葉・川崎・横浜 ・富山・稲井・

，;rlifl 神 戸 総 江 市 総 下 l刻熊本・鹿児島 ・沖縄

c l eanOi r  
丸

。須望壬業枚持含fさ

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 濠 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

官哩， よりよき環境へ技術で挑む一一一一

8  株 式 会 社 糧 研

Ｑ ・ｾ ..・・_..・

本 社 大阪市南区瓦Ji 田T2f自 11 /11=16号 ( オー トセンターピル1. 2階)

郵便I ff号542 '1U，l，5 大阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

汁ナノス部 電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1  6  5  1 代 表

*  )f: 支 広 東京郎千代田区九段南2丁目2番5号(九段ピJレ2- 4階)

郵便番号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代 表

商昂は空気ですo v  c  

o  ， 
大気扇土

〉ーに_ / 許建設4 2 2 m3註

1，?i  ・， ｾト届 'ti !;'i 副 e丹市巨西日白'2 b. l  倉 03， 344 l f1円 l 入 札 ' "陪; ; J ¥: H a Q6.  -448'  3003 代

入閣J ，行 宮い 44fj- '::.W)l 札 品百N. : Jd6 D' CYl ' } . . ' } l l l ち3
f

，代 中 国 王 宮 官 曲' }， 247 I) r，41 

州 k r.s ＧｏＧ Ｈｌｉｾ ，＠ ' Hl  2147  f¥ 宮 鰍 所 ｾｴｲ ，Ｇｊｉｩ .  t・h 締戸 ? 都 岡 山 四 国

空t <t ，]1，¥1 fU ノ〆、¥

キ;汁JF/1，衛生 、、ノ〆

搬 送 1常設備

投 計 施 工

第・ーエ索棒式会' 私

大阪支庖

大 阪 支 庖 干 530 大 阪 市 北 lベI省 天 満 3 r 目 6 待 1 4 月・

...Q: Ui  0  6  - 3  6  4  - 6  6  6  1  ( 代 表 j

本 社 〒 100 ! 反応 行11 T' I ¥.:JlI lメ: hの 内 3 J 同 3 liI' 1  ｾ［Ｍ

m ，l吊 o  3 ー 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代 炎 )

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガ ス指定工事会社 ・大阪ガス住設機器侍約庖

。大晃設備株式会社

本社 設備部

大阪市北IK I) ( j 天満 5 - 11-1 2 屯 06- 313ー1846

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所 枚方市甲斐問点凹r 9  - 3  電0720- 49- 2128
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r mDlIIIII::;， 
空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

72 

東 洋 撚 工 . 織 豆 電 舎 経 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 靭 本 田r 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京縞 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 底 名 古 屋 ・ 福 岡

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

お 25西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 I>{ 中i l ! 6 r n 8 徐 4 ｩｾＧ＠ 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支底・ ＧＮｾ ・業 所 福岡 ・京都 ・天理・川 l珂

H麦・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 獲 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 熱 掌

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁 目 4- 8( 北 阪 急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代表)

本 社東京都千代田区神田駿河台 4 丁 目 2 番 地

ｭ 国包 ｯ 侶 Ｘｾ Ｈ｢邸周回ｦｦｩ＿ロ ＧＲｊｾＨｊ ｬｾ ＡｬＱ

書 庫 大 言 全 日 本 板 金 工 業 組 合 連 合 会 大 阪 支 部

E館 文 書 社 団 法 人 目 : 本 建 築 板 金 協 会 大阪支部

誤 大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 宿 本 大 元

〒530 大阪市北区西天満 4 丁 目 2 111' 4 号 電 館 06- 364- 3774刊

白れり
住 ま い の ガ ン 細 胞 、 し ろ あ り 公 害 を 未 然 に 防 ぎ ま し ょ う 。

@ シ ロ ア リ 予 防 ・駆除 ・施 工 ( 10ヶ 年 保S正付)

l サ ン ブ レ ザ ー ( 予 防 副 総 定 )

@ 製 造 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土 l量 処 理 剤)

1 P Gス ケ ヤ ( 加 圧 注 入 防 腐 木 材 土 台 ・大 曳 用 )

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大阪嘗揖所〒 541 大 幅 市 東 区 北 揖 3 T 自 7 Ａｉｉｾ ピル 曹 団 ＭＲＳＱＭＶＴ 由
化 成 品 田 〒 101 車 京 都 千 代 田 区 神 田 靖 国 町 ト 苫 芝 惜 神 田 ピ ル 冒 03-254-個 31

⑨日本管工業株式会社

本社及京都支底 J;( IiI I 市 南 区 西 九 条 盟 国 関T 2  0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満 1- 5- 20 電話( 06 )  352- 3501間

三 賃 支 1苫 砂 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電話 (0592) 26- 361側 匂

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 ( 0593) 53ー7431的

滋 賀 営 機 所 大ilt 市中央 2 了目4- 28 電 話 ( 0775) 22- 9738( (  

(a"". i舎町震屍嗣d -

キ電'ー....

J J I ] J  

③片面棋差総持

江区

営業種目

空気調和・衛生設備工事・設計・施工

平山三業様式念滋

大阪市西区江戸堀1丁目 22番7号

f t 06- 441 - 1994 ・443- 0331

Standard 

@明

Board&.Slate 

議費守

フ タ バ 工 業

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7・5-30 骨 06 (倒 I i  111 代

日本写値セ ンヲー 〒 ＸＹＲ 鹿児島市名山町 Ｔ ＭＷ 三 宝ヒ ｊｾ tt 佐治2 (26) 4371 

i重山写植セ ン") - 〒708 ;霊山市大手町8番5号機範庖会館 ，ω6 8 2  (4)  1771 

沖縄写値セ ンヲー 干筑氾南風原村兼綴 沖縄印刷団地 雷0988 (55)  6100 

e・



電 気 設 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

気 設 備

言宣言十施工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・言 十 装 工 事

6之 社
ム一

A
式電陽朝

士

本 社 太阪市北限中之島 3 - 2 - 4 朝 日 ピ ル T E L  ) c阪06 (385)  1361 (代)

大阪営業所 T E L  k阪06(3851 1361(代} 京綿営業所 T E L  J;! /iIl 075( 31111185((t 1  

東京営難所 T E L  !I! ，; W3(5741  0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡ω2( 171 16  1  6  8  

貧本山代表取締役
英

大 阪 市 北 区角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T E し0 6- 31 3- 1  10 1  

支 l苫 東 京 ・名 古 屋 ・ 舞 踊 ・京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原菜取締役什長

社
ム一

A

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社

f  

大阪支社長

大阪市東区高純情五丁目 二八 待 地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 E 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸 ノ 内 ・名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 ・出張所 全 国 主 要 郎 市2 ヶ所

キ土

底

本

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る グ

電 気 段 備 ・ ウ リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 政 情

給 排 水 衛 生 設 備 ・ E十 滋 制 御 股 備 ・ 立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 彼 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 渇

役 軍 + 施 工 ＱＷｾ 卜圃ＮＢ工Ｚ，Ｎ［］Ｎ［ニアリレヲ愉式 ｑ ｉｴ

取 締 役 社 長 山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 l 番 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  (代)

東京 ・神戸 ・広島 ・間山

名 古 屋 ・岡 山 ・札幌・ 苫 小 牧 ・r兵絵 ・滋 賀

J;t Ｏ￭ｪｬＮ高砂 ・ ｾ 1.京・徳山 .t公山 ・新 居 浜 ・福岡・沖縄

宇土

5i : 庖

事業所

A  

本

ーＭｾ信書 ｩＮＮＮＮιＢ 品岨ト］ｦ］ . 1 ' - -I..L 

= ニヨ玉『至司環宥車エ¥. "J:;i""'t I  

取 締 役 社 長 務 納 伝 三

干530 k 阪0) ; ，t l>l 両 ん 崎2 - 6 - 8 ( 喰 ピル) T E L  06( 364)  1  ， 1  1  

T EL EX 523- 3  2  8  1  

干 105 拠 点 仰 港 (，( 何 惜2 16( ニ " - 析 情 ピル) T E L  03ら04) 0 2  3  1  

T E L E X 222- 6  1  2  4  

干 462 r. 出 州 市 北 1. t: 岨 r  11 12  - 14 T E L  052(991)  5  1  3  1  

干 ＶＵＱ 神 ド 市調 Ｑ ｾ ｾＮ Ｚｴ ，｜ Ｈ ，， Ｑ ・ ｦｬ ｾＲ Ｍ ＹＨ エピ λ ピルＩ T E L  018(881)  5 5  1  1  

&  

本 社

東 京 支 底

名 古 屋 支 底

神 戸 支 底

テラゾーブロック

テラゾータイル

各種カラー平板

株式会社旭大理石工作所

電話 ( 06)954- 6661代表

電話 ( 07746) 2- 0  3  7  4  

電話 (08699) 3- 1  3 6 5  

干535 大阪市旭区中宮 l 丁目 10番9 号

干610- 03 京都府綴喜郷田辺町大住

干709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

一 一誠 実 と 技 術 で お 応 え す る一 一

。 住 友 電 設

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

制む/ 〒553 大阪市祖島E 掴島7丁目鈴8 劇 団)4岳 1151 (大代}

車車/ 〒1( 1 ; . 京圏通E 芝2T冒2- 17 O(03)4割ー乃1l (大代)

. 111蝿工夢 ・プラント工'

ピル電量盤情工事 空 間 工 事 ・情帽システム工.

工唱竃劃股情工事 抽静水植生工 司区 光E 量システム工 "

防峨電置段構工事 時 現 配 曹 工 事 C AT Vシステム工事

肘 量 工 事 渦防施盤強蝿工事 書画アンテナ瞳置工，

住友電設株式会社

戸毛 融

あ ±

ト? I 叩

? と高フ

昼け事 ア
‘ ' 一IiI f t ツ

干艮 ζ ー遜 ヲ

工 且 ｬｾ ス

事 金亘書五五

の ｾ］ 六六

相 干f : I-:- -:-

談 τ:? 豆L L

は玉三蚕函孟

社 三一四
百 号六五

タイル工事施工

⑩ 25 川 岸 窯 業 商 底

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 絡

大 阪 市 北IR 丙 天 満 2 了 n6  - 8  ( 堂ピル 7 断)

電 話 ( 361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 締 結 崎 町 20 番 5 号

電 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・相 綴原. J J f I . ・ 滋 賀

内外産建築用大理石

花嗣岩・其ノ他石材

ネオパリ工

Ｎｾ＠ .. 

-、1. .  -

本社工湯

京都工湯

岡山工渇

軍 ＵＵＰ 大 ｬ ｾｬ ､ｩｬｬｬｪｬ ［ｚ ｬ ｊ｛ｪ本町 ｬ ー Ｑ ＳＭＳＳ

電 話 大 阪 06(532) 代 0461 e 5 5 0  

天 王 里 市 丹 波 市 新 聞T 50 

キ土本

天理営業所

工

富士造園土木顎

計 施='" a又園

⑧ 

、昼=

1旦

模型製作 l  

石 ｭ 絞ｾ・アクリル校ｾ製作 目

〒665 宝塚市山本東 2 - 6  - 17 

電話 0797- 88- 0501的

73 

宮岡建築模型製作所

干II!lCJ 可 日本|凸以 1
1
113 14  11 

屯 ，，.r; (031669 7565 ドA X 103 1669  7565  



ポリ" リス

曹マスヲーピJ I . ヲ三弐縁式会量

販売元J t Cモ，・モ. J ｾｾＮ勾酒量網島ＺｩＧＨ重量 ｚ ゑ企

本 社 / 東 京 僻 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 26 ・03-582-8811

大 阪 営 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06- 20宮- 3294

特殊壁装材製造販売 和室に最適

四・緊楽で:;??)
(株)副 J!I:J!l D:2

場

一

二

工

第

第

司

。ｾ｜｜ＩｾＭ酬の断熱用シｾ人
移づ:...""-' ＮＮＮＮｊｾＮ 今

回n/¥'1イチ11ーシート P

自主電線株式曾批判願軒佃邸側2 T 目徹号( 刊困ピJレ)

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗 布 防 本 ・ シ ー ト 防 本 ・ モ Jレタ Jレ防水

・樹脂注入後着工法 各 傾 倒Imi.主人按必補修工事

・ 亀 裂 禰 修 工 事 谷 極 樹 脈 注 入 ・充 坂 ・ コ ー キ ン グ

・ シ ー リ ン グ エ 寧 シリコン ・チオコール・ウレタン ・アクリル

・吹 付 工 事 アクリル・リシン・卵性タイ Jレ・その他

。建 Z宣 築 許 可 大阪府知事。1午可( 般ー 53) 第51225号

。日 本 シ ー リ ン グ ヱ 事 業 協 会4 員

大阪市北区末広町 3 - 2 1  I.J..ι 、比三1:."1ョー_......，_ τ 主主

足初J也所用町ピル201 5  ｜ＴＧ彊 ｾｊ fof ' ' n'  <<1171: .... τ 7 4 1 1 1  

T E L  06( 315)0701 ，.・-， ＮＮＮＮ，ＮＮＮＮ・｟ＮＮＮｾＮＮＮＮＮＮ，・

逆打部の充填モルタルに

デンカC S Aファミリー製品

・子二J OCSA… … … … … … … … … ーコンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性混和材)

・寄与目弓ｾＺｊＺＢＮ…………………・・鉄骨ベース、
( グラウ ト用無収縮材 )

ＮＷＮ二ＮＱ Ｐ 司 ｆ ＺｉＧー字吻 ｉｊｾＮ ……………・コンクリー卜躯体の漏水補修に
( 止水 ・補修用急硬セメント)

・雪ニJ OES … … … … … … … … … … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

・ 寄 与011000 ・… … … … … … … ・… コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社
• 

社

T E L 本社・京都・網野 ( 0 7 7 2 7) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ム

玄式業 株産
由

京浜

近 畿 地 区 販 売 庖

社会株 式業浦 産金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大 阪 ( 0 6  )  

株 式

3 3 2 - 6 8 6 1  

2 7 2 - 8 5 0 1  

(  0  6  )  

(  0  3  )  

大 阪

東 京

T E L  

T E L  

社/ 本コト

--
ネ土

A . .  

-;z::i;' 式産 株洋 物光 社

. a.  

ｾ＠
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特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

工

種・オリエンタルカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

責 任 施色 彩 豊 富物長 尺

品

/  

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ 戸 一

S 小 i皮・S 大 i皮・V j 皮・ポックス波・ W ジ ャ ン ポi皮・ V デ ッ キ

s v ジ ャ ン ポ 波 ・ボ ル ト レ ス ル ー フ B L ・其 の 他

i皮板規格

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ボーロイド( 断熱材 ) D. G. K. ※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

Tl I J I レヲ) 乱暴9J l 製造赫式会誼

途用

畿

一
時

尼 崎 市 昭 和 l南通り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 ( 06) 412ー 5131( 代)

大 阪 ・九州・ 名 古 屋 ・広 j斗 ・J l ミ条・メIJ 谷 ・姫路

電話 政 ( 0484) 42 - 3115( 代 )政 市 ; 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号

東 北 ・東 京 . ｉ ｊｉ， ｊ ＮＡｬｾ＠ . 熊 谷

干 335東 京 本 社 及 工 場

支 庖 及 工 場

干 660

2  a童襲接柿

月

刊

E 重量E聞 置 日 展 連 国

お待たせしました 。建築構造計算資料集図

書鉄筋コンクリート構造 (2)

特別定価 1380円
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全国書庖で好評発売中/NO.426 
建 築 の 構 造 計 算 は 非 常 に 煩 わ し い 手 間 の か か る 仕

事ですが、本書の図表を活用することによってこ

の よ う な 煩 雑 さ か ら 解 放 ♂ れ 、 能 率 の 向 上 を は か

ることができます。 しかも一貫した方針のもとに

シ リーズとしてまとめた意欲的な実用便覧で、矯

造 計 算 害 作 成 に 強 力 な 武 器 と な り ま す。

中川 ;享 編 著 B 5半IJ. 234頁・定価3800円

イ ン テ リ ジ エ ン 卜 ビ ルQ & A

こと l二fカくわかるノイ士車且カくわかる I

これからのオフィスビルの設計

監 修 ;中塩荘一郎 8 5判・144頁・定価2300円

近 年 の 情 報 化 の 進 展 や 社 会 環 境 の 変 化 か ら 、 オ フ

ィスの内容は急激に変わりつつある 。 オフ ィス空

間 に 電 子 機 器 が 大 量 に 入 り こ ん で き て い る 。 オフ

ィス空 間に対する要求も大幅に変化してきている 。

配線処理、セキュリティ対策、 V D  T に対応した

照 明 ・採 光 、 機 器 発 熱 へ の 対 応 、 休 憩 室 な ど の 整

備 、 面 積 な ど 、 在 来 の オ フ ィ ス 計 画 と は 多 く の 面

で違いがでてきている 。 この本は、オフィスビル

の 変 化 と 対 応 策 を 判 り や す く 解 説 し て い る 。

( 監修者のことばから)

新干IJ

園 置E 置置冨置園園調- 墨歯車謹函圏圃圃圃画面図画圃
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- 強じんな極太パイルが靴底の土砂を払い落

とし、パイルの中に沈ませて表面をいつもき

れいに見せますL

・パイルの土砂は、電気掃除機で容易に吸

いとれますh

・コーヒー、コーラなどの汚れも水洗いで簡単

に落とせますh

・少しの勾配と排水口さえあれば、マン、ンョン

などの外廊下にも大丈夫。乾湿が繰り返え

されても力'ラスt断住で補強された塩ヒ' パッキ

ング層は伸び縮みがありません。

・耐久性、健色性、市IJ 電性に優れています二

特 徴

間ヨロー宅 ｾｚ
靴底の汚れと水を力ッ卜する

センイ床タイルの極太タイプ(50cm角)

0 3 3 7 9 - 2  

T1i J l m4V  

リエステJ レ

不織布 補強層

・仕 様 ｉｾ イ ｊ レ ｉ ｂｃｆ ポリフロヒ Ｎ レン ＱＰＰ ＥＨ 極太単糸Ｉ

パッキング' l P. V. C 特殊コ/ ) ' ¥ウンド+ ガラス繊維不織布( 積層)

寸 法/ 5 0 0 . 0 X  500.  Omm 全厚/ 9 . 5 mm 色 数15色

設計価格/ 9，900円1m' ( 材エ共300m' 以上)

i  1] れた判w誌は、ぷ| 民lからエレベーターホー

ルや| 府段への副総に! l シ 1
1
します二むしここ

で'i 1; れをカソ卜してフールできたら往物全体

の! ぶは、 もっと作弘に、、クリーンかを 似てまホー

こんな1，91[ ，、をWf.ikするのが、 50cm1(J センイ

! 本タイルのフローチェてι 丸タジマならでは

のノ〈ッキングH'fi [.i 糾 :u太 蹴1惜 しっかり支

えている、キーフクリーンへの新提・44です。

雑 誌

. 名古屋台 052( 511) 6361

・神 戸倉018 (232)  0132 

. 広島n 082 (246)  9436 

- 北陸宮 0162 (31) 5141

. 長野n 0263 (21)  1841 

・静岡念 日542 (81 ) 8931

- 多摩n 0425 (21)  8132 

・4量浜宮 045 (681) 4835

・新 潟合0252 (65)  0261 

- 仙台宮0222 (22) 6413 

・北潤東宮 0486 (51) 9721

・頁聞東宮 0472 (48) 0635

- 大阪n 06 (44 1) 5951 

・札幌告別 1(231 ) 8261 

・盛岡宮0196 (22)  3532 

見本中長をお求めドさL 、。

株 式 会 社 タ ジ マ 東 京 営 難 所

〒 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町3-1 ト 13n 03 (866)  61 0  I  


